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血液型からみた馬の初生仔黄疸症の発病要因

　　　ならびに血清学的診断法に関する研究＊

野田　寛・渡辺　裕

　　　　　　　　　　　　　　　　第1章　緒　　　言

　　馬における初生仔黄疸症に関する報告は1947年にCAROLLI＆BESエsが高度の黄疸症で死

亡した初生仔螺馬について，また同年DIMOCKらが馬の胎仔および初生仔の感症染の検索中に

黄疸症状を示す個体を観察し，本症は人の赤芽球症と類似の疾患であろうと述べて以来多数の

報告がある。しかしその多くは臨床およびエ血清所見に関するものである。

　　初生仔黄疸症と並1液型との関連性を見出すために，BRuNER＆DQLL（1953）はIndian

Systemで初生仔黄疸症仔馬ならびにこれを産した種雄馬および雌馬（以後初生仔二言症種雄

馬および雌馬と呼称）の血液型を調べた結果，特別の関係が認められなかったことから：本症は

先天性の溶血性疾患ではな：いかと考えた。FRANI〈s（1959）は自然同種抗体および初生仔黄疸症

雌馬血清中の抗体を11種目免疫血清型に分類した。次いで同氏（1962）はこの成績を基に40

頭の初生仔黄疸症雌馬血清中の抗体を調べた結果，その82％oはFRANKSの言うNo．6の抗体

であり，18％は単一または複合で他の抗体であったことから種雄馬および仔馬は保有するが，

雌馬ではこれを欠いている1血液型（以後三者間の血液型の差異と呼称）が初生仔黄疸症の原因

になり得ることを示唆した。しかし乍らこの時の種雄馬および仔馬の血液型については書及し

ていない。SToRMoNTら（1964　a）は初生仔黄疸症雌馬血清中に氏らの分類と命名による血液

型Ωに対する強い溶血素が存在し，その際種雄馬および仔馬は1血液型Ωを保有し，雌馬には

それがなかったと述べている。また同一種雄馬を父にもつ5頭の仔馬の中で4頭が初生仔黄痘

症で死亡した例では，種雄馬および初生仔黄疸症仔馬は血液型A〆を保有していたが，雌馬お

よび正常仔馬ではこれを持たなかったと報告している。一方我国では細田ら（1958a，　b）およ

び同馬（1967，1968）は初生仔黄疸症について一連の研究を行なった結果，初生仔黄疸症は氏ら

が用いている血液型とは無関係であり，初生仔黄疸症雌馬血清からクームス試験で検出した非

定型抗体がその原囲であると述べている。次いで細田ら（1958c）は種雄馬：および未経産馬にも

非定型抗体を見出したことから，強い非定型抗体の存在を初生仔黄疸症の原因とし，また姫野

と茂木（1971）も非定型抗体を重要視している。

　　血清学的診断法として，CoQMBsら（1948），　DOLL（1953），　CRoNIN（1955），細田ら（1958　a，　b），

　＊　本論文の要旨はDavisで行なわれた第14回国際動物血液型，生化学多型会議において，渡辺により報

　　告された。
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紺日ll（1967，1968）および姫野と茂木（！971）はクームス試験による雌馬llll清中のヲ1三定型抗体の検

出を挙げ，DOLL＆HULL（195！）は低い凝集素の存在時における抗r一グ1コグリン1；IL清の凝集反

応に対する反応増強能をも期待している。またPARRYら（！949）およびFARRELLY＆MILLER

（1954）は雌馬丘〔且清中の凝集素ならび｝こ非定型抗体の甚深！を挙げている。一方BRUN　ERら（1948）

およびBRUNER（1950＞は雌馬］f［L清中の溶］li王素および凝集素グ）検出をi郭清学的診断法としている

が，6頭の初生仔極信症雌，【1騒L清が80頭の馬赤偉L球の75％を凝集したことから初生仔黄疸症

の解明には同種凝集素を除いてから二一すべぎであるとし，溶雁索の亜要性を示唆している。

　　L／．，Lt／gの初生仔黄疸症に関する研究の中で基礎となる顧夜塑との関連性および面清学的診

断法に触れている報告の概要を述べた。しかし乍ら，いずれの報告も種雄馬，雌馬および仔馬

のlr匠液型ならびに置者闇のifll．液型の差異は明らかでなく，わずかにSTORMONTら（1964　a）ヵミ

2例を報告しているのみである。また本症のlrrL清学的診断法として，クームス試験を璽要視し

ている研究者らは凝集反応とクームス試験を行なっているが，かれらは初生仔黄砂痘三雌馬｛nL清

中に凝集素の存在した例の多いことを報告し，この際のクームス試験はCOQMBSら（1945）に

よって創始された理法とは異なっている。すなわち馬の初生1．f黄痘症の雌馬前L清中に凝身ミ素が

存在する場合は凝集が誌められなくなるまで稀釈した後にクームス試験を行ない，この抗体と

原爆により検出された非定型抗体とを同一呼称している。また細田ら（1958c）の報告によると

種雄馬および未経産馬にも非定型抗体を検超しており，クームス試験が初生仔責廷痘症のfrr［清学

的診断法として最適な方法であるのか，否かは糖類である。

　　上述の如く，馬の初生仔黄癒症に関する研究報告の概要と不明な点を述べた。従って筆者

は本症の原因となる種雄馬，雌馬および仔馬流者間の1沈欝斐旦と本症との闘係を明らかにし，併

わせて従来行なわれてきた本症の1丘購学的診断法を再検討す樹1【的で本研究を計画した。

第H章　同種免疫による血液型分類用抗血清の製作

　　　　　　　　　　　　　　第1節　実験材料および方法

　第1項　同種免疫に用いた馬とその血液型

　　詞種免疫および抗体同定に用いた馬は北海道大学農学部付属牧場隠妻の林軽爆ならびに北

海道和種の中でSToRMONTら（！964　a）の分類と命名法に従って渡辺ら（1969）により！kL液型が

分類された実験馬30頭を用いた。実験馬の」頗夜型は表戸の如くである。

　第2項　免疫馬の選択と免疫方法

　　同種免疫時の給」飢馬と受血馬の選択は免疫により［；］的とする1瞬夜型に屯する抗体を可及的

に少数産生するようにNo．1－1～No．1－！5の15組を選択した。　No．1－16の組合わせは初ぐ｛三仔

黄疸症雌馬J血清と既知血液型赤血球間の溶」nL反応で不規期な反応を示した不明抗体を同定する
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表一1　実験馬の．［tu液型

．［rlL液型

No．　E一　1

　　2
　　3
　　4
　　5
　　7
　　9
　11
　13
　14
　15
　16
　17
　21
　22
　23
　24
　25
　26
　．9．7

　28
　29
　30
　32
　33
　34．

　35
　37
　38
　41

Q　T　U．X
　　一　一　一’　N“　”一pt－AI　A2　A’H　Z　Z2　C　D　J　K　PI　P2　P／　Q　R　S　TI　T2　UlU2

十十±・・十十・…　　十±・十十十十十十十
・十十十・・十・十・±十・・十・・十・・十
十十…　　十十・十・十十…　　十・十・・十
十＋…　　十十・？・十十・・＋・十＋・・十
十十・・十十十・・十十十・・十・　“一　十　一y　十・

十十…　　十十・十・・・…　　十十十…
十十…　　十・・十・十十・・…　　十…
・… @　十十十…　　十十・・十十十十十十十
十十…　　十十・・±±十・十・十十十・・十
十十…　　十十・・十十十・十・十・十・・十
・十±…　　十・・・・…　　十十十十…
・十十…　　十…　　十十・・十十十十十十・
・・・・・・・・・・・・… @　±十十　一一　十・
十十十・・十十・・・・・…　　十十十十十・
・十十…　　十…　　十十・…　　十十…
・十十・
・十十・
・十十・
十十・・
十　ni一　’　’

・十十・十十十・
十＋十・
十十・十十十十・
十十・・

十十・・
十十十・
十十・・
十十・・

・・ ¥・±・十十・・十十十十…
．．　H十一　．．．十　一t一　．．　一t一　十　一F　．．．．

・・ ¥・・・・・…　　十・十十十・
・十・…　　十十・・十十十十・十十
・十十…　　十十・・十・十十…
・・ ¥・・・・…　　十十十十・十・
　　　　・・十十・・十十十十十十・
・十・…　　十十・・十十十十…
　　　　・・・…　　十十・十…
・十十…　　十十・・十十十十…
・・ ¥・十・十十・・…　　十十十十
・十十・・・・…　　十十・十十十・
・十十・・・…　　十・・十十…
・十十・・・…　　一十・　一y　十…
・十十・・十十十…　　十・十・十・

注　1）漁液型A2およびP2は異種免疫」血清で分類されるltil液型

　2）血液型DおよびT2は免疫不能
　3＞1紅液型P’は反応が±で，抗原として不適

ことを目的として行なった。．ヒ寵溶li．反応で陽性を示した赤血球を保有した馬を給1鉦馬に，陰

性を示した赤」flt球を有した馬を受⊥fi£馬とした。

　免疫方法は型の如く給1il馬の頸静脈から抗凝固剤（5％クエン酸ナトリウム）の入った容器

に採血し，生理食塩液で洗浄後50％赤血球浮遊液とし，これを受JfLt馬の頸静脈内に注射して
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免疫した。注射量と回数はNo．1－1～16のうちNo．1－3，　No．1－！5を除く！4組は！00　m1ずつ

1週間隔で12回注射し，No．1－3，　No．1－15の2組ぱ1，000　mlずつ1週間隔で4回注射した。

　　免疫による溶正曇声および凝集素の産生の有無と抗体価を注射前，各注射時および最終注射

！週後に血清を採取して測定した。

　　免疫の組合わせ，予想抗体，注射量および注射回数を一括して表一2に示した。

　　　　　　　　　　　　　　表一2　免疫の組合せと予想抗体

区 分 給　IfiL馬 受　1肛　馬 　　　　　　　注射量予想抗体
　　　　　　　．一（wumLL／

注射回数

No．　1

　　2

　　3

　4
　　5

　　6

　7
　8
　9
　10

　11

　12

　13

　14

　15

　16

No．　E一　3

　　E－23

　　E－32

　　E－32

　　E－29

　　E－24

　　E－34

　　E－！4

　　E－16

　　E－37

　　E－15

　　E一　3

　　E－13

　　E－17

　　E－26

　　E　一17

No．　E－2

　　E－33

　　E一　5

　　E－35

　　E一　2

　　E－30

　　E－33

　　E一　1

　　E－21

　　E－21

　　E一　3

　　E一　4

　　E－14

　　E－26

　　E－23

　　E－11

抗AIZ2S

抗Aノ

抗HS
抗HZ
抗ZZ2UiU2

抗C
抗JUIU2X
抗KP1Ω

抗P1

抗Ω

抗RT1

抗S
抗T1

抗U1
抗U，X

100

100

ユ，000

！00

100

100

100

100

100

100

！00

100

100

100

！，000

100

12

12

4

12

！2

！2

12

12

12

12

！2

12

12

12

4

12

　第3項　血清学的術式と抗体価の測定

　　本研究に用いた血清学的術式は阿部（1971）に従って下記の如く行なった。

　　1．　凝集反応

　　赤」血球は生理食塩液で3回洗浄後，必要な濃度の浮遊液とした。血液型分類は5％赤血球

浮遊液1滴と分類用抗血清2滴を充分混合し，室温で3時間静置後凝集の有無およびその程度

を判定した。抗体価測定は倍数稀釈した被検血清0，4m1に2％赤血球浮遊液1滴を充分混和

し，以後ま血液型判定と同様に行なった。

　　凝集反応の判定は試験管を振りながら凝集塊をほぐし，そのほぐれかたにより下記の如く

5段階に区分した。

　　一：赤1血球が一様に浮遊して凝集塊がない。

　　±：赤血球の浮遊状態が痕跡的にざらざらしている。

　　十：細かな凝集塊が明らかに認められる。
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＋＋：大きな凝集塊が認められる。

1＋＋：沈殿した凝集塊が振撮しても容易にくずれずに大きな凝集塊にとどまる。

十以上の凝集を示したものを陽性とした。

2．　溶血反応

35

　　」1【L液型判定のため溶1血反応はif［L液型分類用抗．Ein清2滴に家兎補体！滴を加えて混和後，こ

れに生理食塩液で3回洗浄後2％に再浮遊した赤血球浮遊液！滴を加えて充分混和し，室温に

3時間放置後，溶血の有無および程度を判定した。抗体価測定は試験管法で倍数稀釈した被検

」白購0．2mlに家兎補体0，1　m1加え，これに上記の如く調整した赤！血球浮遊液を1滴加えた。

以後は血液型判定時と同様に行なった。

　　溶i血仮応の判定は溶1罰旺の程度により下記の如く5段階に区分した。

　　一：滴下した赤1卵求が管底中央に沈み，上清に酒血し色が認められない。

　　十：上清は明らかに溶揺ししているが，振ると溺濁している。

　　続：．と清はかなり溶血しているが，振ると溺濁している。

　　掛1完全に溶」紅している。

　　柵の溶lfllを示したものを陽性とした。

　　溶血反応に際し補体として家兎」血L清を用いた。数頭の家兎1血清を採取プールし，これに馬

5頭以上の洗瀞赤上倉L球泥を1／2量加え，4QCで30分間異種凝集素を吸収した。再度遠沈して得

た家兎lfr［清を小試験管に2　mlずつ分注して凍結保存し，用に応じ低温で解凍して用いた。家

兎補体の力価は低い［STORMoNTら（1964　a），阿部（1971）1ので，原血清を補体として用いた。

　第4項　複合抗体の単一化と抗体の同定『

　　免疫により産生した複合抗体を単一抗体とする国的で吸収操作を行なった。吸収を貝的す

る1fiE液型を保有する赤」fiL球を生理食塩液で3回以⊥洗浄後，その洗浄赤1fii球を抗並［清の1／2量

加え室温で3時間吸収した後，1晩4ecの低温に放置して寒冷凝集素を吸収して園的とする単

一一 R体を有する扁L清を得た。

　　免疫により麗生した抗体および吸収操作で得た単一抗体の同定を行なった。同定はNo．

1－！～No．1－15の免疫」IE清と実験馬No，　E－1～No．　E－4！の30頭およびNo．1－！6の免疫血清と

実験馬No．　E－1，　No．　E－2，　No．　E－4，　No．　E－27ならびにNo．　E－41の5頭を除いた25頭の赤

1垂江球間の溶Jl臣反応および凝集反応により行なった。

　　　　　　　　　　　　　　　第2節　実験結果

　第1項　同種免疫による抗体価の推移と産生抗体

　　No．　1－1：No，　1－1の免疫はNo．　E－3を給」副馬およびNo．　E－2を受血馬とした。各々のi血

液型は次に示す如くである。
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ML　｝＆’　i．E）　A，　A，　A，　H　Z　Z，　C　1）　J　K　P，　P，　Pr　9　R　S　TI　T，　U，　U，　X

No．　E－3

No．　E－2

十　十　　…　　　　　十　十　　・　十　　・　十　十　　…　　　　　十　　・　十　　・　・　十

・　十　十　十　　・　・　十　　・　十　　・　±　十　　・　・　十　　・　・　十　　・　・　十

　　受i血L馬になく，給i看L馬にある」瞬夜型はA1，　Z2およびSである。免疫により抗Al，抗Z2お

よび抗Sの3種の抗体産生が予想された。

　　注射前の溶」il素および凝集素は陰性であった。100　m1　1回注射後1週で溶1血素および凝集

素の二二が認められた。以三二8までの注射により溶．1血［素価および凝集素価の上昇を認めた

が，8回以後の注射では両抗体の上昇は認められなかった。最終注射1週後の溶！血素価は512

倍および凝集素価は256倍であった。

　　免疫経過中の抗体価の推移は一一1に示す如くである。

抗体1面

×　512

×　256

×　128

×　64

x　32

×　16

×　8

x　4
×　2

×　1

　0

，　一一騨屠。’
’

t
’

’

’

’

一t

t

一溶血素
　　凝集索

前123456789101112回
　図一1　No．1－1の抗体価の推移

　　産生された抗体同定のために実験馬赤lfi！球とNo．　1－1の免疫Jf賎清問のas／ffL反応および凝集

反応を行ない下記の結果を得た。

No．　E

溶漁反応

凝集反応

1

十

十

2　3　4　5　7　9　11　13　14　15　16　17　21　22　23　24　25　26　27　28　29　30　32　33　34　35　37　38　41

・十十十十十　・十十　…　　　　十　・　…　　　　十十　・　・十十十　・十十十十

・十十十十十　・十十　・　。　・十　。　・　。　。十十　。　・十十十　・十十十十

　　溶血反応および凝集反応の両反応に陽性を示した赤1血球は」血液型A、を保有しており，陰

雨のものはこれを欠いた。Iil液型Z2およびSに対する抗体は産生されなかった。

　　No．1－2：No．1－2の免疫はNo．　E－23を給血馬およびNo．　E－33を受1血馬とした。各々の

前L液型は次に示す如くである。
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」白し液型 Al　A2　At　H　z　Z2　C　D　J　K　PI　P2　P，　Q　R　S　TI　T，’　Ul　U，　X

No．　E－23　・　十　十

No．　E－33　一i一　十　　’

・　十

｛一　十

± 十　十

十　十

十　十　÷　十

十　十　十　十

　　受疽［馬になく，給血馬にある！fiL液型はAノである。免疫により抗A1の藍生が予想された。

　　注射前の溶血素および凝集素は陰性であった。100　ml　1回注射1週間に凝集素価の上昇が

認められた。4回の注射で凝集素価は！6倍を示したが，以後法射を繰り返してもその価は上昇

しなかった。9回以後は凝集素価の下降を認めた。一方溶1危し素は2回注射1遁［後から認めた。

以後注射を繰り返す毎に溶血素価は漸増し，最終注射1週後の価は64倍であった。

　　免疫経過中の抗体価の推移は図一2に示す如くである。

抗体価

×256

×　128

×　64

×　32

×　16

×　8

＞く　4

×　2

×　1

　0

一溶血素
一一一一 ﾃ集素

s

膏な1234567891011 12回
　　図一2　No．1－2の抗体価の推移

　　産生された抗体同定のため実験馬赤］fiL球とNo．　1－2の免疫」1圧鳥餌の溶血．反応および凝集反

応を行ない下記の結果を得た。

No．　E 1　2　3　4　5　7　9　11　13　14　15　16　17　21　22　23　24　25　26　27　28　29　30　32　33　34　35　37　38　41

溶血反応

凝集反応

十

十

十　　十÷十十十

十　・十十十十十

十十　一　一　一　一　十　一　一

十十　．　．　．　．　十　．　．

　　溶」血反応および凝集反応の両反応に陽性を示した赤血球は血液型A！を保有しており，　陰

性のものはこれを欠いた。

　　No。1－3：No．1－3の免疫はNo．　E－32を給血馬およびNo．　E－5を受血馬とした。各々の

J血t液型は次に示す如くである。
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Jtn　maUJ　Ai　A2　A’H　Z　Z2　C　D　J　K　P2　P2　P’　9　R　S　Ti　T2　U2　U　X

No．　E－32　一t一　一e

No．　E－5　十　十

十　十　十　十

・　十　十　十 十　十　十

一　十　rt一　一　十　　一　　一　　一

・　十　　・　十　　十　　十　　十　　・

　　受並［馬になく，給⊥fa馬にある1血液型はHおよびSである。免疫により抗Hおよび抗Sの

産生が予想された。

　　注射前の溶」fii素は陰性であり，凝集素価は4倍であった。1，000　ml！回注射1週後に凝集

素価は16倍を示し，2回目の注射1週後には128倍を示したが，その後の注射では1二昇しな

かった。溶誼L素は観察期間中認められなかった。

　　免疫経過中の抗体価の推移は図一3に示す如くである。

抗体価．

x512

×256

×　128

X　64

×　32

×　16

×　8

×　4

x　2

X　l

　o

ノ

ノ

’

ノ

’

’

t
t
’

’

’”鞍喩鱒囎繭崩働「嚇
tl

一一一一 ﾃ集素

　　前　　1　　2　　3　　4　回

第一3　No．1－3の抗体価の推移

　　産生された抗体同定のために実験馬赤」iL球とNo．　1－3免疫1虹清間の凝集反応を行ない下記

の結果を得た。

No．　E 1　2　3　4　5　7　9　11　！3　14　15　！6　17　2！　22　23　24　25　26　27　28　29　30　32　33　34　35　37　38　41

凝集反1芯　　・十・・・・・…　　6・・・・・・・…　　十・十・・・…

　　凝集反応で陽性を示した赤血球は血液型Hを保有しており，陰性のものはこれを欠いた。

」血液型Sに対する抗体は産生されなかった。

　　No．　1－4：No．　F4の免疫はNo．　E－32を給血馬およびNo，　E－35を受1組馬とした。各々

の．【血液型は次に示す如くである。
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血液型　　　AlA2A／H　Z　Z2　C　D　J　Iく　PlP2P！　Ω　R　S　TIT2UIU2X

NQ．　E－32　十　十

No．　E－35　十　　十

十　十　十　十

・　・　十　十

十　十

十　十

十　　．　．

十　十　十

　　受1飢鴇になく，給血馬にある血液型はHおよびZである。免疫により抗Hおよび抗Zの

産生が予想された。

　　注射前の溶血素および凝集素は陰性であった。100ml　2回注射1週後に溶」血素の上昇が認

められ，溶血素価は8倍を示した。以後8回まで変動を認めなかったが，9回以後の注射で，

急激に土昇し，最終注射1週後の溶血素価は512倍であった。凝集素は産生されなかった。

　　免疫経過中の抗体価の推移は十一4に示す如くである。

抗体緬

x512

×256

×　128

x　64

×　32

×　16

×　8

×　4

×　2

×　1

　0
一溶ltlt素

　　　　　　　　　　　　前123456789101112回
　　　　　　　　　　　　　　図一4　No．1－4の抗体価の推移

　　産生された抗体同定のために実験馬赤1EI球とNo．　1－4免疫．1血清il週の溶」血反応を行ない下記

の結果を得た。

No．　E 1　2　3　4　5　7　9　！1　13　14　15　16　17　21　22　23　24　25　26　27　28　29　30　32　33　34　35　37　38　41

溶血反応　 ・・9・ ¥・・十・…
・　・　・　…　　　　十　・十　・　・　・　…

　　溶血反応で陽性を示した赤血球は血液型Zを保有し，陰性のものはこれを欠いた。血液

型Hに対する抗体は産生されなかった。

　　No．1－5：No．1－5の免疫はNo．　E－29を給血馬およびNo．　E－22を受血馬とした。各々の

血液型は次に示す如くである。
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血液型　AIA2A／HZ〔Z2CDJKPIP2P，ΩRSTIT王UIU2X
　No．　E－29　　　　　十　　十　　　　十　　十　　十　　　　　　　　　十　　十　　　　・　十　　十　　十　　十　　十　　十　　・

　No．　E－22　　　　　十　　十　　　　　・　　・　十　　　　　　　　　　十　　十　　　　　・　十　　十　　十　　十　　…

　　受．［餌壷になく，給JftL馬にある血液型はZ，　Z2，　U1およびU2の4種である。免疫により抗Z，

抗Z2，抗U，および抗U2の4種の抗体産生が予想された。

　　注射前の溶」血1素および凝集素は陰性であった。100m12回注射1週後に溶」CR素価の上昇が

認められ，その溶血素価は4倍であった。以後の注射により溶i紅素価は．lyi”．’“し，12回の最終注

射／週後のそれは512培であった。凝集素価は！00ml　5回の注射1週後で1倍を示し，7回で

2倍を示したが，その後の注射で上昇しなかった。

　　免疫経過中の抗体価の推移は図一5に示す如くである。

抗体鯖

×512

×　256

×　128

×　64

×　32

×　16

×　8

×　4

×　2

×　1

　　0

一溶血素
一’一 ﾃ集素

’

’

’

’膳塵　一一　一磨　一鱒　「　辮鱒　需脚讐讐一　一　一句騨

抗ZZ．

抗UIU2

　　　　　　　　　｝｝有　123456789ユ0ユ1ユ2圓
　　　　　　　　　　　　　図一一5　　　No．1－5　4）わtfイ対弼a）｝口移

　　産生された抗体同定のために実験馬赤lf11］X（とNo．1－5の免疫J．rft清聞4）溶liL反応および凝集

反応を行ない下記の結果を得た。

No．　E 1　2　3　4　5　7　9　1！　13　14　15　！6　17　21　22　23　24　25　．？．6　27　．P．8　29　30　32　33　34　35　37　38　4！

ミ容血反応　　　十　　十十十十十十十十…　　　十・　　　・十十・十十十十・十十十十

凝集反応　　 十　　・　・十・　・十…　　　十十十・　　　十十・十十…　　　十十・　・十

　溶血反応に陽性を示した赤1fiL球は」血液型Z，　Z2，　UIおよびU2を保有し，陰性のものはそれ

らを欠いた。
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　　凝集反応に陽性を示した赤lfg／球は霊飢液型U，，　U2の両者またはU2を保有し，陰性のものは

それらを欠いた。

　　No．　F5の抗jnL清中に4種の抗体が存在するので抗U1および抗U，の吸収を行なった。吸

収操作には突験馬No．　E－34の赤lin球を用いた。そのJft1液型は下に示す如くである。

」飢液型　　　AIA2A！H　Z　Z2　C　I）　T　K　PIP2Pノ　Ω　R　S　TIT2UIU2X

No，　E－34　・　　・　　・　　…　　　　　　一t一　・　十　　・　十　　十　　・　　・　　…　　　　　　一t一　十　一t一　十

　　吸収操作後の」血清中抗体同定のために実験馬赤」血球と吸収処理No。工一5抗血清間の溶血反

応を行ない下記の結果を得た。

No．　E 1　2　3　4　5　7　9　11　13　14　！5　16　17　21　22　23　24　25　26　27　28　29　30　32　33　34　E5　37　38　41

溶1血反応　　　十・十十十十十十　・十十十十十　・　…　　　十十　。十十十十・．十十十十

　　丁重血L反応で陽性を示した赤血球は血液型ZおよびZ2を保有し，陰性のものはこれらを欠

いた。吸収後の溶∫存［素価は抗Z，Z2は128倍ならびに抗U1，　U2は16倍であった。

　　No．1－6：No．1－6の免疫はNo．　E－24を給」血1馬およびNo．　E－30を受1自1馬とした。各々

の血液型は下に示す如くである。

lflt液型　AIA2A’HZZ2CDJKPIP2PTΩRSTIT2UIU2X
No．　E－24　・　十　　十　　…　　　　　　十　　…　　　　　　一i一　十　　”　　・　十　　十　　十　　…

No．　E－30　十　　十　　十　　・　　・　十　　・　　…　　　　　　十　　十　　・　　・　十　　十　　十　　十　　・　　・　　．

　　受1血馬になく，給jlL馬にあるifil液型はCである。免疫によって抗Cの産生が予想された。

　　注射前の溶．1血素および凝集素は陰性であった。100ml！回注射1週後に溶／血素価の上昇が

認められ，その溶血素価は2借であった。4回注射1週後には溶血素価は32倍に上昇したが，

その後8回の注射によりその変動は認められなかった。なお，この溶血素は完全溶血すること

なく溶」血程度＋＋で反応停止した。従って溶血程度＋＋を溶血完了として一応抗体価を求めた。

凝集素は7回注射1週後から認められ，12匝1の注射終了1週後の凝集素価は16倍であった。

　　免疫経過中の抗体価の推移ttL■一6の如くである。
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抗体価

×256

×　128

×　64

×　32

×　16

×　8

×　4

×　2

×　1

　0

一一 n血素

一一一 ﾃ集素

　tt
　／
ltt

ttl

t＿”一扁’

’

　　　　　　　　　　　　　前123456789101112回
　　　　　　　　　　　　　　図一6　No．1－6の抗体価の推移

　　産生された抗体同定のために実験馬赤血球とNo，1－6の免疫血清間の溶血反応および凝集

反応を行ない下記の結果を得た。

No．　E 12345791エ13141516172122232425262728293032333435373841

溶血反応　 十十十十十十　十十十十＋　＋十十十十　十十＋・十十十十十十十

凝集反応　 ÷十十十＋十　十＋十十＋　十十＋十十　十十十・十十十十十十＋

　　溶血反応および凝集反応の両反応に陽性を示した赤1血球は」血液型Cを保有し，陰性のもの

はこれを欠いた。

　　No．1－7：No．1－7の免疫はNo．　E－34を給1血馬およびNo，　E－33を受並L馬とした。各々

の血液型は下に示す如くである。

血液型　　　AIA2A！H　Z　Z2　C　D　∫　K　PIP2P〆　Ω　R　S　TIT2UIU2　X

No．　E－34　・　・

No．　E－33　十　　十

・　十

十　十

十 十　十

十　十

…　　　　　十　十　十　十

十　十　十　十　　…

　　受血馬になく，給血馬にある血液型は」，U1，　U2およびXである。免疫により抗J，抗U1，

抗U2および抗Xの4種の抗体産生が予想された。

　　注射前の溶血素および凝集素は陰性であった。100　ml　5回注射1週後に溶血素が認められ

た。その後の注射で漸増し，12回の最終注射1週後の溶血素価は32倍であった。凝集素は
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3回注射1週後に2倍の凝集素価を認めた。その後の注射で凝集素価は上昇し，注射終了1週

後には！28倍を示した。

　　免疫経過中の抗体価の推移は図一7に示す如くである。
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×　256

×128
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　　　　　　　　　　　　　　前123456789101112回
　　　　　　　　　　　　　　図一7　No．1－7の抗体価の推移

　　産生された抗体同定のために実験馬赤血球とNo．1－7の免疫血清間の溶血反応および凝集

反応を行ない下記の結果を得た。

No．　F．． 1　2　3　4　5　7　9　11　13　14　15　16　17　21　22　23　24　25　26　27　28　29　30　32　33　34　35　37　38　41

溶．搬反PLsc　　十十十十十　・　・十　　十　　十十十

凝集反応　　　・十十　・　・十十　・　　・　　…

十十　・十十 十十

十　・

　　溶血反応陽性の赤！fil球は血液型Ul，　U2およびXの3種を保有し，陰性のものはこれを欠

いた。凝集反応陽性の赤！fll球は上農液型Jを保有し，陰性のものはこれを欠いた。

　　No．1－8：No．　1－8の免疫はNo．　E－14を給1CE馬およびNo．　E－！を受血馬とした。各々の

！血液型は下に示す如くである。

血液型　AIA2A／HZZ2CDJKPIP2PノΩRSTIT2UIU2X
No．　E－14　十　　十　　・

No．　E－1　十　　十　　±

十　十

十　十

十　　十　十　　・　十　　・　十　　・　十　　・　・　十

・　　・　十　　十　　・　十　　十　　十　　十　　十　　十　　十

　　受血馬になく，給血馬にある血液はK，P，およびΩである。免疫により抗K，抗P1およ

び抗Ωの3種の抗体産生が予想された。

　　注射前の灘韮江素および凝集素は陰性であった。！00ml　2回注射1週後に溶血素価は4倍お
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よび凝集素価は1倍を示した。以後の注射でこれらの価は上昇し，最終注射1週後の溶血素価

は256倍および凝集素価は128倍であった。

　　免疫経過中の抗体価の推移は三一8の如くである。
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　図一8　No．1－8の抗体価の推移

　　産生された抗体同定のために実験馬下血球とNo．1－8の免疫血清閾の溶1血反応および凝集

反応を行ない下記の結果を得た。

No．　E　12345791113141516172122232425262728293032333435373841

溶血反応　　　・　・　・　・　・　…　　　十十・　・　・　・　・　・　・　・　・　・　・　・　・　・　…　　　十・　・

凝集反応　　　・　…　　　十・　…　　　十・　・　・　・　・　・　・　・　・　・　・　・　・　・　・　・　…　　　十

　　溶血反応で陽性を示した赤血球は血液型Qを保有していた。

　　陰性のものはこれを欠いた。凝集反応で陽性を示した赤血球は王血L液型Kを保有し，陰性の

赤血球はこれを欠いた。血液型P1に対する抗体は産生されなかった。

　　No．1－9；No．1一一9の免疫はNo．　E－16を給血馬およびNo．　E－21を受！rre馬とした。各々の

血液型は下に示す如くである。

血液型　AIA2A／HZZ2CDJKPIP2P，ΩRSTIT2UIU2X
No．　E－16　・　十　十　…　　　　一1一　…　　　　　十　十　・　・　十　十　十　十　一y　十　．

NQ．　E－21　　十　十　十　・　・　十　÷　　　　　　・　・　・　…　　　　　十　十　十　十　十　・
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　　受血馬になく，給血馬にある」血液型はP1およびP2である。　P2は異種免疫血清で分類され

る血液型（SToRMoNT，1964・a）である。従ってこの免疫で抗P，の産生が予想された。

　　注射前の溶血素および凝集素は陰性であった。100m14回注射1週後に溶血素を認めた。

その後の注射で溶玉αL素価は漸増し，最終注射！週後のそれは32倍であった。一方凝集素は

2回注射！週後に認めた。その後抗体価は直線的に上昇したが9回以降の注射では変動しな

かった。最終注射！週後の凝集素価は128倍であった。

　　免疫経過中の抗体価の推移は図一9の如くである。

抗体価

×256

×　128

×　64

×　32

×　16
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．
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　　　　　　　　　　　　　　盒11123456789101112回
　　　　　　　　　　　　　　　図一9　No．1－9の抗体価の推移

　　産生された抗体同定のために実験馬赤血球とNo．1－9の免疫血清間の溶血反応および凝集

反応を行ない下記の結果を得た。

　No．　E　！23457

溶lfSl反応　 ・・ ¥十十・＋＋±＋

凝集反応　 ・・ ¥十十・十十十十

9　11　13　14　15　16　17　21　22　23　24　25　26　27　28　29　30　32　33　34　35　37　38　41

十

十

十十十　・　十十　・　十十　・　十十

十十十　・十十　・十十　・十十

十

十

　　溶lftt反応および凝集反応で陽性を示した赤血球は血液型Plを保有し，陰性のものはこれ

を欠いた。

　　No．1－10：No．1－10の免疫はNo．　E－37を給」血馬およびNo．　E－21を受血馬とした。各々

の！食蔽型は下に示す如くである。

Jl［1液型　 AiA2A／HZ
No．　E－37　十　　十　　 十　　　・　　　・

No．　E－21　一i一　十　十　・　’

Z2　C　D　J　K　Pi　P2　Pt　9　R　S　Ti’　T，　Ul　U2　X

十　十

十　十

十 ．　十　十　　．　．

十　十　十　十　十



46　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　野；i／l　　寛　・渡辺　　：界谷

　　受血馬になく，給血馬にある血液型はΩである。免疫によって抗Ωの産生が予想された。

　　注射前の溶血素および凝集素は陰性であった。100　ml　2圓注射！週後に溶」n王素を認め，そ

の溶血素価は4倍であった。その後の注射により溶1血素価は上昇し，最終注射！週後の溶i血素

価は256倍であった。一方凝集素は1回注射1週後に認められ，4回注射1週後に最高凝集素

価は16倍を示したが，以後8倍に下降した。以後の注射によって凝集素価の変動は謙められ

なかった。

　　免疫経過中の抗体価の推移は図一10に示す如くである。

抗体価

×　256

Xユ28

×　64

×　32

×　16

x　8

×　4
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一一一一 ﾃ集素

　　ノ
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。＿ノ
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s
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　　　　　　　　　　　　　前噛！23456789101112回
　　　　　　　　　　　　　図一10　No．1－10の抗体価の推移

　　産生された抗体同定のために実験馬赤1血球とNo．1－10の免疫，ifil清間の溶血反応および凝

集反応を行ない下記の結果を得た。

　　No．　E　123457911！3141516172！22232425262728293032333435373841

溶盈反応　　・・・・・…　　十十・・・・・・・・・・・・・・…　　十・・

凝集反応　 ・・・・・… @　十十・・・・・・・・・・・・・・…　　十・・

　　溶血反応および凝集反応に陽性を示した赤血球は血液型Ωを保有し，陰性のものはこれを

欠いた。

　　No．1－11：No．1－！1の免疫はNo．　E－15を給1血L馬およびNo．　E－3を受血馬とした。各々

の血液型は下に示す如くである。

　盈1液型　　　AlA2A／H　Z　Z2　C　D　J　K　PIP2P，　Ω　R　S　TIT2UIU2X

No．　E－35　　　　。　　十　　　±　　　。　　　　　　。　　十

No．　E－3　÷　十　　・　・　’　｛一　十 十

・　　…　　　　　　十　　十　　十　　十　　…

十　　十　　　　 ・　　・　十　　・　十　　。　　・　十



　　　　　血液型からみた馬の初生仔黄痙症の発病要因ならびに血清学的診断法に関する研究　　　　　47

　　受血馬になく，給1血馬にある血液型はRおよびTlである。免疫により抗Rおよび抗T1

の産生が予想された。

　　注射前の溶血素および凝集素は陰性であった。100ml！回注射1週後に溶血素が認められ，

その価は16倍であった。4團注射1週後に溶血素価は128倍を示したが，以後の注射により

その変動は認められなかった。凝集素は産生されなかった。

　　免疫経過中の抗体価の推移は三一11の如くである。

　　　　　　　　　　　抗体価．

×512

×256

X　128

×　64

×　32

×　16

x　8

×　4

×　2

×　1

　0

一溶血素

　　　　　　　　　　　　　　前123456789101112回
　　　　　　　　　　　　　　図一11　No．工一11の抗体価の推移

　　産生された抗体同定のために実験馬赤血球とNo．　Fl！の免疫」血清閾の溶血反応を行ない

下記の結：果を得た。

No．　E 1　2　3　4　5　7　9　11　13　14　15　16　17　21　22　23　24　25　26　27　28　29　30　32　33　34　35　37　38　41

溶撫反応　 十＋・十＋・・＋・・十＋・十＋十＋＋十＋十＋＋十＋十＋十＋十

　　溶血反応に陽性を示した赤血球は血液型Rを保有し，　陰性の赤血球は血液型Rを保有し

ていなかった。血液型T，に対する抗体は産生されなかった。

　　No．1－12；No．1－12の免疫は実験馬No．　E－3を給血馬およびNo．　E－4を受血馬とした。

各々のJfk液型は下に示す如くである。

JfiL液型　　　Al　A2　A／H　Z　Z2　C　D　J　K　PI　P2　PI　g　R　S　TI　T2　Ul　U2　X

No．　E－3　十　十　・

No．　E－4　十　　十　　・

十　十

十　十

十

±

十　十

十　十

．　十　・　十　．

十　　・　十　十　　・

十

十
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　　受雷L馬になく，給血馬にある1｛i！液型はSである。免疫により抗Sの産生が予想された。

　　注射前の溶血素および凝集素は陰性であった。1001nl　5匝1注射！三六に溶lfiL素を認めた。

その溶！血素価は2倍で，7回注射1週後には32倍を示したが，以後の注射で変．長しなかった。

一方凝集素は4回注射1週後に凝集素価1倍を示したが，以後の注躬で変動しなかった。

　　免疫経過中の抗体価の推移は二一12に示す如くである。

抗体Mli

×　256

×　128

×　64

×　32

×　16

×　8

×　4

×　2

X　I

　o

一溶血索’

一一一一 ﾃ集素

　　　　　　　　　　　　　前123．4567891011．12何
　　　　　　　　　　　　　　図一12　No．1－12の抗．体価の推移

　　産生された抗体同定のために実験馬赤i（且球とNo．　1－12の免疫［照青間の溶1〔几反応および凝

集反応を行ない下記の結果を得た。

　　No．　E　123457911131415！6！72122232425262728293032333435373841

　溶血反応　 十・＋・・＋・十＋＋＋十・十＋＋一ト十＋十十十十＋十・＋＋十十

　凝、集・反応　　　十　・十　・　・十　・十十十十十　・十十十十十十十十十十十十　・十十十十

　　溶」n圭反応および凝集・反応に陽・性を示した赤！飢球は血液型Sを鰍有し，陰性のものはこれを

欠いた。

　　No．1－13：No．王一！3の免疫はNo．　E－13を給」血馬およびNo．　E－14を受」血馬とした。各々

の1血液型は下に示す如くである。

．tfll　ma　ng　A，　A2　At　H　Z　Z2　C　D　」　K　P，　P2　P’　Q　R　S　T，　T2　Ul　U2　X

No．　E－13　十　十

No．　E－14　　十　十

十　十

十　十

月　＝t　十

十　十　十

十

十

十　十　十　・　・　十

十　　　十　・　・　十
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　　受血馬になく，給血馬にある．i飢液型はT1である。免疫により抗T1の産生が予想された。

　　注射前の溶甫L素および凝集素は陰性であった。100m12回注射！週後凝集素を認め，その

価は1倍であった。その後の注射で凝集素価は上昇し，最終注射1週後には128倍を示した。

溶蜘素の簾生は認められなかった。

　　免疫経過中の抗体価の推移は図一！3の如くである。
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　図一13　No．1－13の抗体価の推移

　　産生された抗体同定のために実験馬赤⊥flt球とNo．1－13の免疫．ITIL清間の凝集反応を行ない

下記の結果を得た。

　　No．　E　！2345791113141516172122232425262728293032333435373841

凝集反応　　　十　・　・十十十　・十十　・十十　・十十十十　・十十十十十十…　　　十十　・

　　凝集反応で陽性を示した赤」血t球は血液型T、を保有し，陰性のものはこれを欠いた。

t’ @No．1－14：No．1－！4の免疫はNo．　E－！7を給1in．馬およびNo．　E－26を受1飢馬とした。各々

の！血亙液型は下に示す如くである。

」血液型　　　AIA2A／H　Z　Z2　C　D　J　K　PIP2P／　Q　R　S　TIT2UIU2　X

No．　E一ユ7　　　　・　　　。

No．　E－26　十　十 十 十　十

・　±　十　÷　十　十　　・

十　十　十　十　　・　十　十
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　　受」nし馬になく，給1ftt馬にある1fi1液型はU1である。免疫により抗U1の産生が予想された。

　　注射前の溶血素および凝集素は陰性であった。100ml！回注射1週後に溶」血素を認め，そ

の価は32倍であった。6圓注射1週後に溶！re素価128倍を示したが，以後の注射で変動は認

められなかった。一方凝集素は2圓注射2週後に認め，凝集素価は4倍であった。以後の注射

で凝集素価は上昇し，最終注射！週後のそれは128倍であった。

　　免疫経過中の抗体価の推移は図一14の如くである。

抗体価
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図一14　No．　L14の抗体価の推移

　　産生された抗体同定のために実験馬赤血球とNo．1－！4の免疫1血清間の溶血反応および凝

集反応を行ない下記の結果を得た。

No．　E 1　2　3　4　5　7　9　11　13　14　15　！6　17　21　22　23　24　25　26　27　28　29　30　32　33　34　35　37　38　41

溶血反応　 十…　　十

凝集反応　 ＋…　　十

十十十

十十十

“

十

十

十

十十

十十

　　溶血反応および凝集反応に陽性を示した赤i血球は血液■1　U1を保有し，陰性のものはこれ

を欠いた。

　　No．1－15：No．1－15の免疫は実験馬No．　E－26を給1｛IL馬およびNo．　E－33を受三血馬とし

た。各々の血液型は下に示す如くである。

1血液型　　　A1A2A／H　Z　Z2　C　D　J　K　P正P2P！　Q　R　S　TIT2UIU2X

No．　E－26　一F　十

No．　E－33　十　十

十　　…　　　　　　　　十　十　　・　　　十　十　十　十

十　十　　　　・　・　十　十　　・　　　十　十　十　十

十　十
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　　受血馬になく，給．lfn馬にあるJfK液型はU2およびXである。　免疫により抗U2および抗X

の産生が予想された。

　　注射前の溶」血L素および凝集素は陰性であった。1，000　ml　1回注射1週後に溶⊥f［L素を認め，

その価は32倍であった。4園注射！週後のそれは256倍であった。凝集素の産生は認められ

なかった。

　　免疫経過中の抗体価の推移は三一15の如くである。

抗体価

×512

×　256

×　128

×　64

×　32
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×　2
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・抗X
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　　　　　　　　　　　　　　　　前　1　　2　　．3　4回

　　　　　　　　　　　　　　図一15　No．1－15の抗体価の推移

　　産生された抗体岡定のために実験馬赤．1血球とNαFユ5の免疫血清間の溶血反応を行ない

下記の結果を得た。

No．　E 1　2　3　4　5　7　9　11　13　14　15　16　17　21　22　23　24　25　26　27　28　29　30　32　33　34　35　37　38　41

溶血反応　 十十十十十・・十十十・十十十…　　十十・十十…　　十十・・＋

　　溶1血反応で陽性を示した赤血球は血液型U2およびXを保有し，陰性のものはこれらを欠

いた。

　　No．1－15の抗」血清中の抗U2および抗Xの各々の吸収を行なった。吸収操作には実験馬

No．　E－3およびNo．　E－28の赤血球を用いた。その血液型は下に示す如くである。

血液型　AIA2A／HZZ2CDJKPIP2P！ΩRSTIT2UIU2X
No．　E－3　十　十　 ・

No．　E－28　…

・　十　　十　　・　十　　・　十　　十　　・　　・　　…　　　　　　十　　・　　・　十

”　一t一　’　　’　　’　　’　　’　　”　一t一　十　一t一　”t一　’　十　　’
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　　吸収操作後の2種血清中抗体同定のために実験馬赤血球と2種吸収処理No．1－15抗血清

閥の溶血反応を行ない下記の結果を得た。

　　No．　E　12345791！13141516！72122232425262728293032333435373841

沖鳴反応　　十…　　　十・　　十…　　　十十十・　　・十十・十十…　　　十十・・十

　　溶i飢反応で陽性を示した赤lfll球はま倉L液型U2を保有し，陰性のものはこれを欠いた。抗U2

の溶」喬1素撫は32倍であった。

No．　E ！　2　3　4　5　7　9　11　13　14　15　16　17　21　．P．2　23　24　25　26　27　28　29　30　32　33　34　35　37　38　41

溶．［ftL反1芯　　十十十十…　　　十十十・　・　・　・　・　…　　　十・　・　・　…　　　十・　。　・　・

　　溶血反応で陽性を示した赤．1血球は血液型Xを保有し，陰性のものはこれを欠いた。　抗X

の溶血素価は64倍であった。

　　No。　1－16：No．1－16の免疫はNo．　E－17を給」血L墜謡およびNo．　E－！！を受∫血馬とした。各々

の1虚丁丁は下に示す如くである。

」飢液型　　　AIA2A／H　Z　Z2　C　I）　J　K　PIP2Pノ　Ω　R　S　TIT2UlU2X

　No．　E－！7　…　　　　　　　　　　一　　　・　　　’　　　…　　　　　　　　　　”　　　 …　　　　　　　　　　’　＋一　十　　 十　　十　　 十

　No．　E－1！　・　　…　　　　　　十　　十　　“　　…　　　　　　十　　十　　・　　・　十　　十　　十　　十　　十　　十

　　給i，flL馬が保有し，受、i舷馬が欠く．1飢液型は本研究に用いた血液型の中にはない。免疫により

初生仔黄鶏：症雌馬血清弓コに存在した来知抗体と同一の抗体産生が予想される。

　　注射前の溶血素および凝集素は陰性であった。！00m19回注射！週後に病前L素を認め，そ

の価は4倍であった。以後の注射で溶血素価は上昇し，最終注射1週後のそれは32倍であっ

た。一：方凝集素は！回注射1週後に認めた。6回注射1週後に2倍であった凝集素価は7回注

射後から急激に上昇し，最終注射！運脚のそれは1，024倍であった。

　　免疫経過越の抗体価の推移は図一16の如くである。
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　　産生された抗体同定のため実験馬赤血球とNo．1－16の免疫血清間の溶血反応および凝集

反応を行ない下記の結果を得た。

No．　E 3　5　7　9　11　13　14　15　16　17　21　22　23　24　25　26　27　28　29　30　32　33　34　35　37　38

溶撫反応

凝集反応

十十十十　・十十十十十十十十十十十十　・十十十十十十十十

÷十十十　　十十十十十十十÷十十十十　　十十十十十十十十

　　溶血反応および凝集反応に陽性および陰性を示した赤血球は初生仔黄疽症雌馬血清中の未

知抗体に示した反応と1司一であった。

　　No．1－16の免疫」血1二丁抗体が諸外国において用いられている如何なる∫血液型に対応するも

のであるかを同定した。アメリカのSTORMONT（1973＞は新しい！fi！液型に対する抗体，またイギ

リスのScOTT（1973）は抗E2と同定した。以後No．1－！6の免疫血清中抗体に対応するJfi／液型を

E2と呼称する。

　第2項　小　　　括

　　血液型分類用抗Jt！L清製作の国的で」f匠液型が判明している馬24頭を用い16組の同種免疫を

行なって免疫血清を得た。あわせて免疫経過中の抗体価の推移を観察した。それらの結果を小

括すると下記の如くである。

　　！．」血液型分類用抗血清抗A，，At，　H，　Z，　ZZ2，　C，　J，　K，　P，，Ω，　R，　S，　T1，　U、，　U2，　Xおよ

びE2の17種を得た。

　　2．抗A1，A！，C，Pユ，Ω，S，U1およびE2は溶血素および凝集素として作用した。抗Z，

ZZ，，　R，　U2およびXは溶∬匠素として作用し，抗H，」，　KおよびT1は凝集素として作用した。

　　3．抗Cは溶1血．素および凝集素として作用したが，溶」血反応で完全rs　lli1を示さなかった。

　　4．No．1－1，　No，1－3，　No．1－4，　No．1－8およびNo．1－11の免疫で抗A，Z2C，抗HS，抗

HZ，抗KP1Ωおよび抗RT、の産生が予想されたが，各々抗A1，抗H，抗Z，抗KQおよび抗
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Rのみが産生された。

　　5．複合抗体で産生された抗ZZ2UiU2では抗ZZ2が抗UiU2より，又抗U2Xでは抗Xが

抗U2よりそれぞれ抗体価は高かった。

　　6．抗P1および抗E2は溶1fft素および凝集素として作用したが，2種の抗体は溶玉血素価よ

りも凝集素価が高かった。

　　7．抗体価の⊥昇は」血蔽型および給血馬と受」n1馬の組合わせにより異なり，早く上昇する

もの，または遅いもの，ならびに全く一ヒ昇しないものなどが認められた。

第IH章　血液型からみた馬の初生仔黄疸症と血清所見

　　　　　　　　　　　　　　　第1節　実験材料と方法

　第1項　血液型の分類と方法

　　本章の血液型分類に用いた抗血清は第II章に述べた実験により得た！7種であり，　A1，　Aノ，

H，Z，　ZZ2，　C，」，　K，　Pl，Ω，　R，　S，　T，，　U，，　U2およびXはSToRMoNTら（1964　a）の命名に従

い，E2はScoTT（1973）の命名に従った。分類の方法は表一3の如くである。

　　　　　　　　　　　　　表一3　血液型の分類と方法

血液型　AIA！ffZZZ2CJKPiΩRSTIUIU2XE2
溶血反応

凝集反応

十　　十　　・　　十　　彗一　十　　・　　・　　十　　十　　十　　十　　・　　十　　十　　十　　・

・　　・　　十　　…　　　　　　　十　　十　　・　　…　　　　　　　十　　…　　　　　　　十

　第2項　血清学的術式

　　1．　凝集反応

　　第II章に用いた術式と同様に行なった。

　　2．　溶血反応

　　第II章に用いた術式と同様に行なった。

　　3．　クームス試験

　　クームス試験に用いた抗馬γ一グロブリン家兎血清の作製：馬7一グロブリンの分離精製お

よび濃縮は浜島と京極（1965）に従って硫酸アンモニウムによる塩析法ならびにカーボワック

ス法を用いた。橘と右田（1969）に従って1％に濃縮した馬γ一グロブリン溶液に等量のフロイ

ンドの不完全アジュバンドを加えて良く混合後，6頭の家兎の皮下に1ヵ所O．5・mlずつ，計

2m1を分注し，最終注射後1週で採血した。

　　抗体価の測定はOUCHTERLONYの平板法で行なった。また抗馬γ一グvプリン抗体の確認



1nL液型からみた馬の初生仔黄疸症の発病要因ならびに1同日学的診断法に関する研究 55

は馬血清，馬γ一グwプリン溶液ならびに抗馬7一グロブリン家兎1倉L清間の免疫電気泳動法により

確認した。

　　得られた抗馬7一グロブリン家兎血清はプール」血清とし560C，30分で不活化後，5頭以上

の3回洗浄プール馬血球を1／2量加え，4。Cで30分間異種凝集素を吸収した。

　　保存は細田ら（1958a＞の方法に従い50倍に稀釈後，2mlずつ小試験管に分注して一20℃

で凍結保存し，用に応じ解凍して使用した。

　　直接クームス試験：初生仔黄疸症仔馬の診断の1法とした。　初生仔黄疸症仔馬赤血球を

生理食塩液で3團以上洗浄後，2％赤血球浮遊液とした。この1滴に抗馬γ一グロブリン家兎血

清1滴を加えて15分間室温に放置後，1，000rpm，5分間遠沈した。反応の判定は凝集反応に

準じて行なった。

　　間接クームス試験：雌馬血清中の非定型抗体の有無を知る為に行なった。　種雄馬または

仔馬赤並エ球を3回以上洗浄後，2％の赤血球浮遊液とした。この1滴を被検血清の倍数稀釈液

0．4mlに加え，37。Cの恒温槽内に2時間以上静置して感作した。感作後多量の生理食塩液で

3回以上洗浄した。洗浄感作赤血球を2品目の感作赤血球浮遊液とし，この1滴に抗馬γ一グロブ

リン家兎1M清1滴を加えて15分閥室温に放置後，1，000　rpm，5分間遠沈した。反応の判定は

凝集反応に準じて行なった。抗体価の測定は倍数稀釈法で行ない，非定型抗体価とした。感

作時に凝集素の存在を認めた例では，細田ら（1958a）に従い凝集素価の最大値以上に倍数稀

釈して凝集の無いことを確認後，間接クームス試験を行ない，細1＝日らに従って非定型抗体価と

した。

　第3項　血液型出現頻度調査材料

　　1in液型出現頻度の調査材料は北海道日高地方のサラブレッド種およびアングロアラブ種

（以後アラブ種と呼称）である。

　　サラブレッド種は種雄馬55頭（No．　BSM　1～55），雌馬！76頭（No．　BSF　1～176）および当

歳，2歳（以後育成馬と呼称）105頭（No．　BSK　1～！05）の合計336頭である。アラブ種は種雄

馬27頭（No．　BAM　1～27），雌馬70頭（No．　BAF　1～70）および育成，％　94頭（No．　BAK　1～94）

の合計19／頭である。総計527頭のlin液型を分類して血液型出現頻度を調査した。　lf［L液ew　E2

の出現頻度はサラブレッド種では種雄馬36頭，　雌馬176頭および育成馬！05頭の合計3工7頭

につき調査し，アラブ種では種雄馬8頭，雌馬70頭および育成馬94頭の合計172頭の総計

489頭を調査した。なお調査材料は無作為に抽出した。

　第4項正常馬の材料と実験項目

　　対照として北海道日高地方のサラブレッド種およびアラブ種で正常に仔馬を哺育した雌馬

（以後正常馬と呼称）76頭（No。　N－1～No．　N－76）につき，分娩2～49日前に採取した．1frL清と種

雄馬赤血球閲で溶血反応，凝集反応および間接クームス試験を行なって溶血素，凝集素および
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非定型抗体の有無と抗体価を測定した。次いで種雄馬，雌馬および仔馬の1瞬夜型を分類して三

者間のlfil液型差異の有無を観察した。

　第5項　初生仔黄疸症例，初生仔黄疸症産例および非発症例の材料と実験項目

　　観察材料は北海道日高地方のサラブレッど種およびアラブ種の41例（No．　H－1～No．　H－

41）である。初生仔黄疸：症例中No．　H－1～No．　H－！7の17例は1970年～1974年の4年間に材

料が採取出来たもので，稟告，臨床症状，lin液および［Cft清所見から初生仔黄疸症と診断した例

である。No．　H－！8～No．　H－23の6例は過去に初生仔黄疸症仔馬を有したことのある例で，稟

告および誼L清所見から初生仔黄疽症の既応歴を診断し，観察材料とした（以後初生仔黄痘症産

歴例と呼称）。No．　H－24～No．　H－41の18例は野田と渡辺（！971，1972）の報告を基に，非定型

抗体ならびに溶証江素が陽性の雌馬である似指摘発症例と呼称）。

　　これら4！例の雌馬からの」紅清採取時期は種々である。　初生仔黄疸症例は分娩後1日～16

El，初生仔黄疸症産歴例は分娩前4日～28日および分娩後2日～28臼，一発症例は分娩前3日

～71日および分娩後1日～300日である。なお初生仔黄癒症産歴例と非発症例の仔馬は人工哺

乳により健全に育っている。

　　観察項目は下記の如くである。

　　雌馬の学歴：雌馬の産次，以前の仔馬の状態および同一種雄馬交配の有無と交配回数を

聴取した。

　　雌馬血清の抗体価：雌馬血清中の種雄馬赤血球または仔馬赤誼L球に対する溶1血素，凝集

素および非定型抗体の有無と抗体価を観察した。

　　種雄馬，野馬および仔馬の血液型：種雄馬および仔馬のJr11液型を分類して，三者間のlfiL

液型の差異の有無を観察した。

　　抗体の同定：雌馬1紅清中の抗体と26頭の実験馬No．　E－3，5，7，9，1！，！3，！4，15，16，17，

21，22，23，24，25，26，27，28，29，30，32，33，34，35，37，38の赤［iL暦学の溶1血反応および凝集

反応を行なって，抗体を同定した。

　　　　　　　　　　　　　　　第2節　実験結果

　第1項　サラブレット種およびアラブ種の血液型出現頻度

　　1．　実験結果

　　サラブレット種およびアラブ種の種雄馬，雌馬および育成馬のJ血液型出現頻度を調査して

表一4～9の如き結果を得た。
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表一4　サラブレット種種雄馬」血L液型掛現頻度

血　　液　　型　　　AI　A／　H　　Z　ZZ2　C　　J　K　PI　Ω　　R　　S　TI　UI　U2　X　E2

No．　BSM一　1

　　2
　　3
　　4
　　5
　　6
　　7
　　8
　　9
　　10
　　1！
　　12
　　13
　　14
　　15
　　16
　　17
　　18
　　19
　　20
　　2！
　　22
　　23
　　24
　　25
　　26
　　27
　　28
　　29
　　30
　　31
　　32
　　33
　　34
　　35
　　36
　　37
　　38
　　39

十・十・十÷…　　十・十十…　　／
十・十・十十。・・十・・十・・。／
十・十・十十…　　十・十÷…　　／
十…　　十・十十・÷・十十…　　／
十…　　十十…　　十・　一y　十…　　／
十…　　十十…　　 。・。 ¥÷・。／
十・十・十÷…　　十・十十・。・／
十・十・十十・十・十・十十十・十／
十…　　十・十・。十・十十…　　／
十・十・十・…　　十・十十…　　／
十…　　十・・十・十・・十・，・／
十・十・十十・・。十。・÷…　　／
十・十・十・…　　十・十十…　　／
十…　　÷十÷・・　一F　・十十…　　／
十・十・十十十・・十・十十・。・／
十…　　十十十・十・・十十…　　／
十…　　十十…　　十・十十…　　／
十・十・十十…　　十。・十・・。／
十・十・十・・十・十・十十・。・／
十・十・十十十・十・。十十…　　／
十・十・十十十・・十・・十・・十／
十・十・十十・ ・。 ¥・十十・・。／
十…　　十÷…　　÷・十÷…　　／
十・十・十十…　　十・十十・・。／
十…　　十十・・十…　　十…　　／
十…　　十十十・・十・　一y　十　一一　十・／
十…　　十十十・…　　十十…　　／
十…　　　十÷十十十十・十十・十÷・
十…　　　÷十“十十十・十十・十十・
十・十・十十十・　・十・十十…　　　十
十・十・十十十十十　一F　・十十…　　　十
十・十・十・十・　・　一一　十十十…　　　十
十…　　　十十・　・　…　　　一F　十…　　　十
十・十・十十…　　　十・十十…　　　十
・十・　…　　　十・　・　…　　　十…　　　十
十。十。十。十・　…　　　十十…　　　十
十・十・十・　…　　　十・十十…　　　十
十…　　　十・　・÷十十・十÷…　　　十
十・十・十十十・　・十・十十…　　　十

＊No．　BSM　1～28は．lnl液型E2の分類を行なっていない
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血　　液　　型　　　Al　A／　H　　Z　ZZ2　C　　J　K　　P1　Ω　　R　　S　TI　UI　U2　X　E2

No．　BSM－40

　　41
　　42
　　43
　　44
　　45
　　46
　　47
　　48
　　49
　　50
　　51
　　52
　　53
　　54
　　55

十…　　十十・・…　　十十…　　十
十…　　十十…　　十・十十…　　十
十　　　　・　　　十　　　　。　　　十　　　　十　　　　十　　　一ト　　　　…　　　　　　　　　　　　　十　　　十　　　　。　　　　・　　　　。　　　十

十…　　十十十・…　　十・・…
十…　　十十・十・十・十十…　　十
十・十・十十…　　十・十十・十・十
十…　　十十十・・十・十十…　　十
十・十・十十十・・十・十十…　　十
十…　　十十十・・十・十十…　　十
十・十・十十・十・十・十十…　　十
十・十・十十…　　十・十十…　　十
十・十・十十・十十十・十十…　　十
＋・＋・＋＋＋＋＋＋・＋＋・・＋＋丁
十・十・十十十十十十十十十…　　十
十・十・十十・十十十・十…　　十十
十・十・十・十・十十・十十…　　十

＊No．　BSM　1～28は血液型E2の分類を行なっていない。

三一5　サラブレット種雌馬血液型出現頻度

血液型　A】A／HZZZ2CJKPIΩRSTエUユU2XE2
No．　BSF一　1

　　2
　　3
　　4
　　5
　　6
　　7
　　8
　　9
　　10
　　11
　　12
　　13
　　14
　　15
　　16
　　17
　　18

十…　　イー十・十十十・一ト十…　　十
十・十・十十十十十十・十十…　　十
十・十・十十…　　十・十十…　　十
十・十・十十・十十・・十十…　　十
十・十・十十十十・十・十十十十・十
十・十・十十十十・一ト・十十十十十十
十・十・十十・十・十・十十十十・十
十…　　十十・・…　　十十・十十十
十…　　十十…　　十・十十…　　十
十…　　十十・十・十・十十…　　十
十…　　十・・十・十・十十…　　十
十…　　十十…　　十・十十十十・十
十…　　十・十十…　　十十十十・十
十十・・十十・十・十・十十・十・十
十…　　十十・十十十・十十十÷・十
十…　　十十・9・十・・十…　　十
・・ ¥・・十・十・十・十十十・・十
十…　　十十・・…　　十十・十十十
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1fit　ta一　＃」　Ai　A，　H　　Z　ZZ2　C　　J　K　PI　Qo　R　　S　TI　UI　U2　X　Ez

No．　BSF－19

　　20
　　21
　　22
　　23
　　24
　　25
　　26
　　27
　　28
　　29
　　30
　　31
　　32
　　33
　　34
　　35
　　36
　　37
　　38
　　39
　　40
　　41
　　42
　　43
　　44
　　45
　　46
　　47
　　48
　　49
　　50
　　51
　　52
　　53
　　54
　　55
　　56
　　57
　　58

十・十・十十・
十一一
十・・
十一．
十．．
十一一
十．．
十・十
十一一
一f　一一

十t　t
十一一
十十・
一ト・・

十・十
十一一
十一一
十一一
一ト・・

十一一
一　　　一　　　一

十一一
十一　t

十t｝
十一一
mt一　一　一

十一一
十一一
十t　一

十．．
十一　一

十十・
一t一　’　’

十一一
wt一　e　一

十一一
十十・
十十・
十一一
十・十

　　　　一一十一÷一一一一　一t一
・十十・十・十。十十・十・・
・十十。・。・・十十十十・十
・十十・十・十・十十・十・十
・十十…　　十・十十十十・。
・十十…　　十…　　 。十・・
・十十…　　十・十十…　　十
・十十十・。十・・十・・十十
・十十・・…　　十十…　　十
・十十十・・十・十・・…
・十十・十・十・十十十十十・
・十十・十・十・十十・。・・
・十・十十・十十十十…　　十
・十十・。・十・・十…　　十
・十十。・。…　　十…　　十
・十十…　　十…　　十十十・
・十十十。・十・・十…　　十
・十・．十・十・・十…　　十
・十・…　　十・・十…　　十
・十十…　　十・・十…　　十
・・ ¥・・十　一e　・十・十・・十
・十十…　　十・十十…　　十
・十十十・十十・・十…　　十
・十十・・十…　　十十十・十
・十十・・÷十・十十十十・十
・十十・・・…　　十…　　十
・十・…　　十・・十…　　十
・十十・・…　　十・・…
・十十十・十…　　十十・・十
・十・・十・十・・十　4一　・・十
・十・…　　十・・÷…　　十
・十・・十・十・十十・十・・
・・・・・… @　十十・十・十
・十・十十・十・十十・十・・
・十十十十・十・十十・…
・＋＋＋＋…　．＋＋・…
・十十十十・…　　十・…
’　一t“　’’’’”・十’十”
・十十十十・÷・・・…　　十
　　　　　　　　一十一一一十十十十十・十・
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血液型　AIA’HZZZ2CJKPxΩRSTIUiU2XE2
No．　BSF－59

　　60
　　61
　　62
　　63
　　64
　　65
　　66
　　67
　　68
　　69
　　70
　　71
　　72
　　73
　　74
　　75
　　76
　　77
　　78
　　79
　　80
　　81
　　82
　　83
　　84
　　85
　　86
　　87
　　88
　　89
　　90
　　91
　　92
　　93
　　94
　　95
　　96
　　97
　　98

十十・・十・・十・十・十十…　　十
十…　　十・・十・十・6十…　　十
十・十・十…　　÷・十・十・・十十
十・十・十十十十・十・・十十＋十・
十・十・＋・・＋・…　　十・・十十
十…　　＋＋十・・十・＋十十＋＋十
十…　　＋÷…　　＋・十十…　　十
十…　　十十…　　十・・十・…
十…　　十・・・・…　　十・…
十…　　十十十・十・・十十・・十十
十・十・十十・十・…　　＋…　　十
十…　　十十…　　十十十十十・・＋
十…　　＋・…　　十・・十…　　十
十…　　十十・・十十・・十・十十十
十…　　十十・十・十・十十…　　十
十…　　十・…　　十・・十…　　十
十…　　十十…　　十・十十÷十・十
十…　　十・9・・十・十十…　　十
十…　　十十十・・十・・十・9・十
十…　　十十・十・十・・十…　　十
十…　　十・・」ト・十・・十…　　十
・・ ¥・十・十十・十・十十…　　十
十…　　＋・＋・・＋・・＋・＋・＋
十…　　＋・・・・・・・…　　＋＋
十・十・十十…　　＋・＋十…　　十
十…　　十十…　　十・十十・十十十
十十十・十十…　　十十十十・十・十
十・十・十十…　　十・十十…　　十
十…　　十十…　　十・十十十・十・
十…　　÷十…　　十・十十十・十十
十…　　十十・・十…　　十十十十十
十…　　十＋…　　＋・＋十…　　十
十・十・十十…　　十・十十・・十・
十・十・十十十十・十・・十…　　十
十・十・＋十・十・＋・＋十…　　÷
・・ ¥・・十十十・十・十十…　　十
十・十・＋十・十・十・十十・十・十
十・十・＋＋＋・・＋・＋＋…　　÷
＋・＋・＋・…　　＋・÷＋…　　＋
十・十・十＋・十・十・十＋…　　＋
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iftt液型 AI　A／　H　　Z　ZZ2　C　　J　K　PI　Ω　　R　　S　TI　Uユ　U2　X　E2

No．　BSF－99　十　　・　　十　　・　　十　　十　　・　　十　　・　　十　　・　　十　　十　　・　　・　　’　　Ji－

　　100　十・”十十’”十’十十’”十
　　101　十…　　 十十十十・十・十十”。’
　　102　十…　　十十十十・十’十十’十’十
　　103　　　　　＿ト　　　．　　　十　　　書　　　十　　　一ト　　　融　　　・　　　・　　　十　　　。　　　十　　　十　　　・　　　・　　　曾　　　十

　　104　＋　・＋　・＋＋　．　．　．＋　．＋＋　．＋　．＋
　　105　十　　　　…　　　　　　　　　　　十　　　　・　　　…　　　　　　　　　　　十　　　　”　　　　十　　　　’　　　”　　　　十

　　106　十‘・・十十・十・十’十十’”十
　　107　十　　　…　　　　　　　　　　　十　　　十　　　十　　　・　　　・　　　十　　　’　　　十　　　十　　　’　　　”　　　十

　　108　十…　　十十・十・十・十十”●●　　109　十　　　・　　　十　　　’　　　十　　　十　　　十　　　十　　　’　　　十　　　’　　　十　　　十　　　’　　　”　　　十

　　　　十．十・十十…　　十・十十・・。十
　　　　十．十・十・…　　十・十十・・．十

110

111

112

113

114

115

116

117

118

119

120

121

122

123

124

125

126

127

128

129

130

131

132

133

134

135

136

137

138

・・ ¥…　　 十十・十・・十・・
十…　　十・…　　十・・十・・
十…　　十十…　　十・十十”
十・十・十十・十・十・十十’●
十・十・十十・・…　　十十”
．十　一　一

十　。　・　。　十十　・　’　。

十・十・十十・十・十・十十’曾
十・十・十・・十・十・十十。．
十・十一十十十・・十・十十・・
十…　　十十・十・十・十…
十・十・十十十十・　一it　・十十・・
十　．　．

一F　．　一　一 十十一　一　一

十…　　　十十…　　　十’
十・十・十・
十…　　十十…　　十・十十●●
十．十．十十十　一一　・十・十十”
十…　　十十・・。十・十’。●

・十
・　十

・　十

・　十

・十十十十・十・十十十十・十
　　　　　　十・十十十十十十
　　　　　　　　　　　　一　　　　一

　　　・十十十十

　　　　　　十十

一　一　t　一　一　十十　一

十一　一　一 十十 一　一

十・ 十・ 十十・　・

十・十・十十十十
十十　・　・　十　。　●　●

十・十・十十十十
十十十・十十・十
十　・　。　・　十十　・　’

・　十

・　十

　　　　　　　・　十
・十・十十十十・十
　十・十十十十・十
　　　・十・十十十
・十・・十・十十十
　　　　　　　・　十
　　　　　　　・　十
　　　　　　　・　十
　十・十十十十・十
一　”t一　一十一一t一十

・十・十十・十・十
・十・十十・・．十
一十一　一十一一一十
・十・・十十十・十
．十・・十十十・十
　十・・十。・’十
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血液型　AIA！HZZZ2C∫KPIΩRSTIUIU2XE2
No．　BSF－139

　　140
　　141
　　142
　　143
　　144
　　145
　　146
　　147
　　！48
　　149
　　150
　　151
　　152
　　153
　　154
　　155
　　156
　　157
　　158
　　159
　　160
　　161
　　162
　　163
　　164
　　165
　　166
　　167
　　168
　　169
　　170
　　171
　　172
　　173
　　174
　　175
　　176

十…　　十十…　　十・十十…　　十
十…　　十十…　　十・・十十十・十
十…　　十十・十・十・十十十十・十
十…　　十十…　　十・÷・十十・十
十・÷・十十十・・十・十十…　　十
十・十・十十…　　十・…　　。・・
十・十・十十・・十十・十十十十十十
十…　　十十…　　十・十十…　　十
十・十・十十…　　十・十十…　　÷
十・十・十十÷・・十・十十…　　十
十・十・十十…　　十・十十十…
十…　　÷“十・十十・十十十・・十
十・十・十十…　　十・十十…　　十
十・十・十÷…　　十・十十…　　十
÷・十・十十・・…　　十十十十十十
十…　　÷。・・。十・十十十・・十
十・・。十十・十。十・十十…　　十
十…　　÷十…　　十・・十…　　十
十・十・十十…　　十・十十・十十十
十…　　十十十・。十・・十・。・・
十・十・十十…　　十・・十十十・・
十…　　十十十・・十・十十十・十十
十・十・十十・・。・・十・…　　十
十…　　十十・・…　　十十…　　十
十…　　十十十・・十・・十…　　十
十・十・÷十十・…　　十十…　　十
十・十・十十…　　十・十十十…
十・十・十十・十・…　　十…　　十
÷・十・十十…　　十・十十・・
十・十・十÷・・・…　　十・・
十・十・十十十・・十・十十・・
十・十・十十十・・十・・十・・
十・十・十十十十・十・十十十・
十・十・十十十十・十・・十・・
十・十・十十十・…　　十十十・
十・十・十十十・・十・十十・・
。・ ¥・・。十・・十・十÷・・
十・十・十十…　　十・十十・・

・十
・十
・十
・十
・十
・　一F

・十
・十
十・
・十
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　　　同一6　サラブレット種育成血液型出現頻度

sfu　ler　t一　Ai　At　H　　Z　ZZ，　C　　J　K　？i　9　　R　　S　Ti　Ul　U2　X　E2

No．　BSK一　1

　　2
　　3
　　4
　　5
　　6
　　7
　　8
　　9
　　10
　　11
　　12
　　13
　　14
　　ユ5
　　16
　　17
　　18
　　19
　　20
　　21
　　22
　　23
　　24
　　25
　　26
　　27
　　28
　　29
　　30
　　31
　　32
　　33
　　34
　　35
　　36
　　37
　　38
　　39

十・十・十十・十十十・　一y　十・・十十
十…　　十十・十…　　十十…　　十
十…　　十十…　　十・十十…　　十
十・十・十十・十・十・十十十・十十
十…　　十十・…　　十十十…　　十
十…　　十十…　　十・十十…　　十
十…　　十十…　　十・十十．・・十
十…　　十十…　　十・十十十十・十
十…　　十十・十・十・十十十十十十
十・十・十十・十十十・十十十十・十
十…　　十十・十・十・・十十十十十
十…　　十十・十・十・・十…　　十
十．．．十十十　一L　．十．．十十十十十
十…　　十・・十・十・・十十十・十
十…　　十十…　　十・・十…　　十
十…　　十・・十・十・十十十十十十
・・・・・・… @　十・・十…　　十
十…　　十十・・・…　　十・十・十
十…　　十十・・十　・十・十・…　　十
＋・

@…　 ＋÷・＋・＋・＋＋・＋・・
十…　　十十・・…　　十十十十・十
十…　　十十・十・十・十十・十・十
十・・一十十・・…　　十十十十・十
十…　　十十…　　十・十十十十・・
十…　　十十…　　十・…　　十・・
十…　　十十十・・十・十十…　　十
十…　　十十・十十十・十十…　　十
十…　　十十・十・十・・十・・十・
十…　　十十…　　十・十・・…
＋…　　十十…　　十・十十十十十十
十…　　十十・十・十・・十・…
十十・・十十…　　十十・十十十十十
十十・・十十…　　十・・十・…
十・十・十十・・・…　　十・…
十…　　十十…　　十・・十・十・・
十…　　十十十十・十・・十・十十十
十…　　十十…　　十・・・…　　十
十十・・十・・十・十十・十・十・十
十…　　十十・十・十・・十…　　十



64 野田　寛・渡辺　裕

撫液型　AIA／HZZZ2CJKPIΩRSTIUIU2XE2
No．　BSK－40

　　41
　　42
　　43
　　44
　　45
　　46
　　47
　　48
　　49
　　50
　　5！
　・　52

　　53
　　54
　　55
　　56
　　57
　　58
　　59
　　60
　　6！
　　62
　　63
　　64
　　65
　　66
　　67
　　68
　　69
　　70
　　71
　　72
　　73
　　74
　　75
　　76
　　77
　　78
　　79

十・
十・
一　　　一

十・
十・
十・
十・
十一
十・
十・
十・
十・
十・
十・
十・

・・ ¥・・十・十・・十…　　十
・・ ¥・…　　十・・・…　　十
…　　十。・・十・・十…　　十
・・ ¥十・十十・・十十…　　十
・・ ¥十・一　一y　・・十・十…
・・ ¥十・・÷十・・・…　　十
・・ ¥十…　　十・・・…　　十
・・ ¥十・・十十・十十十十十・
・・ ¥十…　　十・・十…　　十
・・ ¥十十十十十十十十十十・十
・

十十・
十．．
十・・

一十一　一一

’十十”
・十十・・
・十十・・
・十…
・十÷十・
・十・十・
一十一　一一

一十一
十十・
一十一
一　　　一　　　一

・十・
一　　　一　　　一

一十一

・十…　　十
一十一一一　十，

・十…　　 十

十・・…
一一一一t

¥

十十…　　十
十十・十・・
一十一　一一一

十・十・÷十・十・十・十十・十・十
十・6・十十・・…　　十十・…
・・・・… @　十・十・十十・十・十
十・・・…　　十・十・十十・十・十
÷・・・・・・・…　　十十・十・十
十…　　十・十十・十・十十・十・・
÷…　　十十十十・十・十十・…
十…　　十十十・…　　十÷・…
十…　　十十十十・…　　十…　　十
十…　　十十・十・・・・・…　　十
十・十・十十十十・十・・十…　　十
十…　　十十…　　一一　・一十…　　十
十…　　十÷・十・十・・十・…
十…　　十十・十・十・・十…　　十
十・十・十・十・…　　十十・…
十…　　十十…　　十・十十・…
十…　　十十。十・十十・十・…
“…　　十“…　　十・・・・…
十・十・十・…　　十・十十・十・十
十…　　十・・十・十・・十…　　十
十…　　十十・十・十・・十・十・十
十…　　十・…　　十・・十…　　十
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血液型　AIA／HZZZ2CJKPIQR．STIUIU2XE2
No．　BSK－80

　　81
　　82
　　83
　　84
　　85
　　86
　　87
　　88
　　89
　　90
　　91
　　92
　　93
　　94
　　95
　　96
　　97
　　98
　　99
　　！00

　　101
　　102
　　103
　　王04

　　105

十…　　十十・十・十・十十・十・・
十…　　十十・十・十・・十・…
十・十・十…　　十・十・十・・十十
H一・　・十・十　一t一　十　一Y　・十・・十十十十・

十・十・十十・十・十・・十・・十十
十・十・十・・十・十・・十…　　十
十・十・十十十十・十・・十…　　十
・・・… @　十十・十・・十…　　十
十・十・十十十・・十・十十十・・十
十…　　十十…　　十・・　一y　…　　十
十’”十十’”十”　mt一　’’”
十…　　十・・・・…　　十・…
十…　　十・十・・十・・十・…
十・十・十十…　　十・・÷…　　十
十・一
十一一
十一一
十一一
十t一
十．．
十・・
十一一
十．．
十一一

十一一

・十十。・。十十十十十・・十
・十・…　　十・・十…　　十
・十十…　　十・・十十十・十
・十十・十・十・・・…　　十
・十・。・・十・十十…　　十
・十十十・・十・・十…　　十
・十十・十・十・一十…　　十
・十・・十・十・・十…　　十
・十・・十・十。十十。・・。
・十・・十・十・・・…　　十
・十・・・・…　　十…　　十
・十・÷・・十・・十・十・十

表一7　アラブ種種雄馬血液型出現頻度

．［rll液型　AIA〆HZZZ2CJKP1ΩRSTIUIU2XE2
No．　BAM一　！

　　2
　　3
　　4
　　5
　　6
　　7
　　8
　　9

＋・十・十十・十…　　十十…　　／
十…　　十十…　　十・十÷…　　／
十…　　十十…　　十・・・…　　／
十…　　十十…　　十・÷十…　　／
十…　　十十・・…　　十十…　　／
＋…　　十＋＋・・＋・＋＋＋・＋／
十…　　＋＋・・・…　　十…　　／
十…　　十・十十・十・十十…　　／
＋・十・十＋…　　十・十・…　　／
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」貢し　液　　型　　　AI　A／　H　　Z　ZZ2　C　　J　K　　PI　Ω　　R　　S　TI　UI　U2　X　E2

No．　BAM－10

　　1！
　　12
　　13
　　14
　　15
　　16
　　17
　　18
　　19
　　20
　　21
　　22
　　23
　　24
　　25
　　26
　　27

＋…　　＋＋・・・…　　＋…　 ／

＋・＋・＋＋＋・・＋・＋＋…　 ／

＋・＋・＋＋＋・・＋・＋＋＋＋＋／
＋・＋・＋＋・・…　 ＋・・＋＋／
＋．＋・＋＋＋＋・＋・＋＋…　 ／

＋…　　＋＋・・…　　＋・…　 ／

＋．・・＋＋＋・・÷・＋＋…　 ／

＋．・・＋＋…　 ＋・＋＋…　／
＋…　 ＋＋＋・＋・・＋＋＋＋・／
＋…　　＋＋＋・・＋・＋・＋＋・＋
＋…　　＋＋＋・＋・・＋＋・＋＋’
＋…　　＋＋＋・＋・・＋＋…　　＋
＋…　　＋＋・・＋・・＋＋・＋’＋
＋・＋・＋＋＋・・＋・＋＋…　　＋
＋・＋・＋＋＋・＋＋・＋＋…　　＋
＋・＋・＋一y・÷＋＋・＋＋…　　＋
＋…　　＋＋＋・＋＋・＋＋…　　＋
十…　　＋十・一・＋・十・十十一・

＊EMA－1～18は血液型E2の分類を行なっていない。

表一8　　アラブ種雌i馬血液型出現頻度

Ifll液型　AIA！HZZZ2CJK：PlΩRSTIUIU2XE2
No．　BAF一　1

　　2
　　3
　　4
　　5
　　6
　　7
　　8
　　9
　　10
　　11
　　12
　　13
　　14
　　15
　　16

十・十・十十・十・十・十十…　　十
十一一
十．．
十．

．

十・十

“・　・

十・・
十一一
十・

・

mF　一　一

十．．
●　　　・　　　二

十．．
十・十十十十・
十・　・

・十十・・十十
・十十・・十十
・十十・・十十
・十十・十・・
一一 ¥一一一一
・十十・…
・十．・十・十
・十・…　　

十

一十一一t一十
・十十…　　十
・十十・…
・・ ¥・十十十
一十十一一一一
　　　　．．十
・十十…　　十

・十十・・．十
・十・…　　十
・十十十十十十
・十十十十・・
・十十十十・十
一一 ¥一一一十
一一 ¥i－t一
・十・・十・・
一一 ¥一一i十
・十十・…
一一 ¥一一一十
・十十…　　十
．十十．．．十
．十十．．．十
・十・…　　十
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’［fit　液　　型　　　AI　A／　H　　Z　ZZ2　C　　J　K　P1　（≧　R　　S　TI　UI　U2　X　E2

No，　BAF－17

　　18
　　19
　　20
　　21
　　22
　　23
　　24
　　25
　　26
　　27
　　28
　　29
　　30
　　31
　　32
　　33
　　34
　　35
　　36
　　37
　　38
　　39
　　40
　　41
　　42
　　43
　　44
　　45
　　46
　　47
　　48
　　49
　　50
　　51
　　52
　　53
　　54
　　55
　　56

十…　　十十…　　十十・十十・’●
十…　　＋・・・・…　　十＋十＋＋
彗一　　　　r　　　　・　　　　・　　　÷　　　　十　　　　・　　　十　　　　・　　　十　　　　●　　　一ト　　　一←　　　　畳　　　　・　　　　・　　　一ト

＋・　一・＋　＋＋一・・・・・・…　 ＋

＋…　　＋＋・＋・＋・・＋…　　＋
＋…　　＋＋…　　＋・・＋…　　＋
十…　　十十…　　十・十・十十・●
十…　　十十・・・…　　十・…
十…　　十＋・・・・・…　　十・・
＋…　　＋・…　　÷＋・＋…　　＋
＋…　　＋＋・＋・＋・・＋…　　＋
＋…　　＋＋＋・÷＋＋・＋・・＋＋
．．．・・ ¥・・十十十・十…　　十
十…　　十十・・十十十十十・’。’
＋…　　＋＋＋・…　　＋・＋＋・＋
＋…　　＋・…　　＋・＋・・＋＋・
＋…　　＋＋・＋・＋・＋＋…　　＋
＋…　　＋＋・・＋＋＋＋・＋＋＋・
＋…　　＋＋・・＋・・＋・・＋・●
＋…　　＋・・＋・＋・＋＋…　　＋
・…　　十十・・一…　　十・十・・
＋…　　＋＋…　　一・・＋＋＋・＋
．．。。・ ¥十・・…　　十・…
＋…　　＋＋・＋・・・…　　＋・＋
＋…　　＋＋・＋・＋・・÷…　　＋
＋…　　＋＋・＋・＋・・＋・・●＋
＋…　　＋・・・・…　　＋・●●●
＋…　　＋＋・＋・＋・・＋…　　＋
＋・＋・十＋・＋・十・・十…　　÷
＋…　　＋＋…　　＋＋・・…　　＋
＋…　　＋・・＋・…　　÷・十・十
十…　　十十…　　十・十十・．”
十・十・…　　十・十・・十…　　十
一F　・十・十十十十　一t一　十・・十・・　一一　十

・・・…　　十十・十・・十…　　十
十．十・十十十・・十・十十　一F　・・十
十…　　十十…　　十・・●●’●畳
十’”　一i　十’”　一t一　’十十’’”
十…　　十・…　　十・・十・…
十…　　十十…　　十・・十…　　十



68 野田　寛・渡辺　裕

遺甑　液　　型　　　AI　AI　H　　Z　ZZ2　C　　J　K　　P1　Ω　　R　　S　TI　UI　U2　X　　E2

No．　BAF－57

　　58
　　59
　　60
　　61
　　62
　　63
　　64
　　65
　　66
　　67
　　68
　　69
　　70

十…　　十・…　　十十・十・十・十
・… @　÷・・十・十・・十…　　十
・・・・・・… @　十・・十・十・・
十…　　十十十・十…　　十・・十十
一 ・

・・ ・・・
・

・… @　 十・
…

十…　　十・…　　十十・十…　　十
十…　　十・…　　十・・十・十・十
十…　　十十十・十十・十十・・十十
・… @　十・…　　十・十十・…
十・十・十十十・・十・十・…　　十
十…　　十十…　　十・十・…　　十
十…　　十十…　　十・十十十十・十
十’十’十十’”十’十　一tm　’”十
十…　　十十・・十十・十十…　　十

表一9　アラブ種育成馬血液型顕現頻度

．lrlL　液　　型　　　Al　A／　H　　Z　ZZ2　C　　J　K　　P1　Ω　　R　　S　TI　UI　U2　X　E2

No．　BAK一　1

　　2
　　3
　　4
　　5
　　6
　　7
　　8
　　9
　　10
　　1！
　　12
　　！3
　　！4
　　15
　　！6
　　！7
　　18

十・十。十十・十
十…　　十十・十
十…　　十十・十
十・十・十十・十
十一一
十・　・

十・
・

十・　・

十・　・

十・十
十．．
十・・
十一一
十・

　　　・十十・十
　　　・十十・十

　　・・十十・十
十・十・十十・十
十…　　十十・・
十…　　十・・十
十…　　十十・十

・十十・
・十十・
・十十・
・十十・
・十十・
・十十・

・十十・

・十・十十…　　十
・十・十十…　　十
・十・十十十・・十
・十十十十十・・十
・十・十十・。・・
・十・十十十十十・
．十．十十．．．．
一t一 ¥十一一i一
…　　十十・。・・
・十・十十…　　十
　・・十十・…
　　・・十十十十・
・十・十十十十十・
　十

・十・十十十十・・
・十・÷十・…
・十・十十…　　十
　十・十十・…
・十・・十。…
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1ft液型　AIA／HZZZ2CJKPIΩRSTIUIU2XE2
No．　BAK－19

　　20
　　21
　　22
　　23
　　24
　　25
　　26
　　27
　　28
　　29
　　30
　　31
　　32
　　33
　　34
　　35
　　36
　　37
　　38
　　39
　　40
　　41
　　42
　　43
　　44
　　45
　　46
　　47
　　48
　　49
　　50
　　51
　　52
　　53
　　54

十．．．十十．．
十一一一十十一一
十十。・十十十・
十・十・十十・・
十十・・十十・・
十一一｝十一一一
十一一一十　一i一　一一

十…　　十十十・
十一t一十十一一
十・・

十。・・十十・・
十．．．十十．．
十一一一　IF　十一一

t一 ¥一一一
十．．．　vY　十．．
十…　　十十・・
十…　　十十・・
十・・

・十十・十・

・十・十・

　　　・十十・十・十・十十・
十　　　　・　　　十　　　十　　　十　　　一ト　　　　・　　　十　　　　・　　　一ト　　　　・　　　→一　　　十　　　一ト　　　十　　　十　　　十

十t一
十・・
十・・
十．．
十一一
十．．
十．．
十一一
十一一
十．．
十・・
十．．
十十・
十一一
十．．
十．．
十一一

・十十・・
・十十・・
・十十十・
・十十十・
・十十・・
一十　｛一　一一

・十十・・
一十一一一

・÷一十十…　　十
・十十十十…　　

．

・十十十・…　　十
一一一 ¥十一一一十
・十十十十…　　÷
・　一y　・十十・十十十

…　　十十・・十十
…　　十十・÷十十
一一一 ¥十一一一十
　…　　十・十十十
…　　÷十…　　十
・十・・十・…
一一一一 ¥一　一i一　十一

　　　・十十十十十
…　　十十。十十・
一十一　一十一一一一
・… @　十…　　十
　　　　　　一　　　一　　　一

・十十・÷・十・十十・
・十十十・
．十十．．
．十．十．
・十十・・
・十十・・十十・十・
・十十・・
一十一一一
・十十・6

・… @　十…　　十
一十t十t十一一一
一一一一 ¥t一一十
・… @　十・…
…　　十十÷十・十
一十一十一一一一十
一十一　v｝一　十一一一一

・… @　十十十十十
　　　　　　一一十

一一一一 ¥一一一十
一一一一一 ¥一一一
一

一十十一　一　一 一　一

　　　　　・十・十
・・ ¥十十…　　十
・十十十十…　　十
…　　十十・…
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血　　液　　型　　　Al　A！　H　　Z　ZZ2　C　　J　K　Pi　Ω　　R　　S　TI　UI　U2　X　E2

No．　BAK－55

　　56
　　57
　　58
　　59
　　60
　　61
　　62
　　63
　　64
　　65
　　66
　　67
　　68
　　69
　　70
　　71
　　72
　　73
　　74
　　75
　　76
　　77
　　78
　　79
　　80
　　8！
　　82
　　83
　　84
　　85
　　86
　　87
　　88
　　89
　　90
　　91
　　92
　　93
　　94

十…　　十・…　　十・・十…　　十
十…　　十十…　　十十十十…　　十
十…　　十十・…　　十十・・十・・
十…　　十十・・…　　十・・’●．
．。… @　十…　　十十十・・十十・
＋・＋・＋＋…　　＋＋・＋…　　＋
＋…　　＋＋＋・・＋・＋＋・＋・＋
十…　　十十…　　＋…　　＋十ゆ●
＋・＋・＋…　　＋＋・＋＋＋÷＋＋
＋…　　＋＋・＋＋＋・＋＋・＋・＋
十十・・十十…　　十十十…　　．’
十十・・十十・十・…　　十・・’●
・十…　　十十・…　　十十・・●’
十…　　十十・・・・・・…　　十・
十…　　十十・十・・十十・十十・十
十…　　十十…　　十・十十・十・十
十…　　十十・十・十・十十…
十．．
十．一
十一一
十・・
十t一
十・十
・・ ¥

十・・
十一一
十．．
十．．
十一一

十．．
十・・
十・・
十・・
十一一
十．．
十t一
十一一

・十。十十・十・十十…
・十十…　　十・十十・十・
・十十…　　十・十十…
・十十。・・十十・十…
・十十十十十十・十十・十・
・十・十・。十十十十十十・

十・十・十÷・

・・ ¥十・・十・十十…
・十十十・…　　十十…
・十十…　　十・十十…
・十・…　　十・・十…
・十十…　　十・十十…
・十・…　　十・十十…
・十・・十・十・・十…
・十・十・…　　十・…
・十十…　　十・十・十十・
・十・・十。十・十・…
・十十…　　 一・・ ¥…
・十・…　　十十十十…
・十十…　　十・十十…
・十・…　　十・十十…　　十
・十十・十・十・十十…　　十
・十・・・…　　十十…
　　　　一一一一一十一t一

十

十

十

十

十

十

十
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　　2．　小　　　括

　　H高地方のサラブレット種の種雄馬55頭，雌馬！76頭および育成馬105頭，アラブ種の

種雄馬27頭，雌馬70頭および育成馬94頭の合計527頭の血液型出現頻度を小括すると表一10

および表一11の如くである。

表一10　サラブレット鍾の血液型田川頻度

rk1　｝＆一　UJ　Ai　A’　H　Z　ZZ2　C　J　K　Pi　9　R　S　Ti　Ui　U2　X　E2

饗｛輿論器

驚｛暫鱗

藍｛響蹴

e，｛二塁

5．4

98．1

169

96．e

100

95．2

323

96．1

1　32　0
1．8　58．1　0

9　71　0
5．1　40．3　0

4　15　0
3．8　14．2　0

14　118　0

4．1　35．1　O

54　43　25　14　11　44
98．1　78ユ　　45．4　25．4　2α0　80．0

169　142　53　64　15　146
96．0　80．6　30．1　36．3　8．5　82．9

98　76　18　46　10　85
93．3　72．3　17．1　43，8　9．5　89．9

321　261　99　124　36　275
95．5　77．6　28．5　36．9　10．7　81．8

　1　47　53
1．8　85．4　96．3

4　121　163

2．2　68．7　92．6

7　44　92
6．6　41．9　87．9

12　212　308

3．5　63．0　91．6

　3　2　5　35＊
5．4　3．6　9．0　9Z2＊

46　51　25　147
26．1　28．9　14．2　83．5

19　32　13　73
18．0　30．4　12．3　69．5

68　55　43　255＊＊

20．2　16．3　12．7　80．4＊＊

＊　36頭についての」且1液型出現数と出現頻度

＊＊　317頭についての血液型出現数と田租頻度

　　　　　　　　　　　　　　表一11　アラブ種の血液型出現頻度

盈i液型　AIA／HZZZ2CJK：P1ΩRSTユU正U2XE2
難｛馨㌶、。粥、。ll、。，ll，，11、淫㌦1、。鰯1，£1

驚｛鷺率究、認㌦1、．1、儒11。1、欄，£1、，．1、，11

蒸堅雪，鑑1、端，認，♂舗、鑑1，翌翌

癖｛雲叢盛1、二塁晶£1、こ1、瀦1，31撒

22　6　　8　　5　7＊
81．4　22．2　29．6　18．5　87．5＊　・

55　11　！9　8　47
78．5　15．7　27．！　11．4　67．1

77　17　26　15　45
81．9　18．0　27．6　15．9　47．8

！54　34　53　28　99＊±i

80．6　17．8　27．7　！4．6　57．5＊＊

＊8頭についての血液型出現数と出現頻度
＊＊　172頭についての1fft液創出現数と嵩現頻度

　第2項　正常馬の血液型と血清所見

　　1．　実験結果

　　正常馬血清中の種雄馬赤血球に対する抗体ならびに種雄馬，雌馬および仔馬の血液型を分

類して表一12の如き結果を得た。
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三一12　正常馬の血清所見および」li1液型

No．

N

年産鍛Lt／1

　　採者
　　時の
　　期区：
齢次官分
　　v

血 液 型 抗　体

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　非　　　　　　　　　　　　　　　　　溶凝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　定
AIA〆HZZZ2CJKPIΩRSTIUIU2XE2撫集　形
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　抗　　　　　　　　　　　　　　　　　素素　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　体

．血

液
型
の

差
異

　　　　　s
1　8221M　　　　　K
　　　　　s
2　6218M　　　　　K
　　　　　s
3　8 1　23　M
　　　　　K
　　　　　s
4　6　1　14　M
　　　　　K
　　　　　s
5　6217M　　　　　K
　　　　　s
6　7　131M
　　　　　K
　　　　　s
7　7　1　15　M
　　　　　K
　　　　　s
8　18　8　24　M
　　　　　K
　　　　　s
9　6　1　6M
　　　　　K
　　　　　s
10　！0　4　7M
　　　　　K
　　　　　s
1！　11　215　tM
　　　　　K
　　　　　s
12　12　541M
　　　　　K
　　　　　s
13　1．！　3　37　M

　　　　　K
　　　　　s14　！．6　8　10　M

　　　　　K
　　　　　s
15　22　16　24　M

　　　　　K
　　　　　s16　8　3　59　IN（［

　　　　　K

十・十・十十・
・・ ¥一十十・
十・十・十十・

・・ ¥・十十・
一一 ¥i一十一
・． ¥・十十・

十…　　十十十・
・・ ¥・ ・十十・
十…　　十十十・
十・・
一十一
十．．

十一一

十・・

一十一十一一
・十・十十・
・十・十十・

一　一　utm

・　・十　×2　×4　AiS
・・ ¥
一　一　mt一

・　・十　　　×4　×8　AIZZ2

・・ ¥

・十十十・…　　十十…　　十
・・ ¥十十・十・十十十十・十
・十十十・…　　十十…　　十
・十・・十・十・・十・
・　・十十・・十・
・十十・十・十・・十・

・・ ¥
一　一　rrt＝

一一 ¥

十。・・十十十・十十・十十・・
・・ ¥・ ・十十・十十・十十・・
十・。・十十十・十十。十十・・
十…　　十十…　　十・十十十・
・・ ¥…　　十十・十・十十・・
十・十・十十…　　十・十十・・

十・十。十十・十十十・十十・
・・ ¥・・十十十十十・十十・
十・十・十十・・十十・十十・

×4　×16　AIZZ2

　　　A1ZZ2×1　×16
　　　KT，

・十
・十　x．P．　×4　AIZZ2
・十

・十
・十　　　×！6×32　AiZZ2C
・十

・十十
・・ ¥
”　i’
　　1

十…　　十十十・十十・十十・・
・・ ¥・・十十・十十・十十・・
十・十・十十十・十十・十十・・
十…　　十十・
　　一一十一一
十…　　十・・
十・
十・
十・

・・ ¥十・
・・ ¥・・
・・ ¥十・

・・… @　十・
・

・・ ¥・十十・・
一

t十一　一十i一

・・ ¥・十十十・
・十十・十十・・
・十十・十十・・

十…　　十十・・
十・十・十…
十…　　十十・・

十．．．十十．．
十・十・十…
十・十。十十・・
十・
一F　・

十・

十・
十・
十・

一一 ¥十一一
・・ ¥…
・・ ¥十・一
・・ ¥十・・
・・ ¥・十・
・・ ¥十十・

十・十・十十・・
十一一一十一一一
十・十・十十・・

十・十・十十・・
十・十・十÷十・
十・十・十十・・

・十・十÷十・
・十・十十。・
・十・十十・・

・十・十十十・
・十・十十・・
・十．十十・・

・十・十十十・
・十・・…
一十一一一ij

×16　×32　AiZZ2

．　一一

・十　×2　×8　A，ZZ2
・十

　　　×！　　　　　×2　Al・十
　　　×・十

・十

・十　×2×8　C
・十

・十

・十　XI　Xtl　C
・十

・十

・十　×2×4 C
・十

・十
・十
・十

・十・十十…　　十
・十・十十十十・十
・十・十十…　　十

…　　十十・十・・
・十・十十十十十十
・十・十十十十十十

・十・十十十十十・
…　　十十十・÷・
・十・十十十・十・

×2　C

×．P．　X8　C

×1　×2　CH

×！　×2　9



血液型からみた馬の初生仔黄疸症の発病要因ならびに血清学的診断法に関する研究 73

No．

N

年盧鍛三
　　採者　　取　　時の
　　期区
　　　齢次日分
　　）’

．［，fll

液 型 抗　体

　　　　　　　　　　　　　　　　　溶凝
AiA，HZZZ2C　J　KPiQR　STIUIU2XE2　IM　tk：

　　　　　　　　　　　　　　　　　素素

非
定
形
抗
体

血
液
型
の

差
異

　　　　　s
17　9　449M
　　　　　K
　　　　　s
18　！2　425M
　　　　　K
　　　　　s19　16　7　14　rivl

　　　　　K
　　　　　s
20　11　5　7M
　　　　　K
　　　　　s
21　9　319M
　　　　　K
　　　　　s
22　17　7　5M
　　　　　K
　　　　　s
23　13　5 3M
　　　　　I〈

　　　　　s
24　7129M　　　　　I〈

　　　　　s
25　3211M　　　　iK
　　　　　s
26　6223M　　　　　K
　　　　　s
27ユ0320M　　　　　K
　　　　　s
28　932M　　　　　K
　　　　　s
29　13　426M
　　　　　K
　　　　　s
30　18　10　9M
　　　　　K
　　　　　s
31　5　1　7M
　　　　　K
　　　　　s
32　8 214M
　　　　　K
　　　　　s
33　19　817M
　　　　　K

十一一一十十一一
十・十・十十・・
十・十・十十・・
十…　　十十・
十・十・十十・
十…　　十十・
・十・
十・・
十十・

・　一F　・十・

・十・十十十・・十
．．． ¥十十十十・　×1　×8　Q
・十・十十・十十・
・十・十十十・・十
…　　十十十十・十
・十・十十十・・十

・十十・十・十・
・十・十・・十・

・… @　十十十十・
　　　・十十十・・
　　　・十・十十・

十・十・十十・・…　　十十・十・・
十…　　十十・十・十・十・・十・・
十・十・十十・十・十・十十・十・・
十・十・十十・・。・・十十・十・・
十…　　十十・十。十・十。・・十・
十・十・十十・十・…　　十・十十・
十・十・十十・
十…　　十十・
十一十・十十・

・． ¥・十十…　　十
一一 ¥一一一一一一十
一一 ¥一十一一一一十

十・十・十十十・十・・十十…　　十
十…　　十十…　　十・十十・十・十
十・十・十十…　　十・十十…　　十
十・十・十十…　　十・十十十十・十
十…　　十十十・・÷・十十十・・十
十’十’十十　一t一　”十’十十十”十

十・十・十十十・…　　十十…　　十
十…　　十十・・十十・十十…　　十
十…　　十十十・十十・十十…　　十
十・十・十十・十十十・・十…　　十
十・十・十十・・十十・・十・十十十
十・十・十十・十十十・・十・十十十
十・
十・
十・

・・ ¥十・十十十・十十・
・・ ¥÷…　　十・十十・
・’ ¥十’十十十’十　一r　’

．． ¥
・・ ¥
．． ¥

十・十・十十十十十十・十十十…
十・十・十十十・・十・十十十・・十
十・十・十十十十十・・十十十・・十
十…　　十十・十・十・十十十・十十
十…　　十十・　・十・十十…　　十
十…　　十　一y　・十・十・十十十・十十

十…　　十十・・十十・十十十・・十
十…　　十十・・十十・・十十十十・
十…　　十十・・十十・十十・十十・
十・十・十・…　　十・十十・…
十・十・十十…　　十・・十十・・十
十・十・十十…　　十・十十…　　十
十・
十・
十・

一・ ¥十・
・・ ¥十・
・・ ¥十・

t十一一　Hr　十一一t十
・十十・十・…　　十
。十。・十十…　　十

十・十・十十…　　十・十十・十・・
十…　　十十…　　十・十・…　　十
十…　　十十…　　十・十十・十・十

×2　×4　Q

×2　×4　AtJX

×1　×2　HTI

×2　xs　HTIU2

×1　×2　HS

×2　×2　H

×1　x4　H

×1　×4　J

×1　×2　K

×1　×4　KPI

×1　×2　KPI

xl　×2　KUiX

×4　S

×1　×2　S

×1　×8　Tl

×4　TIU2
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No．

N

年産藩三
　　採者
　　取　　時の

血 液 型 抗　体

齢次E分
　　v

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　非　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　溶凝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　定

期無骨Z刎KRΩRS珊砺X尢t藻

血
液
型
の

差
異

　　　　　s
34　913M　　　　　K
　　　　　s
35　12　36M
　　　　　K
　　　　　s
36　15　634M
　　　　　K
　　　　　s
37　9321M　　　　　K
　　　　　s
38　819M　　　　　K
　　　　　s39　17　7　　13　　M

　　　　　K
　　　　　s
40　15　432M
　　　　　K
　　　　　s
41　15　76M
　　　　　K
　　　　　s
42　16　815M
　　　　　K
　　　　　s
43　6 110M
　　　　　K
　　　　　s
44　5　125M
　　　　　K
　　　　　s
45　6 221M
　　　　　K
　　　　　s
46　13　713M
　　　　　K
　　　　　s
47　6 12M
　　　　　K
　　　　　s
48　726M　　　　　K
　　　　　s
49　5　1　9M
　　　　　K
　　　　　s
50　6　1 7M
　　　　　K

十・十・十十・十・十・十十十・十十
十・十・十十十十・十・十十十・・十　×1　x2　X
十・十・十十十・・十・十十十・十十
十・十・十十・十十十・十十・・十十十　 ●　十　 ●　十　 十　 。　。　’　十　 ●　十　十　 …　　　　　十　　　　×1　　×4　　X二

十・÷・十十…　　十・十十・・十十
十…　　十十…　　十・十十…　　十
十・十・＋＋＋・＋＋・＋十…　　＋　×1×4
十・十・十十十・十十・十十…　　十
十・十・十十・・
十…　　十十十・
十一一一十十一一

・十・十十十・・十
・十・十十…　　十
・十・十十…　　十

×2　×8

十・十・十十・十十十・十十…　　十十　 ・　。　・　十　 十　 ・　・　十　十　 ・　十　十　十　 。　。　十　　　　×2　 ×4

十・・6十十・・十十・十十十・・十
十…　　十十・
十…　　十十・
十…　　十十・

・… @　十十・
・・ ¥・十十・
一　一十一　．1一　十一

十・十・十十…　　十・十　一1一　・
十…　　十十・十・十・十十・
十…　　十十…　　十・十十・

一“ ¥
・・ ¥　 XIX2
・・ ¥

・・ ¥
・・ ¥　 ×2×4
一一 ¥

十・十・十十十・・十・十十…　　十
十…　　十十…　　十・十十…　　十
十…　　十十…　　十・十十…　　十

×2　×8

十・十・十十十・十十・十十…　　十
十　 。　十　 。　十　 ÷　 …　　　　　十　 ・　十　十　十　 ・　。　十　　　　X2　 ×4

十・十・十÷…　　十・十十…　　十
十・十・十十…　　十・十十…　　十
÷…　　十十…　　十・十十十・十・
十…　　十十…　　十・十十・・十・
十・十・十十十・…　　十十・・99
十・十・十十十十・十・十十十・十十
十・十・÷十十・・十・十十十・・十
十・十・十十・十・十・÷÷…　　十
十・十・十十…　　÷・十十十十十十
十・十・十十…　　十・十十十十÷十
十・十・十十・
十．・・十十・
十…　　十十・

・・ ¥・÷十・…
・・ ¥・十十十…
・・ ¥・十十十…

十…　　十十…　　十・十十十・十・
・・ ¥・・÷十・・十・十十・・十・
十…　　十十…　　十・十十・・十・
十・十・十十十・…　　十十…　　十
・・… @　十・・十十・十十十十・十
十・十・十十・・十十・十十…　　十
十・十・十十…　　十・十十・…
十・十・十十・・…　　十十十…
十・十・十・…　　十・十十十…
十．・・十十・
十…　　十十・
十…　　十十・

・・ ¥・十十…　　十
・十…　　十十十十十
・十十・十十十十十十

×1　×4

×1　×2

×1　×4

×1　×2

AIZZ2

AIHZZ2

9

9s



働液型からみた馬の初生仔黄疸症の発病要因ならびに撫清学酌診断法に関する研究 75

No．

N

年産＄三
　　採者　　取．、
　　時の
　　期藍
田次E分
　　v

血 液 型 抗　体

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　非　　　　　　　　　　　　　　　　　溶凝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　定
AIA／HZZZ2C　J　KP王ΩR　STIUIU2XE2　1fll　集　　形
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　抗　　　　　　　　　　　　　　　　　清素　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　体

血
液
型
の

差
異

　　　　　s
51　8　240M
　　　　　K
　　　　　s
52　11　3　3M
　　　　　K
　　　　　s
53　12　516M
　　　　　K
　　　　　s
54　14　61！M
　　　　　K
　　　　　s
55．　10　217M
　　　　　K
　　　　　s
56　13　412M
　　　　　K
　　　　　s
57　7　1　4M
　　　　　K
　　　　　s
58　10　426M
　　　　　K
　　　　　s59　19　10　38　M

　　　　　K
　　　　　s
60　14　637M
　　　　　K
　　　　　s
61　6　143M
　　　　　K
　　　　　s
62　10　318M
　　　　　K
　　　　　s
63　14　6　3M
　　　　　K
　　　　　s
64　8　2　6M
　　　　　K
　　　　　s
65　18　10　11　M

　　　　　K
　　　　　s
66　15　522M
　　　　　K
　　　　　s
67　13　419M
　　　　　I〈

十・十。十十。。・十・十十十・十・
十。十。十十・十…　　十十十…
十・十・十十・十・十・十十十。十・
十・十・十十十十・・。十十…　　十
十…　　　1一　十…　　 十・ ・十…　　 十

十・十・十十十・・十・十十・。・十
十・十・十十・十十十・十十十・・十
十…　　十十・・十十・・十十十・十
十・十・十十。十十十・・十十十・十
十・十・十十・十十十・十十・・十÷
十…　　十十…　　十・十十…　　十
十・十・十十・・十十・十十…　　十
十…　　十十・十・十・十十…　　十
十・．・十十・．十十．十十・十十　一y
十…　　十十・十・十・十十…　　十
十・十・十十・十・十・十十・・十十
十…　　十十…　　十・十十…　　十
十…　　十十・十・十・十十・・十十
十…　　十十・・十十・十十十．・十
十・十・十十…　　十・十十…　　十
十…　　十十・・十十・十十…　　十
十・十・十十・十十十・十十・・十十
十…　　十十…　　十・・・…　　十
十…　　十十・・十十・十十…　　十

十・十・十十・・…　　十十・十・・
十…　　十十…　　十・・十・…
十’”　Hr　十…　　十．十十．十．．

十…　　十十・・・…　　十…　　十
十一・・十十十・・・・・・…　　十
十…　　十十十・・…　　十…　　十
十…　　十十・・・…　　十十十・・
十・十・十十・十・十・十・十十・・
十・十・十十・十・十・十十十十・・
十…　　十十…　　十・十十十・・十
十…　　十十十十・十・十・…　　十
十…　　十十十・・十・十十十・・十
十・十・十十・十十十・十十・・十十
十・十・十十十十十十・・十…　　十
十・十・十十十十十十・・十・・十十
十・十・十十・十十十・十十・・十十
十…　　十十・十十十・・十十・十十
十…　　十十・十十十・・十”十　一r
十・十・十十・十十十・十十・・十十
十・十・十十・・十十・十十・・十・
十…　　十…　　十十・十十・…
十・十・十十・十十十・十十・・十十
十・十・十十・十十十・十十・十・十
十・÷・十十・十十十・十十…　　十
十…　　十十…　　十・十十十・・十
十・十・十十・十十十・・十…　　十
十・十・十十・・十十・・十…　　十

9X　，

HJS

HK

HPi

K

KX

Pl

PISTI

SU2

，　Tl

Tl

TIUI

x
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No．
年産藩三
　　採者　　取　　時の
　　期区
齢次官分
　　w

撫 液 型 抗　体

N
　　　　　　　　　　　　　　　溶凝
AIA／HZZZ2C　J　KPIΩRSTIUIU2XE2　血　集
　　　　　　　　　　　　　　　毒素

非

定
形

抗
体

血
液
型
の

差
異

　　　　　s
68　11　314M
　　　　　K
　　　　　s
69　15　438M
　　　　　K
　　　　　s
70　7130M　　　　　K
　　　　　s
71　16　533M
　　　　　K
　　　　　s72　19　10　31　M

　　　　　K
　　　　　s
73　812M　　　　　K
　　　　　s
74　11　315M
　　　　　K
　　　　　s
75　5129M　　　　　K
　　　　　s
76　9221M　　　　　K

十…　　十十…　　十・十十十・・十
十…　　十十…　　十・・十・十十十
十…　　十十…　　十・・十…　　十
十…　　十十・・十・・十十十十・十
十…　　十十・・十十・十十十十・十
十…　　十十・・十十・十十十十・十
十…　　十十・・十・・十十十十・十
十・÷・十÷…　　十・十十・十・十
十…　　十十…　　十・十十…　　十
十…　　十十・・十・・十十十十・十
十…　　十十・・十十・・十…　　十
十…　　十十…　　十・・・…　　十
十…　　十十・・十・・十十十十・十
十…　　十十…　　十・十十…　　十
十…　　十十…　　十・・・…　　十
十…　　十十・・十・・十十十十・十
十・十・十十・・十十・十十…　　十
十・十・十十…　　十・十十…　　十
十…　　十十・・・…　　十・…
十・十・十十十・・十・十十・…
十…　　十十十・・十・十十・…
十…　　十十・・…　　十十十・・十
÷…　　十十・・…　　十十十十・十
十…　　十十・・…　　十十十÷・十
十・十・十十十十・十・十十十・十一
十…　　十十…　　十・十十十…
十…　　十十…　　十・十十十…

＊S＝種雄馬　M＝＝雌馬　K＝＝．仔馬

　2．小　 括

　76例の正常馬血清中の種雄i馬赤血球に対する溶血素，凝集素および非定型抗体の有無と抗

体価ならびに種雄馬，雌馬および仔馬の」血液型を分類して三者間の1血液型の差異を観察した。

その結果を小括すると下記の如くである。

　L　76回目中で抗体と三者閾の血液型の差異を認めた例は35例，抗体のみを認めた例は

U例，三者間の血液型の差異のみを認めた例は17例であり，13例は抗体と三者間の血液型の

差異共に認めなかった。

2．抗体を認めた46例の中で43例は凝集素と非定型抗体の2抗体を認め，3例は非定型

抗体のみであった。その凝集素価は1倍～16倍，非定型抗体価は1倍～32倍であった。

　3．溶1血素は全例陰性であった。

　4・三者間の血液型の差異を認めた52例は血液型A1，　Aノ，　C，　H，」，　K，　P1，Ω，　S，　U1，　U2，

Tl，　ZZ2およびXの単一または複数の差異であった。
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　第3項　初生仔黄殖症例，初生仔黄疸症産歴例および非発症例の血液型と血清所見

　　1．　実験結果

　　No．　H－1：　サラブレット種　7歳　3産旧

　　仔馬の症状一出生4日後に黄赤色尿排出，可視粘膜の黄疸：色著明。初生仔黄痘症を疑い

加療。

　　仔馬の血液所見一二血球数360万／mm3，ヘマトクリット値！1％o，⊥血色素量2．5　mg／dl，白

1血球数8，700／mm3，三眠指数150単位，直接クームス試験柑。

　　雌馬の丁丁一今回が3産濁であり，初産および2産臼は正常であった。種雄馬は三園異っ

ていた。

　　雌馬血清の抗体価一分娩4日後の雌馬血清中の種雄馬赤血球に対する抗体価は溶血素価

64倍，凝集素価4倍および非定型抗体価は256倍であった。

　　種雄馬，雌馬および仔馬の血液型一三者の血液型を分類して下記の結果を得た。

血　液　型 Ai　At　H　Z　ZZ2　C　J　K　Pi　9　R　S　Ti　Ui　U2　X

種　雄　馬

雌　　　馬

仔　　　馬

十

十

十

十　　十　　・

・　　十　　十

十　　十　　・

十

十

十

十

　　三者間で種雄馬および仔馬が保有し，雌馬の保有していない！血液型はA1，　ZZ2およびΩで

あった。

　　抗体の同定一実験馬赤」n1球と雌馬血清問の溶血反応と凝集反応を行ない，下記の結果を

得た。

No．　E 3　5　7　9　11　13　14　15　16　17　21　22　23　24　25　26　27　28　29　30　32　33　34　35　37　38

溶91L反応

凝集反応

帯　帯　帯　柵　・　冊　惜

措　掛　帯　帯　・　冊　冊

柵 冊　柵

冊　惜

冊柵　世　　　惜　帯帯

柵　柵　帯　　　冊冊　柵

　　陽1生の赤血球が共通に保有していた血液型はAlを単一で，　またはA1およびΩの両者を

保有していた。ZZ2に対しては陰性であった。

　　No．　H－2：サラブレット種ユ1歳4産麹

　　仔馬の症状一出生4日後元気沈黒，哺乳欲減退，赤黄色尿排出，可視粘膜の黄疸：色著明，

初生仔黄疸症を疑い加療。



78　　　　　　　　　　　　　　　　　　　野顕　寛・渡辺　裕

　　仔馬の」血液所見一十血球数477万／mm3，ヘマトクリット値23％，！血色素量10．7　mg／d1，

白血球数9，000／mm3，白！血L球百分率（桿状核17．5％，分葉核47％，リンパ球34．5％，単球1％），

総蛋白5．6％，黄疸指数！25単位，直接クームス試験柵。

　　雌馬の産歴一今回が4産目で，工産～3産は正常であった。種雄馬は毎回異なっていた。

　　雌馬血清の抗体十一分娩9日後の雌馬」餅青中の種雄馬前」血．球に対する抗体価は溶圭飢素価

64倍，凝集素価8倍および非定型抗体価は128倍であった。

　　種雄馬，雌馬および仔馬の」血液型一三者の」血液型を分類して下記の結果を得た。

J血1　液　型 Ai　At　H　Z　ZZ2　C　J　K　Pi　Q　R　S　Ti　Ui　U2　X

種　雄　馬

雌　　　馬

仔　　　馬

÷　　・

・　　十

十　　・

十　　十　　十　　・　　÷　　・

・　　十　　・　　÷　　・　　十

十　　÷　　一　　一　　一　　一

十　　十

・　　十

　　三者間で種雄i馬および仔馬が保有し，雌馬の保有していない血液型はAl，　ZZ2およびT1

であった。

　　抗体の同定一実験馬赤血球と雌馬Jf盧青間の溶血反応と凝集反応を行ない，下記の結果を

得た。

No．　E 3　5　7　9　11　13　14　15　16　17　21　22　23　24　25　26　27　28　29　30　32　33　34　35　37　38

　溶窟反応　 柵掛帯帯　什冊　　　帯　　　　W帯・・冊掛辮　惜珊ff
　凝集反応　　　冊冊辮掛　　擬帯　　　　　　惜　　　　　　　辮帯　・　・帯掛掛　　帯掛惜

　　陽性の赤血球が共通に保有していた血液型はA1であった。　Ifil液型ZZ2およびT、に対して

は陰性であった。

　　No．　H－3：サラブレット種7歳3裏目

　　仔馬の症状一出生3日後に元気沈衰，可視粘膜黄疸色著明。初生仔黄痘症を疑い加療。

　　仔馬の血液所見一十血球数370万／mm3，ヘマトクリット値16％，白血球数8，200／mm3，

黄疸指数60単位，直接クームス試験冊。

　　雌馬の産歴一今織が3明目であり，初産および2産醸は正常であった。種雄馬は2産目お

よび3軽目は同一であった。

　　雌馬血清の抗体価一分娩4日後の雌馬血清中の種雄馬赤1血球に対する抗体価は溶」血素価

32倍，凝集素価4倍および非定型抗体価は128倍であった。

　　種雄馬，雌馬および仔馬の血液型一三者の血液型を分類して次の結果を得た。
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Ial　液　型 Ai　A，　H　Z　ZZ2　C　J　K　Pi　Q　R　S　TI　UI　U2　X

種　馬　雄

雌　　　馬

仔　　　馬

十　　一　　一

・　　十　　十

十　　一　　一

十　　十　　十

．　　．　　十

十　　十　　・

・　　十

十　　十

十　　十

十　　十

十　　十

十　　・

　　三老間で種雄馬および仔馬が保有し，雌馬の保：有していない血液型はA1，　ZZ2およびCで

あった。

　　抗体の同定一実験馬赤」fiL球と雌馬1血清学の溶！〔圧反応と凝集反応を行ない，下記の結果を

得た。

No．　E 3　5　7　9　11　13　14　15　16　17　21　22　23　24　25　26　27　28　29　30　32　33　34　35　37　38

溶1血反応

凝集反応

柵　紐　帯　柵　　　帯　鋼

帯　措　帯　帯　　　帯　帯 帯

冊研

冊　冊

辮　冊　耀一　　帯　冊柵

惜　什　柵　　　辮　柵　帯

　　陽性の赤血球が共通に保有していた血液型はA1であった。1血液型ZZ2およびCに対して

は陰性であった。

　　No．　H－4：　アラブ種　！3歳　7丁目

　　仔馬の症状一出生3日後に呼吸促迫，元気三三　可視粘膜の黄疸色著明。初生仔黄疸症を

疑い加療。

　　仔馬の1血液所見一戸血球数334万／mm3，ヘマトリット値15％，血色素量85　mg／dl，白血

球数8，800／mm3，白血球百分率（桿状核16％，分葉核49％，リンパ球32％，単球2％）黄疸：指

数100単位，直接クームス試験柵。

　　雌馬の産歴一初産から4産までは不明である。5割目の仔馬は初生仔黄疸症で，出生3日

後に死亡した。6産目の仔馬は乳母につけた。種雄馬は毎回異なっていた。

　　雌馬血清の抗体価一分娩7日後の雌馬並町営の種雄馬赤血球に対する抗体価は溶血素価

32倍，凝集素価2倍および非定型抗体価は128倍であった。

　　種雄馬，雌馬および仔馬の血液型一三者の血液型を分類して下記の結果を得た。

癬1　液　型 Ai　A／　H　　Z　ZZ2　C　　J　　K　　P1　Ω　　R　　S　　TI　UI　U2　X

種　雄　馬

雌　　　馬

仔　　　馬

十

十

十

十 十　　．　　，

十　　十　　十

十　　一　　一

十　　十

十　　・

十　　十

十　　一　　一　　一　　一

・　　十　　十　　十　　十

十　　・　　・　十　　十
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　　三者間で種雄馬および仔馬が保有し，雌馬の保有していないま血液型はΩおよびSで

あった。

　　抗体の同定一実験馬赤1血球と雌馬⊥血清闘の溶1血反応と凝集反応を行なって下記の結果を

得た。

　　No．　E　35791！13141516！721222324252627282930323334353738

溶．血反応

凝集反応

帯　冊

朴　ff

　　陽性の赤血球が共通に保有していた！血液型はΩであった。⊥瞬夜型Sに対しては陰性で

あった。

　　No．　H：一5：アラブ種9歳3産昌

　　仔馬の症状一出生4日後に元気沈衰，黄赤色尿排出，可視粘膜の黄疸色著明。初生仔黄疸：

症を疑い加療。

　　仔馬の1血液所見一赤血球数640万／mm3，ヘマトクット値22％，白血球数6，000／mm3，白

血球百分置（分葉核78％，リンパ球20％，単球1％，好塩球1％）黄疸指数70単位，直接クー

ムス試験得。

　　雌馬の産歴一今回が3産目であり，初産および2産目は正常であった。種雄馬は毎回異っ

ていた。

　　雌馬血清の抗体価一分娩16日後の雌馬⊥血清樽の種雄馬赤1血球に対する抗体価は溶ln［素価

16倍および非定型抗体価は128倍であった。凝集素は陰性であった。

　　種雄馬，雌馬および仔馬の血液型一三者のJfU液型を分類して下記の結果を得た。

血　液　型 AI　A／　H　　Z　ZZ2　C　　J　　K　　P1　Ω　　R　　S　　TI　UI　U2　X

種　雄　馬

雌　　　馬

仔　　　馬

十

十

十

十

十

十

十　　・

十　　十

十　　十

十

十

十　　十

十　　十

十　　十

三者間で種雄馬および仔馬が保有し，雌馬の保有していない血液型はΩであった。

抗体の同定一実験馬赤」血球と雌馬血清問の溶血反応を行ない下記の結二軍を得た。

No．　E 3　5　7　9　11　13　14　15　16　17　21　22　23　24　25　26　27　28　29　30　32　33　34　35　37　38

溶血反応 ．　．　．　・　・　re　十te　．　t　・　・　．　．　．　．　．　．　．　．　．　．　．　．　．　一　　．
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　　陽性赤の血球が共通に保有していた血液型はΩであった。

　　No．　H－6：サラブレット種　22歳　16産目

　　仔馬の症状　出生4日後に元気沈衰　哺乳欲減退，呼吸促迫した。4日目に赤黄色尿排出，

可視粘膜の黄疸色著明。初生仔黄疸症を疑い加療。

　　仔馬の．llrL液所見一赤1fgL球数360万／mm3，ヘマトリッ1・値18％，白1血球数7，500／mm3，総

ビリルビン11　mg／dl，直接ビリルビン5．7　mg／d1，　闇接ビリルビン5．3　mg／dl，　黄疸指数65単

位，直接クームス試験柵。

　　雌馬の回歴一今回が16産目であり，8産までは正常であった。9産1…1および10産目の仔

は初生仔黄疸症で死亡した。12産目から15産Eiまでの仔には乳母を用いた。種雄馬は毎回異

なっていた。

　　雌馬血清中の抗体ll　fi一分娩4日後の雌馬！fl．L清中の種雄馬赤⊥iL球に対する溶⊥匿素価は64倍

非定型抗体価64倍であった。凝集素は陰性であった。

　　種雄馬，雌馬および仔馬の血液型一三者の」n丁丁を分類して下記の結果を得た。

irlt　液　型

種　雄　馬

雌　　　馬

仔　　　馬

Ai　At　1－1　Z　ZZ2　C　　J　　K　P，　Q　　R　　S　T，　U，　U，　X

十

十

十

・　　・　　十　　十　　　。　　・　　。　　十

・　　。　　十　　十　　十　　　…

．　　．　　十　　十　　．　　．　　．　　十

十　　十　　・

一　　÷　　一

十　　十　　・

　　三三間で種雄馬および仔馬が保有し，雌馬の保有していない1血液型はΩおよびSで

あった。

　　抗体の岡定一実験馬赤」i！球と雌馬血清間の溶血反応を行ない下記の結果を得た。

No．　E 3　5　7　9　！1　13　14　15　16　17　21　22　23　24　25　26　27　28　29　30　32　33　34　35　37　38

溶．lllt反応 ・　・　。　。　。　掛　緋　　・　・ 一　一　一　一　一　一　十HF　一

　　陽性の赤jtrL球が共通に保有していた血液型はΩであった。血液型Sに対しては陰性で

あった。

　　No．　H－7：　アラブ種　13歳　6産目

　　仔馬の症状一出生4H後に元気沈衰，呼吸促迫，哺乳欲減退，黄赤色尿排出，可視粘膜の

黄癒色著明。初生仔黄症疸と診断され加療。

　　仔馬のlflL液所見一赤血球数！47万／mm3，ヘマトクリット値11％，白1血球数！1，000／mm3，

白jfU求百分率（分葉核77％，リンパ球19％，単球4％〉，黄痕：指数130単位。
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　　雌馬の産歴一初産から4産までは正常であった。5糊目の仔馬は生後4日国に初生仔黄疸

症を発症し，！0日目に死亡した。種雄馬は毎回異なっていた。

　　雌馬［fil清の抗体価～分娩直後の雌馬廠清中の種雄馬赤lrli球に対する抗体価は溶」飢素価64

倍，凝集素価2借および非定型抗体価は！28倍であった。

　　種雄馬，雌馬および仔罵のML液型一三者のま血液型を分類して下記の結果を得た。

［（K　液　型 A，　At　H　Z　ZZ，　C　J　K　P，　Q　R　S　T，　U，　U2　X

種　雄　馬

雌　　　馬

仔・　　馬

十

十

十

十　　・　　十　　十　　十　　十　　・　　十

十　　十　　十　　十　　・　　・　　十　　・

・　　・　　十　　十　　　…　　　　　　　　十

十　　十　　…

十　　・　　十　　十　　十

十　　十　　…

　　三者闘で種雄馬および仔馬が保有し，雌馬の保有していないJCE液型はQおよびT，で

あった。

　　抗体の同定一実病躯赤血球と雌馬lrl／清子の溶r血反応と凝集．反応を行ない，下記の結果を

得た。

No．　E 3　5　7　9　11　13　14　15　16　17　21　22　23　24　25　26　27　28　29　30　32　33　34　35　37　38

溶血反応　　…　　　　惜惜

凝集反応　　…　　　　冊惜

　　陽性の赤iflL球が共通に保有していた｛血液型はΩであった。　T1に頬しては陰性であった。

　　No．　H－8：　サラブレット種　12歳　6回目

　　仔馬の症状一出生4鷺後に元気沈衰，哺乳欲減退，赤褐包尿排出，可視粘膜の黄疸：色著

明。初生仔黄疸症と診断され加療。

　　仔馬の血液所見一一1血t回数260万／mm3，ヘマトクリット値12％，白」血球数7，200／mm3，白

i疽球蒋分率（分葉核68％，リンパ球30％，単球2％），黄疸：指数70単位，直接クームス試験柵。

　　雌馬の産歴一今回は6産Eである。3産目までの仔馬は正常であった。4産Elの仔馬は出

生3日後に初生仔黄疸症を発症し，5日中に死亡した。5産目には乳母を用いた。種雄馬は1，

2，3および5産は同一馬であり，4および6税目の種雄馬は前記種雄馬と異なった同一馬で

あった。

　　雌馬1価青中の抗体価一分娩4日後の雌馬」R清中の種雄馬赤JM球に対する抗体価は溶1血／素価

32倍，凝集素価4倍および非定型抗体価は！28倍であった。

　　種雄馬，雌馬および仔馬のJC［蔽型一三者の．IR液型を分類して次の結果を得た。
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1（［t　？st　zVl　Ai　At　H　　Z　ZZ2　C　　J　　K　Pi　Q　　R　　S　Ti　Ui　U2　X

種　雄　馬　　　　　十

雌　　　、、、ジ

仔　　　馬　　　　＋

g一　十　　…　　　　　　　十　　・　　十　　十

・　　十　　　・　　十　　　・　　。　　・　　十　　十

十　　十　　　・　　。　　。　　十　　　・　　十　　十

　　三者闇で種雄馬および仔馬が保有し，雌馬の保有していない」血L液型はA1，　ZZ2およびΩで

あった。

　　抗体の同定一実験馬赤⊥fEl球と雌！｝騒1清間の溶JiL反応と凝集反応を行ない，下記の結果を

得た。

　No．　E

溶．【fll反応

凝集反応

3　5　7　9　11　13　14　15　16　17　2！　22　23　24　25　26　27　28　29　30　32　33　34　35　37　38

帯　帯　柵　柵　　。　冊　冊　　・

帯　帯　惜　辮　 ・　柵　辮　 ・

掛　掛

惜　帯

惜　惜　惜　　　帯　冊　掛

借帯帯　　　冊　柵　借

　　陽性の赤．L（11球が共通に保有していた血液型はA1単一で，またはAユおよびΩの両者を保

有していた。［kL液型ZZ2に関しては陰性であった。

　　No．　H－9：　サラブレット種　12歳　7産圏

　　仔馬の症状一山生3日後に元気沈衰，囎固事廃絶，黄三三排出，可視粘膜黄疸著明。初生

仔黄疸症の疑いで加療。

　　ff馬の血液所見一品lkL球数149万／mm3，ヘマトクリット値7％，白」血球数8，500／mm3，白

」1［L球百分率（桿状核2！．5％，分葉核63．5％，リンパ球！3．5％，単球1．5％〉，黄疸指数120単位，

直接クームス試験十十十。

　　雌馬の産歴一5麗目までぱ正常であった。6産目は早産であった。3産同から6産までの

種雄馬は同一であった。他の二次の種雄馬は毎回異なっていた。

　　雌馬1血清の抗体価一分娩4口後の雌馬！n／清中の種雄馬赤⊥血球に対する抗体髄は溶圭血素価

！28倍，非定型抗体価は512倍であった。凝集素は陰性であった。

　　種雄馬，雌馬および仔馬の」疽液型一三者の血液型を分類して下記の結果を得た。

1血L　液　型 AI　A／　H　　Z　ZZ2　C　　J　　K　　P1　Ω　　R　　S　　Tユ　Uユ　U2　X

種　雄　馬　　　　十

雌　　馬　　　＋

仔　　　馬　　　＋

一　　一　　t　　十　　一　　十

一　　一　　一　　十　　一　　十

一　　一　　t　　十　　一　　十

・　十　　・　十　　十

…　　　　　　　十　　十

・　　十　　　　十　　十

一F
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　　三者問で種雄馬および仔馬が保有し，雌馬の保有していない面液型は9であった。

　　抗体の同定一実験馬赤血球と雌馬血清闘の溶ti［仮応を行ない下記の結：果を得た。

No．　E 3　5　7　9　！！　13　14　15　16　17　21　22　23　24　25　26　27　28　29　30　32　33　34　35　37　38

　溶．血反応　　　　 ・・ ﾑ冊・・…　　　　　　　　　　　　冊・

　　陽性の赤1血球が共通に保有していた⊥k液型はΩであった。

　　No．　H－10：サラブレット種19歳！3丁目

　　仔馬の症状一出生3日後に元気沈衰，呼吸促迫，黄赤色尿排出，可視粘膜の黄疸色著明。

初生仔黄疸症の疑いで加療するも7｝…嘱に死亡した。死亡直前に採取した血清の黄疸指数は

140単位であった。直接クームス試験は柵であった。

　　雌馬の産歴一12産目までは正常であった。11産までの種雄馬は各高次異なっていたが，

12産次および13産仔仔馬の種雄馬は同一であった。

　　雌馬血清の抗体価一分娩8日後の雌馬血清中の種雄i馬赤血球に対する抗体価は溶血素価

64倍，非定型抗体価は256倍であった。凝集素は陰性であった。

　　種雄馬，雌馬および仔馬のJ血液型一三老の面液型を分類して下記の結果を得た。

撫　液　型　　　A1

種　雄　馬　　　　　十

雌　　　馬　　　　＋

仔　　　馬　　　　＋

At　H　　Z　ZZ，　C　　J　　K　P，　Q　　R　　S　Ti　Ui　U2　X

・　　十　　　・　　十　　十　　十　　　・　　十　　十

・　　十　　・　　十　　十　　・

・　　十　　　・　　十　　十　　　・　　・　　十　　十

十　　十

　　十

十　　十

十

十

　　三老問で種雄馬および仔馬が保有し，雌馬の保有していない血液型はP1，Ω，　SおよびU2

であった。

　　抗体の同定一実丁丁赤血球と雌馬血清間の溶血反応を行ない下記の結果を得た。

No．　E 3　5　7　9　11　13　14　15　16　17　21　22　23　24　25　26　27　28　29　30　32　33　34　35　37　38

溶血反応　 帯帯・冊W帯帯・柵・・W紐惜・惜帯・帯惜・帯措・柵・

　　陽性の赤血球が共通に保有していた血液型はP1単一で，またはP、およびΩの両者を保有

していた。陰性の赤血球は血液型P1およびΩを保有していなかった。血液型SおよびU2に

対しては陰性であった。
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　　血液型P，およびΩに対する抗体価一雌i馬J血清中の複合抗体P1およびΩに対する単～抗

体価を実験馬No．　E－9およびNo．　E－37の赤1血球を用いて：求めた。　Ifn液型P1に対する抗体価

は溶血素価4倍，非定型抗体価は8倍であった。凝集素は陰性であった。血液型Ωに対する

溶」血素価は64倍，非定型抗体価は128倍であった。凝集素価は陰性であった。

　　No．　H－11：サラブレット種／6歳8産目

　　仔馬の症状一出生16時間後に：元気沈衰，哺乳欲減退，赤色尿排出した。30時間後に赤黄

褐色尿多量排出，可視粘膜蒼白色を呈した。初生仔黄疸：症を疑って加療。

　　仔馬のli．液所見一赤血球数240万／mm3，ヘマトクリット値11％，白1血．球数10，600／mm3，

黄疸指数200単位以上，直接クームス試験柵。

　　雌馬の産歴一7産iヨまでは正常であった。種雄馬は毎回異なっていた。

　　雌馬lilfl清の抗体価一分娩3日後の雌馬」血清中の種雄馬赤血球に対する抗体価は溶血素価

256倍，凝集素価4倍および非定型抗体価は512倍であった。

　　種雄馬，雌馬および仔馬の血液型一三者の血液型を分類して下記の結果を得た。

血　液　型 Ai　A，　1－1　Z　ZZ2　C　　J　　K　Pi　9　　R　　S　Ti　Ui　U2　X

顧　雄　馬　　　　十　　・

雌　　　馬　　　　十　　・

仔　　　馬　　　　＋　　・

十

十

十

十　　十　　十　　十

十　　一　　一　　一

十　　・　　十　　十

十　　十

十　　十

÷　　十

　　三者間で種雄馬および仔馬が保有し，雌馬の保有していない血液型はP，およびΩで

あった。

　　抗体の同定一実験馬赤血球と雌馬頚鼠清聴の溶1n1反応と凝集反応を行ない，下記の結果を

得た。

No．　E 3　5　7　9　11　！3　14　15　16　17　21　22　23　24　25　26　27　28　29　30　32　33　34　35　37　38

溶ltlL反応

凝集反応

帯　帯　　・　惜　帯　帯　帯　　。　帯　　・　・　帯　帯　冊　　・　斗什　什　　・　冊　柵　　・　帯　帯　　・　冊　　・

惜　帯　　・　帯　冊　冊　什　　。　冊　　・　・　掛　帯　帯　　。　冊　冊　　。　掛　構　　。　掛　掛　　・　帯　　・

　　陽性の赤血球は1血液型P1を単一一一で，またはP，およびΩの両者を保有していた。陰性の赤

1血球は血液型P1およびΩを保有していなかった。

　　血液型P、およびΩに対する抗体価一雌馬⊥血清中の複合抗体P1およびΩに対する単一抗

体価を実験馬No．　E－9およびNo．　E－37の赤！血球を用いて求めた。1iL液型P1に対する抗体価



86　　　　　　　　　　　　　　　　　　　野円　寛・渡辺　裕

は溶血素価！6倍，凝集素価1倍，非定型抗体価は32倍であった。　血液型Qに画する抗体価

は溶血素価64倍，凝集素価！倍，非定型抗体価は256倍であった。

　　No．　H－12：　サラブレット種　14歳　8産ξi

　　仔馬の症状一出生4日後に呼吸画面，脱力し起立不能，褐黄赤色尿画所，可視粘膜の黄疸

色著明。初生仔黄疸症の疑いで加療したが6日後に死亡した。

　　雌馬の産歴一8産目までは正常であった。種雄馬は毎回異なっていた。

　　雌馬血清の抗体価一分娩7日後の雌馬血L清中の種雄馬赤⊥R球に対する抗体価は溶i血L素価

32倍，凝集素価1倍および非定型抗体餌は128銘≧であった。

　　種雄馬，雌馬および仔馬のi血液型一三者の圭血液型を分類して下記の結果を得た。

．Lfll　液　型

種　雄　馬

雌　　　馬

仔　　　馬

Al　A’　H　Z　ZZ，　C　J

十　　…　　　　　　　十　　十　　十

十　　　　　十　　・　　十　　・

十　　　　十　　・　　十　　十

K　P，　9　　R　　S　T，　Ui　U2　X

一　　一　　十　　　一　　十　　十　　　一　　一　　．一

　　　　十　　　　　十　　十　　…

　　　　十　　　　十　　十　　…

　　三者間で種雄馬および仔馬が保有し，雌馬の保有していない1血液型はCであった。

　　抗体の同定一実験馬赤厩L球と雌馬」疽清問の溶」k反応と凝集反応を行ない，下記の結果を

得た。

No．　E 3　5　7　9　11　13　14　15　16　17　21　22　23　24　25　26　27　28　29　30　32　33　34　35　37　38

溶」【狂反応

凝集反応

帯　帯　帯　　・　帯　借　帯　帯　帯　　　冊　1肝　帯　絹二　帯　　・　帯　帯　辮　　・　絹一　帯　帯　帯　柵　帯

十　十　十　・　十　十　十　十　十　　　十　十　十　十　十　・　十　十　十　・　十　十　十　十　十　．←

　　陽性赤血球が共通に保有していた血液型はCであった。

　　No．　H－13：　サラブレット種　23歳　4産以前不明

　　仔馬の症状一出生3日後に元気五衰，脱力し起立不能，可視粘膜蒼白，赤黄色尿排出した。

4日目に可視粘膜の黄疸色著明。初生仔黄疸症の疑いで加療。

　　仔馬の血液所見一赤血球数260万／mm3，ヘマトクリット値！2％，白血球数8，700／mm3，

黄疸指数45単位，直接クームス試験枡。

　　雌馬の凶年一移入馬で過去5年以前の産歴は不明で，移入してからの4産は正常であった。

　　雌馬血清の抗体価一分娩7日後の雌馬血清中の種雄馬跳ICtt球に対する抗体価は溶櫨L素価

32倍および非定型抗体価は64倍であった。凝集素は陰性であった。

　　種雄馬，雌馬および仔馬のJ血液型一三者のまf匠液型を分類して次の結果を得た。
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．1　K　Pi　Q　R　S　Ti　Ui　U2　X

’極　雄　馬

雌　　　．、ヲ

仔　　　馬

十

十

十

十

十

十　　十

十　　十

十　　十

十　　十

・　　十

十　　十

十　　十

・　　十

・　　十

　　三者間で種雄馬および仔馬が保有し，雌馬の保有していない血．液型はHおよびP1で

あった。

　　抗体の同定一実験馬立」催球と雌馬血潮≡醐の溶⊥血反応を行ない下記の結果を得た。

No．　E 3　5　7　9　11　13　！4　！5　16　17　21　22　23　24　25　26　27　28　29　30　32　33　34　35　37　38

　溶血反応　 珊es・va惜帯惜・帯・・什Mw・掛惜・帯帯・冊柵…

　　陽性の赤Jt．球が共通に保有していた血L液型はP1であった。」血液型Hに関しては陰性で

あった。

　　No．　H－14：　アラブ種　！！歳　6品目

　　仔馬の症状一出生4日後に元気沈蓑，哺乳欲廃絶，呼吸促迫，可視粘膜の黄疸：色著明。初

生仔黄癒症を疑って加療し厨復した。

　　仔馬の」面夜所見一赤1frL球数840万／mm3，ヘマトクリット値20％，　Esl　JIEL球数10，900／mm3，

黄疸指数6単位，直接クームス試験柵。

　　雌馬の産歴一5産目までは正常であった。3産次から6産次までの種雄馬は同一馬である。

　　雌馬⊥血清の抗体価一分娩！3日後の雌馬」n更清中の種雄馬添Jin球に対する抗体価は溶1flL　＊価

8倍および非定型抗体価は8倍であった。凝集素は陰性であった。

　　種雄馬，雌馬および仔馬の．lfi／液型一三者の血液型を分類して下記の結果を得た。

血　液　型 Ai　At　H　Z　ZZ2　C　J　K　Pi　9　R　S　Ti　Ui　U2　X

種　雄　馬

雌i　　馬

仔　　　馬

十

十

十

十 十　　十　　十　　十　　十　　十

十　　十　　…　　　　　　　十

十　　十　　・　　・　　十　　十

十　　十

十　　十

十　　十

三者間で種雄馬および仔馬が保有し，雌馬の保有していない血液型はP、であった。

抗体の同定一実験馬赤⊥i！球と雌馬ま血．清間の溶血反応を行ない次の結果を得た。
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No．　E 3　5　7　9

柵　掛　　。　惜　惜　相「　帯　　・　掛　　・　・

1！　13　14　15　16　！7　21　22　23　24　25　26　27　28　29　30　32　33　34　35　37　38

溶．血反応 惜　帯　柵　　。　掛　惜　　・　惜　帯　　・　帯　帯　　…

　　陽性の赤」血球は血液型P1を保有し，陰性の赤JlfL球は1血液型P1を保有していなかった。

　　No。　H－15：サラブレット種！5歳9産目

　　仔馬の症状一出生4日後元気沈衰，呼吸促迫，哺乳欲廃絶，赤黄色尿排出，可視粘膜の黄

疸色著明。初生仔黄疸：症の疑いで加療。

　　仔馬の，afi［液所見一赤血球数439万／rnm3，ヘマトクリット値2！％，白血球数9，6eo／mm3，

白血球百分率（桿状核13％，分葉核59％，リンパ球28％），黄疸：指数120単位，直：接クームス

試験冊。

　　雌馬の産歴一7二目までは正常であった。8産周の仔馬は出生4日後に初生黄疸症を発症

し，加療したが7日後に死亡した。1，3，5および6産次は同一種雄馬，2，4，7，8および9産

次は他の同一種雄馬である。

　　雌馬血清の抗体価一分娩2日後の雌馬血清中の種雄馬赤血球に対する抗体価は溶血素価

32倍，凝集素価！倍および非定型抗体価は64倍であった。

　　種雄馬，雌馬および仔馬の血液型一三者の！血液型を分類して下記の結果を得た。

．［fi1　液　型 Ai　Ai　H　Z　ZZ2　D　J　K　Pi　Q　R　S　Ti　Ui　U2　X

種　雄　馬

雌　　　馬

仔　　　馬

十

十

十

十　　十

十　　÷

十　　十

十

十

十

十

十

十　　十　　…

・　　十　　十　　十　　十

・　　十　　十　　十　　十

　　三者問で種雄馬および仔馬が保有し，雌馬の保有していない」，CR液型は認められなかった。

　　抗体の同定一実験馬赤ifiL球と雌馬i血清間の溶」血反応と凝集反応を行ない，下記の結果を

得た。

No．　E 3　5　7　9　11　13　14　15　16　17　2！　22　23　24　25　26　27　28　29　30　32　33　34　35　37　38

溶血反応

凝集反応

惜　冊　晋　掛　　　冊　掛　掛　紐　帯　帯　帯　惜　惜　冊　辮　惜　・　帯　帯　帯　冊　掛　掛　掛　帯

十　十　十　十　　　十　十　十　十　十　十　十　十　十　十　十　十　・　十　十　十　十　十　十　十　十

陽性の赤血球が共通している血液型はなかった。

その後の検討で，本抗体は第III章第1節第1項No．1－！6から1血液型E2に対する抗体で
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あることが判った。

　　No．　H－16：サラブレット種10歳5二目

　　仔馬の症状一出生3日後元気三三，哺乳欲廃絶，褐黄赤色尿排出，呼吸促迫，可視粘膜の

黄疽色著明。黄疸指数70単位，直接クームス試験IYであった。初生仔黄疸症を疑い加療。

　　雌馬の産歴一4二目までは正常であった。種雄馬は毎回異なっていた。

　　雌馬m［清の抗体価一分娩3日後の雌馬1血此中の種雄馬赤血球に対する抗体価は溶∫血素価

8倍，凝集素価1倍および非定型抗体価は16倍であった。

　　種雄馬，雌馬および仔馬のJfll液型一三者の血液型を分類して下記の結果を得た。

血液型　AIA／HZZZ2CJKP1ΩRSTIUIU2X
種　雄　馬

雌　　　馬

仔　　　馬

十

÷

十

十

十

÷　　十　　÷　　・

十　　十　　十　　÷

十　　十　　十　　十

十

十

・　　十

÷　　十

十　　十

十　　十

十　　十

　　種雄馬および仔馬が保有し，雌馬の保有していない血液型はなかった。

　　抗体の同定一実験馬赤血球と雌馬血清間の溶血反応と凝集反応を行ない，下記の結果を

得た。

No．　E 3　5　7　9　11　！3　！4　15　16　17　21　22　23　24　25　26　27　28　29　30　32　33　34　35　37　38

溶’［f［t反応　　・w

凝集反応　　　・十

帯

キ

帯　柵　帯

十十十

什

÷

什　冊　　　冊　　　冊

十十　・十　・　÷

　　陽性の赤」in球が共通に保有している血液型はなかった。

　　No．　H－17：サラブレット種　22歳　3産以前は不明

　　仔馬の症状一出生6日後元気沈衰，脱力し起立不能，呼吸促迫，赤黄色尿排出，可視粘膜

の黄濡色著明，初生仔黄疸症と診断し加療。

　　仔馬の1血液所見一赤血球数304万／mm3，ヘマトクリット値7％，血1色素量2．9　mg／dl，白

血球数12，4000／mm3，総ビリルどン23．6　mg／dl，黄疸指数165単位，直接クームス試験冊。

　　雌馬の産歴一移入馬なので3産以前の回歴および初生仔黄疸歴は不明である。2産は正常

であった。種雄馬は3産毎回異なっていた。

　　雌馬1血清の抗体価一分娩7日後の雌馬血清中の種雄馬赤血球に対する抗体価は溶血素価

64倍，凝集素価16倍および非定型抗体価は1，024倍であった。

　　種雄馬，雌馬および仔馬の」血液型一三者の血液型を分類して次の結果を得た。
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譲L　液　型

種　雄　馬

雌　　　馬

仔　　　馬

Ai　A’　1－1　Z　ZZ，　C　J　K

十　　・　　十　　・　　十　　・　　十

十　　　　　　　　　　十　　　　　十　　十

十　　　　　　　　　　十　　　　　一ト　　十

P1　（≧　R　　S　　TI　Uエ　U2　X

　　十　　　　　十　　十

　　十　　　　　十　　十

　　十　　・　　十　　十

　　種雄馬および仔馬が保有していて，雌馬の保有していない⊥（E液型はなかった。

　　抗体の同定一実貸馬赤血球と雌馬」血！軒間の溶血反応と凝集反応を行ない，下記の結果を

得た。

No．　E 3　5　7　9　11　13　！4　15　16　17　21　22　23　24　25　26　27　28　29　30　32　33　34　35　37　38

　溶．血反応　 帯M帯惜掛・w・惜・惜冊es惜・w帯th帯・wN・惜・・
　凝集反応　　　 帯冊柑惜帯　・　冊　・　帯　・　帯柵柵維　・　措欝柵辮　・　辮借　・　措　・　・

　　陽性の赤血球が共通に保有している1血液型はなかった。

　　No．　H－18：アラブ種14歳8産目

　　票告一5産園の仔馬は出生10時間後に初生仔黄疸：症を発症し，加療したが2H後に死亡

した。

　　・雌馬の産歴一4産Nまでは正常であった。5産1ヨの仔馬は初生仔黄疸症で死亡した。6，7，

8産目は乳母を用いた。種雄馬は2および4二次，5および7産次，6および8産次はそれぞ

れ同一種雄馬であった。

　　雌馬Jti清の抗体価一分娩4日前の雌馬血清中の種雄馬赤⊥血球に対する抗体価は溶血素価

256樒，凝集素価4倍および非定型抗体価は1，024倍であった。

　　種雄馬，雌馬および仔馬の並L液型一5，7産次種雄馬，6，8産次種雄馬，雌馬および8産次

仔馬の血液型を分類して下記の結果を得た。

血　液　型 Ai　A，　1－1　Z　ZZ，　C　　J　K　Pi　9　　R　　S　Ti　Ui　U2　X

　5，　7産ifく種凝垂馬　　　　十　　　　倉　　　　　　　　　　　　十　　　一y　　　　　　　　　　　　　　　　→一　　　　　　　十　　　十　　　十

　6，8産次鍾雄馬　　十　　・　　　　　　十　　十　　十　　　　　　　十　　　　十　　十

　雌　　　馬　　　　　・　　十　　　　　　　　　　十　　　　　　　　　　十　　　　十　　十

　8産次仔馬　　　　十　　十　　　　　　十　　十　　　　　　　　　十　　　　十　十

　　8産次の種雄馬，仔馬が保有し，雌馬が保有していない」血L液型はA1およびZZ2であった。

初生仔黄痘症仔馬を産した5産次種雄馬も血液型A1およびZZ2を保有していた。

十

十

十
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　　抗体の同定一実験馬赤i：fll球と雌馬JlfK清間の溶血反応と凝集反応を行ない，下記の結果を

得た。

No．　E　357911！3！415161721222324252627282930323334353738

溶血反応

凝集反応

冊　冊冊　辮　　　冊掛

帯　柵　冊　辮　　　辮掛 帯

帯　帯

辮惜

柵冊掛　　　帯帯冊

冊冊柵　　　帯惜帯

　　陽性の赤ユ血球が共通に保有していた血液型はA1であった。血液型ZZ2に対しては陰性で

あった。

　　No．　H－19：　サラブレット種　1！歳　4産目

　　稟告一2産および3産目の仔馬は出生4日後に初生仔黄疸症を発症し，加療したが死亡

した。

　　雌馬の麓歴一1丁目は正常であった。1産次および2産次，3産次および4丁丁の種雄馬は

同一馬であった。4産目の仔馬は人工哺乳した。

　　雌馬血清の抗体一分娩20日後の雌馬1血清中の仔馬赤血球に対する抗体価は溶血素価16

倍，凝集素価2倍および非定型抗体価は64倍であった。

　　種雄馬，雌馬および仔馬の」lk液型一三者の血液型を分類して下記の結果を得た。

撫　液　型 Ai　At　H　Z　ZZ2　C　J　K　Pi　Q　R　S　Ti　Ui　U2　X

種　雄　馬

雌　　　馬

仔　　　馬

十

H一

十

十

十

十　　十

十　　十

十

十

十

十　　十

十　　十

十　　十

十

十

　　三者間で種雄馬および仔馬が保有し，雌馬の保有していない血液型はA1，　ZZ2およびCで

あった。

　　抗体の同定一実験馬赤血球と雌馬！的濡間の溶血反応と凝集反応を行ない，下記の結果を

得た。

No．　E 3　5　7　9　11　13　14　15　16　！7　21　22　23　24　25　26　27　28　29　30　32　33　34　35　37　38

溶」血反応

凝集反応

冊　冊　帯　掛什　掛　欝升　汁　　　帯垂十井升　甚　帯帯　→十　イ十　冊惜　掛昔　帯　帯　帯

屋　ヨ十　甘　葺　・　昌　昔　・　・　　十←　・　…　　　　朴　ヨ十　・　・　→十　÷y　→十　。　什　蓬十　昔



92 野田　寛・渡辺　裕

　　陽性の赤血球が共通に保有していた血液型はA1およびCを各々単一で，または両者を保

有していた。血液型Cを単一で保有する赤血球の溶血程度は経であった。血液型ZZ2に対し

ては陰性であった。

　　血液型A、およびCに対する抗体価一難馬慮清中の複合抗体A1およびCに対する単一抗

体価を実験馬No．　E－9およびNo．　E－11の赤血球を用いて：求めた。血液型A、に対する抗体価

は溶血素価16倍，凝集素価2倍および非定型抗体価は64倍であった。1血液型Cに対する抗体

価は溶血程度＋＋で2倍および非定型抗体価は4倍であった。凝集素は陰性であった。

　　No，　H－20：サラブレット種　！！歳3産目

　　稟二一初産の仔馬は出生4臼後に初生仔黄疸症を発症し，加療したが8日目に死亡した。

2産目の仔馬も出生3日後に初生仔黄痕症を発症したが，加療により全快した。

　　雌馬の産歴一初産および2産目の初生仔黄疸症を発症した仔馬の種雄馬，3三次目の種雄

馬は各々毎回異なっていた。3産山の仔馬は人工哺乳した。

　　雌馬血清の抗体価一分娩2日後の雌馬血清中の仔馬赤血球に対する抗体価は溶！血素価！6

倍および非定型抗体価は64倍であった。凝集素は陰性であった。

　　種雄馬，雌馬および仔馬の血液型一！産次種雄馬，2産次初生仔黄疸症罹患仔馬，3産次

種雄馬，雌馬および仔馬の血液型を分類して下記の結果を得た。

1（K　液　型 Al　A／　H　　Z　ZZ2　C　　J　　K　　PI　Ω　　R　　S　　TI　UI　U2　X

1産科種雄i馬

2産次仔馬

3産次種雄馬

雌　　　馬

3産次仔馬

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十　　十　　十

十　　十　　・

十　　十　　十

・　　十　　・

十　　十　　・

十　　十　　・　　・　　十　　・　　・　　十

・　　十　　・　　十　　十　　…

十　　．　　．　　十　　十　　．　　．　　．

・　　十　　　・　　十　　十　　　…

・　　十　　　・　　十　　　・　　…

　　5者の血液型を分類して雌馬が保有せず，他馬の保有している血液型は1産次種雄馬はA1，

ZZ2，」およびXであり，また2産次仔馬，3産次種雄馬および仔馬はAユおよびZZ2であった。

　　抗体の同定一実験馬赤血球と雌馬血清間の溶血反応を行ない下記の結果を得た。

No．　E 3　5　7　9　11　13　14　15　16　17　21　22　23　24　25　26　27　28　29　30　32　33　34　35　37　38

溶血反応 珊　掛　掛　帯　・　帯　帯　…　　　　帯　・　…　　　　掛　惜　・　・　帯　帯　什　・　辮　掛　什



　　　　　撫切型からみた馬の初生仔黄疸痘の発病要因ならびに血清学的診断法に関する研究　　　　　93

　　陽性の赤血球が共通に保有していた血液型はA1であった。血液型ZZ2に対しては陰性で

あった。

　　No．　H－21：　アラブ種　14歳　8産目

　　票告一7血目の仔馬は出生4日目に初生仔黄疸症を発症し，加療により園復した。8産臼

の仔馬は妊娠8カ月目に死産した。

　　雌馬の産山一6彫目までは正常であった。種雄馬は毎回異なっていた。

　　雌馬1血L清の抗体価一死産28日後の雌馬血清中の7産次初生仔黄疸症罹患仔馬赤血球に対

する抗体価は溶」血素価8倍および非定型抗体価は16倍であった。凝集素は陰性であった。

　　種雄馬，雌馬および仔馬の血液型一三者の血液型を分類して下記の結果を得た。

lflt　液　型 AI　A／　1－I　Z　ZZ2　C　　J　　K　　PI　Ω　　R　　S　　TI　UI　U2　X

7産次麺雄馬　　　　十

雌　　　馬　　　　＋

7産次仔馬　　　　＋

十

十

十　　十　　十

十　　十　　十

十　　十　　十

・　　十

十　　・

十　　十

十　　十

十　　十

十　　十

三中間で種雄馬および仔馬が保有し，雌馬の保有していない血液型はΩであった。

抗体の同定一実弓馬赤血球と雌馬血清間の溶血反応を行ない下記の結果を得た。

No．　E 3　5　7　9　11　13　14　15　16　17　21　22　23　24　25　26　27　28　29　30　32　33　34　35　37　38

型通1反応 ・　。　。　・　・　1什　惜　　・　・　・　・　・　・　…　　　　　。　・　。　・　・　…　　　　　帯　　・

　　陽性の赤」血球が共通に保有していた1血液型はΩであった。

　　No．　H－22：　サラブレット種　12歳　7産目

　　耐震一5産目および6北目の仔馬は出生41ヨ目に初生仔黄疸症を発症し，加療したがそれ

ぞれ6日目および！2日目に死亡した。

　　雌馬の民需一4産月までは正常であった。1および2産山，4および6産油は各々同一種雄

馬であった。3，5および7三次の種雄馬は各々異なっていた。7産目の仔馬は人工哺乳した。

　　雌馬血清の抗体価一分娩28日前の雌馬血清中の種雄馬赤⊥航球に対する抗体価は溶血素価

！28倍および非定型抗体価は256倍であった。凝集素は陰性であった。

　　種雄馬，雌馬および仔馬の血液型一5産次，6産次，7産次種雄馬，雌馬および仔馬のinL

液型を分類して次の結果を得た。
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tin　vsk’　）．kj　Ai　A’　H　　Z　ZZ2　C　　J　　K　Pi　Q　　R　　S　Ti　Ui　U2　X

5産転帰雄馬

6産制種雄馬

7産次種雄馬

雌　　　馬

7産次仔馬

十 十　　十　　・

十　　・　　十　　十

十　　十　　・

十　　十　　・

十　　十　　・

十

十

十

十

十　　十　　・　　・

十　　十　　・　　・

十　　十　　十　　十

十　　一　　一　　一

十　　一　　t　　一

　　雌馬が保有せず，他の4馬の保有していた血液型はそれぞれ，第5産次種雄馬はH，Ωお

よびT1，第6産心匠雄馬はJ，　K，ΩおよびT1を保有し，第7産次種雄i馬および／．r・馬はQを共

に保有していた。

　　抗体の同定一実験馬赤Jin球と雌馬血清間の溶．lfiL反応を行ない下記の結果を得た。

No．　E 3　5　7　9　1！　13　14　15　16　17　21　22　23　24　25　26　27　28　29　30　32　33　34　35　37　38

　溶⊥血L反応　　・・…　　lff柵・・・・・・・・・・・・・・…　　惜・

　　陽性の赤血球が共通に保有していた⊥血液型はΩであった。

　　No．　H－23；サラブレット・種！0歳5産図

　　四一一3産目の仔馬は生後3日目に初生仔黄疸症を発症し，加療したが5日目に死亡した。

　　雌馬の憎憎一初産および2産樹はIE常であった。3産目の仔馬は初生黄歩歩で死亡した。

4産および5産Elの仔馬には乳母を用いた。種雄馬は毎回異なっていた。

　　雌馬血清の抗体価一分娩15日前の雌馬達血清中の第3産婦種雄馬赤r血．球に対’する抗体価は

溶血素価4倍および非定型抗体価は16倍であった。凝集素は陰性であった。雌馬i鱈膏中の抗

体価は第4産点鼻雄馬に関しても第3産次種雄馬と同一であったが，第4産山仔馬，第5産二

種雄馬および第5産次仔馬に対しては溶血反応および非定型抗体共に陰性であった。

　　種雄馬，雌馬および仔馬の1血液型一第3産次種雄馬，第4産次種雄馬およびその仔馬，第

5産次種雄i馬，雌馬および第5産次仔馬の1血液型を分類して下記の結果を得た。

J血L　液　型 Ai　At　H　　Z　ZZ，　C　　J　　K　P1　Q　　R　　S　T，　Ui　U2　X

3産偲種：雄馬　　　十

4産次種雄窪、展多　　　十

4産次仔馬　　　　＋

5産次種雄馬　　　十

雌　　　馬　　　　＋

5産次仔馬　　　　＋

・　　・　　十　　十　　・

十　　・　　十　　十　　十

十　　・　　十　　十　　十

十　　・　　十　　十　　・

・　　・　　十　　十　　十

十　　・　　十　　十　　十

十　　・　　十　　十　　…

十　　t　　一　　十　　一　　一　　一

一　　一　　一　　十　　一　　一　　一

…　　　　　　　十　　…

…　　　　　　　　十　　…
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　　雌馬頂晴との溶血反応で陽性示した第3産次種雄馬および第4同次種雄馬が保有し，雌馬

の赤⊥血球の保有していないIG．L液型はそれぞれΩ，　S，　TlおよびH，Ω，　T，であった。

　　抗体の同定一実験馬赤！血L球と雌馬血清間の溶血反応を行ない下記の結果を得た。

No．　E 3　5　7　9　1！　13　14　15　16　17　21　22　23　24　25　26　27　28　29　30　32　33　34　35　37　38

溶血反応 ’　●　。　・　・　冊　什　。　・　…　　　　　。　・　・　・　・　…　　　　　。　・　・　。　帯　・

　　陽性の赤！血球が共通に保有していた血液型はQであった。血液型H，SおよびT1に対し

ては陰性であった。

　　No．　H－24：　アラブ種　9歳　4産厨

　　票告～3産屠から，雌馬｝血涛中の非定型抗体の存在により24時間の断乳を指示された。

4産園である今回は36時聞の断乳を指示された。

　　雌馬の産歴一初産および2回目は正常であった。1，　3および4産次種雄馬は同一であった。

　　雌馬」CII清の抗体価一分娩！0目前の雌馬血清中の種雄馬赤．血球に対する抗体価は溶1f匹素価

32倍，凝集素価4倍および非定型抗体価は！26倍であった。

　　種雄馬，雌馬および仔馬の血液型一三者の血液型を分類して下記の結二果を得た。

蜘　液　型 Aユ　A／　H　　Z　ZZ2　C　　J　　K　　P1　Ω　　R　　S　　Tユ　Uユ　U2　X

『毬　雄　馬

雌　　　馬

仔 十

十

十

十

十　　十　　十

・　　十　　・

十　　十　　・

十

十

十

十　　十　　・

十　　十　　十　　十　　十

十　　十　　・　　十　　十

　　三者間で種雄馬および仔馬が保有し，雌馬の保有していない血液型はA1およびZZ2で

あった。

　　抗体の同定一実験馬赤」血球と雌馬血清間の溶」血反応と凝集反応を行ない，下記の結果を

得た。

NQ．　E 3　5　7　9　11　13　14　15　16　17　21　22　23　24　25　26　27　28　29　30　32　33　34　35　37　38

溶血反応　 柵冊掛措・外帯・
凝集反応　　　　掛甲掛惜　・　帯帯　・

惜　…　　　　　　冊　冊

柵　…　　　　　　帯　得

辮　掛　掛　・　惜　帯　帯

措　措　帯　・　什　冊　冊

　　陽性の赤19／L球が共通に保有していた血液型はA1であった。血液型ZZ2に対しては陰性で

あった。
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　　No．　H－25：　サラブレット種　10歳　5割目

　　稟告一一4産霞から，雌馬血清中の非定型抗体の存在により48時間の断乳を指示された。

5産目である今回も同様の指示があった。

　　雌馬の産歴一3産匿までは正常であり，種雄馬は毎回異なっていた。

　　雌馬血清の抗体価一分娩5日前の雌馬1血清中の種雄馬赤血球に対する抗体価は溶血素価

64倍，凝集素価16倍および非定型抗体価は64倍であった。

　　種雄馬，雌馬および仔馬の血液型一今回の三者ならびに4麓爆仔馬の血液型を分類して下

記の結果を得た。

　ti皿液型　AIAiHZZZ2CJKPiΩRST三UIU2X
5産次種雄馬

5産次雌馬

5産次仔馬

4産次仔馬

十

十

十

十　　十　　…　　　　　　　十

一　　十　　一　　t　　一　　十

十　　十　　…　　　　　　　　十

十　　十　　…　　　　　　　十

・　　・　　十　　…

・　　十　　十　　…

一　　一　　十　　一　　一　　i

・　　十　　十　　…

　　四山間で雌馬が保有せず，他の三者の保有している」血液型はAlおよびZZ2であった。

　　抗体の同定一実験馬赤血球と雌馬i血清間の溶血反応と凝集反応を行なって下記の結果を

得た。

　　No．　E　3　5　7　911131415161721222324252627282930323334353738

溶血反応　 帯冊帯Ut・帯帯…　　柵・…　　椎惜・・掛借ss・惜帯柵

凝集反応　 柵冊冊帯・帯帯…　　冊・…　　帯帯・・什掛畳・帯惜帯

　　陽性の赤1血球が共通に保有していた」fre液型はA1であった。　ifr1液型ZZ2に対しては陰性で

あった。

　　No．　H－26：サラブレット種8歳3硬目

　　稟告一初産目から，　雌馬jfll．清中の非定型抗体の存在tCより36時間の断乳を指示されて

きた。

　　雌馬の産歴一種雄馬は毎回異なっている。

　　雌馬」血清の抗体価一分娩3日前の雌馬」薩清中の種雄馬赤血球に対する溶1血素価は64倍お

よび非定型抗体価は256倍であった。凝集素は陰性であった。

　　種雄馬，雌馬および仔馬の血液型一三者の血液型を分類して次の結果を得た。
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漁　液　型 Ai　A’　irl　Z　ZZ2　C　　J　　K　Pi　9　　R　　S　Ti　Ui　U2　X

　種　雄　馬　　　　 十　　・　　十　　・　　十　　十　　　　十　　・　　十　　・　　・　　十　　。　　・　　・

　雌　　　馬　　　　 ・　　・　　…　　　　　　十　　　　・　　・　÷　　・　十　　十　　。　十　　・

　仔　　　 馬　　　　 十　　・　　十　　・　　十　　十　　　　 ÷　　・　　十　　・　　十　　十　　・　　十　　・

　　三者閥で種雄馬および仔馬が保有し，雌馬の保有していない1血L液型はA1，　H，　ZZ2および

Kであった。

　　抗体の同定一実下馬赤Jrrl球と雌、鳴1喬L清間の溶」血仮応を行ない下記の結果を得た。

　No．　E．

溶．［f【L反応

3　5　7　9　！1　13　14　15　16　17　21　22　23　24　25　26　27　28　29　30　32　33　34　35　37　38

惜　冊　惜　帯　 。　帯　帯　 ・　。　・　掛　 ・　。　・　・　帯　州…　　　　　掛　帯　帯　 ・　帯　帯　柵

　　陽性の赤誼L球が共通に保有していたJ血液型はA1であった。」血液型H，　ZZ2およびKに対

しては陰性であった。

　　No．　H－27：サラブレット種　！9歳　2産以前は不明

　　票告一3年前に移入したので2産以前は不明である。1昨年は双調を死産したが，分娩前

に雌馬血清中の非定型抗体の存在により36時間の断乳の指示があった。　昨年も同様の指示が

あったので乳母を用いた。本年は不妊であった。

　　雌馬の産歴一移入後の種雄馬は同一馬である。

　　雌馬」血1清の抗体価一分娩10ヵ月後の雌馬」血紅中の種雄馬赤M1球に対する抗体価は溶血素

価4倍，凝集索価2倍および非定型抗体価は16倍であった。

　　種雄馬，雌馬および仔馬のlfiL液型一三者の」血液型を分類して下記の結果を得た。

．lrlt　液　追

憶　雄　馬

雌　　　馬

脚　　　馬

Al　A／　H　　Z　ZZ2

十　　・　十　　・　十

一　　一　十　　一　　一

十　　・　十　　・　十

C　　J

十　　・

十　　十

十　　十

K　P，　Q　R　S　T，　Ui　U2　．〉〈1

十

十

十

・　　十　　十

十　　十　　・

十　　十　　・

　　黒者間で種雄馬および仔馬が保有し，雌馬の保有していない血液型はAlおよびZZ2で

あった。

　　抗体の同定一実帰馬赤血球と雌馬1飢虚無の溶」血反応と凝集反応を行ない，次め結果を

得た。
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No．　E 3　5　7　9　11　13　！4　15　16　17　21　22　23　24　25　26　27　28　29　30　32　33　34　35　37　38

　溶血反応　 面掛借措・帯冊…　　帯・…　　掛辮・・掛掛帯・惜惜掛
　凝集反応　　　ff什彗升　・昔1＋　…　　　ff　・　…　　　升什　・　・升升什　・升什升

　　陽性の赤．lffL球が共通に保有していた．lfiL液型はA1であった。胤液型ZZ2に対しては陰性で

あった。

　　No．　H－28：　サラブレット種　19歳　14二目

　　票告一11産目から，雌馬血清中の非定型捗七体の存在により48時聞の断乳を行なってきた。

　　雌馬の産二一移入馬なので7産以前は不明であるが，8二目から！0産までは正常であっ

た。種雄馬は8三次以後全回異なっていた。

　　雌馬i血清の抗体価一一分娩26日前の雌馬血清樽の抗体価は溶血素価128倍，　凝集素価1倍

および非定型抗体価は512倍であった。

　　種雄馬，雌馬および仔馬の1疽液型一三者の1血液型を分類して下寵の結果を得た。

．血L

種　雄

雌

仔

液　型 Ai　At　H　Z　ZZ2　C　」　K　Pi　Q　R　S　Ti　Ui

馬　　　　十　　・　十

馬　　　　十　　・　・

馬　　　　十　　・　・

十　　十

十　　十

十　　十

十

十

十　　十

十　　十

十　　十

　U，　X

十　　・　　十

　　三者閥で種雄馬および仔馬が保有し，雌馬の保有していない［佃夜型はΩであった。

　　抗体の同定一実弓馬赤．［91．球と雌馬」血清間の溶雷L反応と凝集反応を行ない，下記の結果を

得た。

　No．　E

溶寵反応

凝集反応

3　5　7　9　11　13　14　！5　16　17　21　22　23　24　25　26　27　28　29　30　32　33　34　35　37　38

惜　帯

十十 十

陽性の赤J血L球が共通に保有していた」血液型はΩであった。

No．　H－29：サラブレット種9歳4産目

票告一2産目から，雌馬」血清中の非定型抗体の存在により24時間の断乳を指示された。

雌馬の産歴一初産は正常であった。種雄馬は毎回異なっている。

雌馬血清の抗体価一分娩57日前の雌馬圭血清に1・1の種雄馬赤圭in球に対する抗体価は溶」血素価
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8倍，凝集素価2倍および非定型抗体価ぱ64催であった。

　　種雄馬，雌馬および仔馬のlfi1液型一2回忌，3産次および4塵次の種雄馬，雌馬および4産

次仔馬の」fil液型を分類して下記の結果を得た。

．］II1　液　　型　　　A1 A／　H　　Z　ZZ2

一　　一　　一　　十

一　　一　　一　　十

…　　　　　　　十

・　　十　　十　　十

・　　十　　十　　十

C　：；　K　P，　Q　　R　　S　Ti　Ui　U2　X

2産次種雄馬

3産次－種雄馬

4産次馬雄馬

雌　　　 馬

4層次仔馬

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十　　十　　．　　．　　・

“一　十　　一　　i　　一

十　　十　　…

十　　十　　・　　・　　十

十　　十　　・　　・　　十

　　五者の組し液型を分類して雌馬が保有せず，他の四者の保有している」血液型は」およびΩで

あった。また血．液型Cは2産次および3産次種雄馬が保有し，雌馬は保有していなかった。

　　抗体の同定一実験馬赤血球と雌馬i自／清間の溶血反応と凝集反応を行ない，下記の結果を

得た。

No．　E 3　5　7　9　11　13　14　15　！6　17　2！　22　23　24　25　26　27　28　29　30　32　33　34　35　37　38

溶」血1反1芯

難集反応

紐　柵

昔昔

帯　・

昔　・

　　陽性の赤」血隊が共通に保有していた」面夜型はΩであった。　」fiL液型CおよびJに関しては

陰性であった。

　　No．1｛一30：　サラブレット種　8歳　3産厨

　　稟告一3産巨iから雌馬⊥ttt清中の非定型抗体の存在により24時間の断乳を指示された。

　　雌馬の産歴一初産および2産醤【は正常であった。種雄馬は全回異なっていた。

　　雌馬！丘L清の抗体価一分娩9日前の雌馬」打L清の種雄馬赤［（n球に対する抗体価は溶」血程度＋＋

で溶！血素価は4倍，また非定型抗体価は16倍であった。凝集素は陰性であった。

　　種雄馬，雌馬および仔馬の」：lll液型一三者の1血液型を分類して下記の結果を得た。

．睡　液　型 Ai　A，　H　Z　Z7”2　C　J　K　P，　9　R　S　Ti　Ui　U，　X

種　雄　馬

雌　　　馬

仔　　　馬

十　　…　　　　　　　十　　十　　・

十　　…　　　　　　　十　　・　十

十　　　。　　。　　・　　十　　十　　十

“　一一　一　一1’

・　一一　・　　十

・　　十　　・　　十

十　　一　　一　　一

十　　十　　・　　・

十　　十　　・　　・
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三者間で種雄馬および仔馬が保有し，雌馬の保有していない血液型はCであった。

抗体の同定一実験馬脚」丘L球と雌馬」舷清閾の溶rfE反応を行なって下記の結果を得た。

No．　E 3　5　7　9　11　13　！4　！5　16　17　21　2．9，　23　24　25　26　27　28　29　30　32　33　34　35　37　38

溶　InL反応 升　骨甘　・　升　碁　升　彗粁　・　料・昔卦　昔升　・　汁升升　・　升　什　昔升　昔

　　陽性の赤．lfii球が共通に保有していたlfi．L液型はCであった。

　　No．　H－31：　サラブレット種　7歳　初産

　　票告一雌馬血清樽の非定型抗体の存在により36時闘の断乳を指示された。

　　雌馬ifil清の抗体舗一分野5日前の雌馬圭亘L清中の種雄…馬子1口羽に対する抗体価は溶i飢程度＋＋

で溶血素価は2倍および非定型抗体価は8倍であった。凝集素価は陰性であった。

　　種雄馬，雌馬および仔馬の」fi！液型一三者の1虚液型を分類して下記の結果を得た。

1ftt液型　AIA／HZZZ2C
種　雄　馬　　　　　一ト　　…　　　　　　　　　　十

雌　　　 馬　　　　　十　　十　　・　　・　　十

仔馬　十…　十十

J

’

．

KP茎ΩRST箋UまU2X
・　　・　　十　　・　　十　　十

”　　 十　　’　　十　　十　　’

。　　　・　　十　　　。　　十　　十　　　・

三者間で種雄馬が保有し，雌馬の保有していない」血液型はCであった。

抗体の同定一実験馬赤．lf［L球と雌馬」組帯聞の野馬L反応で下記の結果を得た。

No．　E

溶ltTL反応

3　5　7　9　11　13　14　15　16　17　21　22　23　24　？．5　26　27　28　29　30　32　33　34　35　37　38

→十　升　甘　　・　升　升　十卜　→十　十卜　・　什　什　彗　朴　昔　 ・　暮　号　弓十　・　什　什　汁　升　→十　升

　　陽性の赤lfr1球が共通に保有していた1血液型はCであった。

　　No．　H－32：サラブレット種7歳3一目

　　票告一3産目から雌馬ま血清中の非定型抗体の存在により36時間の断乳を指示された。

　　雌馬の産歴一初産および2羽目は正常であった。種雄馬は毎回異なっていた。

　　雌馬血清の抗体価一分磯鴫1日半雌馬血清中の仔馬赤1倉1球に対する抗体価は溶ま血素価2藩，

凝集素価！倍および非定型抗体価は8焙であった。

　　種雄馬，雌馬および仔馬の血液型一三者の【窪1液型を分類して次の結果を得た。
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．lrlL　液　型 AI　A／　H　　Z　ZZ2　C　　J　　K　　PI　Ω　　R　　S　　TI　UI　U2　X

　種　　雄　　馬　　　　　　十　　十　　　　　　　　　十　　十　　　　　　　　　　　　　　　　　　　十　　　・　　十

　雌　　　馬　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　十　　　　　　　・十　　・

　仔　　　馬　　　　　十　　・　　　　　　　十　　十　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　÷

　　三者聞で種雄馬および仔馬が保有し，雌馬の保有していない煎L液型はA1，　ZZ，，　Cおよび

U1であった。

　　抗体の同定一実験馬赤．lft1球と雌馬1血清間の溶血反応と凝集反応を行ない，下記の結果を

得・た。

No．　E 3　5　7　9　11　！3　14　15　16　17　21　22　23　24　25　26　27　28　29　30　32　33　34　35　37　38

　溶漁反応　　　 柵柵帯　・　帯帯帯帯帯　　柵冊什掛掛　・　帯帯惜　・帯帯冊冊冊轡

　i疑集札　応　　　　十十十　・　十十十十十　　十十十十十　・　十÷十　・　十十十十十十

　　陽性の赤！倉L球が共通に保有していた1血液型はCであった。血液型A1，　ZZ2およびU1に対

しては陰性であった。

　　No．　H－33：　サラブレット種　8歳　3産1ヨ

　　票告一3産目から雌斗組町中の非定型抗体の存在により36時間の断乳を指示された。

　　雌馬の塵歴一初産および2産目は正常であった。種雄馬は毎回異なっていた。

　　雌馬血清の抗体価，分娩5日前の雌馬血清の種雄馬赤⊥血L球に対する抗体価は溶」誼程度＋＋で

溶納L素価2倍および非定型抗体価は64倍であった。凝集素は陰性であった。

　　種雄馬，雌馬および仔馬の．血液型一三者の血液型を分類して下記の結果を得た。

lftL　液　型 Ai　A，　1－1　Z　7”Z2　C　　J　　K　Pi　9　　R　　S　Ti　U，　U2　X

種　雄

雌

仔

馬

馬

馬

一F

十

十

十　　十

十　　・

十　　十

十

十

十

十

十

十

十

十

一F　・　　・

・　十　　十　　十

十　　十　　十　　十

　　三考問で種雄馬および仔馬が保有し，雌馬の保有していない1血液型はCおよびT1で

あった。

　　抗体の同定一一実験馬赤血球と雌馬血清1嗣の溶血反応を行ない次の結果を得た。
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No．　E 3　5　7　9　11　13　14　15　16　17　21　22　23　24　25　26　27　28　29　30　32　33　34　35　37　38

溶．lnL反応　　　什升升　・升什冊甘昔　・廿昔暮昔什　・升什什　・甘甘葺昔昔一K

　　陽性を示した赤血球が共通に保有していた血液型はCであった。T、に対しては陰性で

あった。

　　No．　H－34：サラブレット種10歳5産｝≡1

　　稟告一4産目から，雌馬」血清中の非定型抗体の存在により12時間の断乳を指示された。

5回目は36時間の断乳を指示された。

　　雌馬の熊歴一種雄馬毎回は異なっていた。

　　雌馬⊥血清の抗体価一分娩8日前の雌馬血清中の種雄馬赤疽正球に対する抗体価は溶血程度＋＋

で溶i血素価8倍，凝集素価1倍および非定型抗体価は16倍であった。

　　種雄馬，雌馬および仔馬の血液型一三者のi血液型を分類して一ド記の結果を得た。

血　液　型 Ai　A，　H　　Z　ZZ2　C　　J　　K　Pi　Q　　R　　S　T，　Ui　U2　X

種　雄　馬　　　　十　　　　　。　　　　十　　十　　十　　十　　・　　十　　　　十　　十　　十　　十　　十

　雌　　　馬　　　　十・　　　　・　　　　十　　。　　。　　・　　。　　十　　　　十　　十　　…

仔　　　馬　　　　十　　　　　・　　　　十　　→一　　…　　　　　　　十　　　　十　　十　　…

　　三者間で種雄馬および仔馬が保有し，雌馬の保有していない」血液型はCであった。

　　抗体の同定一実験馬下．Jfrl球と雌馬i紅三間の溶ま血反応と凝集反応を行ない，下記の結果を

得た。

No．　E 3　5　7　9　11　13　14　15　16　17　21　22　23　24　25　26　27　28　29　30　32　33　34　35　37　38

溶血襲反応

凝集反応

昔　昔　昔　　　骨　十÷　粁　一汁　→十　　　一汁　一汁　十十　十ト　ヨ十　。　一汁　十←　→十　・　晋　｛十　朴　一梓　卦　升

十十　十　　　十十　十十十　　　十十十十　十　・　十十　十　・　十十　十十十十

　　陽性の赤血球が共通に保有していた⊥血液型はCであった。

　　No．　H－35：サラブレット種　8歳　2産巨1

　　察告一初産から雌馬血清中の非定型抗体の存在により24時間の断乳を指示された。2産図

は36時間の断乳を指示された。

　　雌馬の産歴一種雄馬は毎回異なっていた。
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　　雌馬血濟の抗体価一分娩3日後の雌馬血清中の仔馬赤」翻求に対する抗体価は溶」血L程度＋＋で

溶血素価は4倍および非定型抗体価は8倍であった。凝集素は陰性であった。

　　種雄馬，雌馬および仔馬の血液型一1産次および2産三種雄馬，雌馬および2産子仔馬の

Jfi．L液型を分類して下記の結果を得た。

ti］t　液　型 Ai　At　H　Z　ZZ2　C　」　K　Pi　9　R　S　Ti　Ui　U2　X

初産～欠’種雄馬　　　　十

2産次男雄馬　　　　十

雌　　　馬　　　　＋

第2日次仔馬　　　＋

十　　・　　十　　十

・　　・　　十　　十

・　　・　　十

・　　・　　十　　十

十

十

十

十　　十

・　　十

十　　・　　十　　十

十　　・

　　四直間で雌馬が保有せず，初産次および第2塵三種雄馬，第2産次仔馬の保有している血

液型はCであった。

　　抗体の同定一実験馬赤⊥血球と雌馬1血L清間の溶1血反応を行ない下記の結果を得た。

No．　E 3　5　7　9　11　13　！4　！5　16　17　21　22　23　24　25　26　27　28　29　30　32　33　34　35　37　38

溶．血反応 廿　4十　十←　・　十ト　輝　什　十ト　十←　・　昔　十ト　粁　→十　朴　　・　升　升　昔　　・　十←　昔　什　什　什　升

　　陽性の赤lin球が共通に保有していた血液型はCであった。

　　No．　H－36：　サラブレット種　8歳　3産1ヨ　1

　　票告一3産i三1から雌馬血清中抗体の存在により36時間の断乳を指示された。

　　雌i馬の産歴一初産および2産目は正常であった。種雄馬は毎回異なっていた。

　　雌馬」血t清の抗体価一分娩8FEI後の雌馬血濟中の仔馬赤血球に対する抗体価は溶血程度＋＋で

溶墨田素価は2倍および非定型抗体価は4倍であった。凝集素は陰性であった。

　　種雄馬，雌馬および仔馬の1血液型一三者の血液型を分類して下記の結果を得た。

IfiL

種　雄

雌i

仔

液　型 AIA／HZZZ2CJKP1ΩRSTIUIU2X
馬

馬

馬

匹　　　・　　十　　　・　　十　　十　　十　　　。

十　　　一　　　一　　　一　　十　　　一　　　一　　　i

十　　　・　　十　　　・　　十　　　十　　　・　　　・

十

十

十

・　　十

・　　十

種雄馬および仔馬が保有し，雌馬の保有していない血液型はHおよびCであった。

抗体の同定一実験馬赤∫fii球と雌馬i血清間の溶血反応を行ない次の結果を得た。
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　No．　E　35791113！415161721222324252627282930323334353738

溶醗反応　　　暦ff　ff　・什卦什骨什　・甚昔暮暮什　・骨昔暑　・卦昔葺暑甘甘

　　陽性の赤血球が共通に保有していた血液型はCであった。」瞬夜型Hに関しては陰性で

あった。

　　No．　H－37：サラブレット種　20歳　2産以前不明

　　票告一移入馬で2簾以前は不明である。移入後1記田は雌馬i白二清中の非定型抗体の存在に

より24時間の断乳を指示された。今町も24時間の断乳を指示された。

　　雌馬血清の抗体価一分娩5ff後の雌馬面清中の仔馬赤1飢球に対する抗体価は溶血程度＋十で

溶血素価4倍および凝集素価は8倍であった。凝集素は陰性であった。

　　種雄馬，雌馬および仔馬の血液型一三者の血液型を分類して下記の結果を得た。

iiit　液　型 Ai　At　H　　Z　ZZ，　C　　J　　K　Pi　Q　　R

種　雄　馬

雌　　　馬

仔　　　馬

十　　．　　．

十　　十　　・十

十　　・　　・

・　　十　　十

十　　・　　・

一　一一　一

十

十

十

S　TI　UI　U2　X

十　　十

十　　十

十　　十

　種雄馬および仔馬が保有し，雌馬の保有していない1虚し液型はCであった。

　抗体の同定一実翠黛赤1血球と雌馬」血圭／青苧の溶血反応で下記の婦き結柴を得た。

　No．　E　357911131415！61721222324252627282930323334353738

溶．ifit反応　　　昔什什　・什甚彗什升　・升卦甘朴朴　・昔粁十ト　・升升骨昔十1一升

　　陽性の赤」血球が共通に保有していた」血液型はCであった。

　　No．　H－38：　サラブレット種　！9歳　11産目

　　票告一5産目から雌馬血清中の非定抗体の存在により36時間の断乳の詣示をうけてきた。

　　雌馬の産歴一4産目までは正常であった。第3および第4産次種雄馬は同一であった。第

5および第6産次種雄馬は同一あり，第7，第8および第9艶書種雄i馬も同一であった。

　　雌馬∫血清の抗体価一分娩71日前の雌馬血清中の種雄馬赤血球に対する抗体価は16億およ

び非定型抗体価は64倍であった。凝集素価は陰性であった。

　　種雄馬，雌馬および仔馬の1（fL液型一三者の1紅液型を分類して次の結果を得た。
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．ltll　Vlt］　：．“1　A，　A，　H　Z　ZZ2　C　J　K　Pi　9　R　S　Ti　Ui　U2　X

種　 雄　 馬

雌　　　　馬

仔　　　馬

十

十

÷　　十

十　　・

十　　十

一一

十

十

十　　・　　十

十　　÷　　・

十　　十　　・

三者間で種雄馬および仔馬が保有し，雌馬の保有していない∫血液型はCであった。

抗体の同定一実弓馬赤血球と雌馬Jl匡清1閉の溶．lfl／反応を行なって下記の結果を得た。

No．　E　35791113141516！721222324252627282930323334353738

溶Iftl．反応 柵　冊　冊　　・　1什　冊　冊　冊　辮　　。　辮　辮　惜　｛汁　緋　　・　轍　i昔　帯　　・　帯　冊　辮　帯　帯　惜

　　陽性の赤血球が共通に保有していた1唾液型はCであった。

　　No．　H－39：サラブレット種8歳3産信1

　　前開一2産目に雌馬！血L清中の訓三定型抗体の存在により36時間の断乳を指示された。今回

3産目も同じ指示があった。

　　雌馬の簾歴一初産は正常であった。種雄馬は全回異なっていた。

　　雌馬！血L清の抗体価一分娩60日前の雌馬1血L清中の種雄馬赤i血球に対する抗体価は溶」血程度

＋＋で溶．lflL素価は4倍および非定型抗体価は！6催であ．r）た。凝集素は陰性であった。

　　種雄馬，雌馬および仔馬の．1（ll液型．一三者のlfi1液型を分類して下記の結果を得た。

組

種　雄

雌

仔

液　型 Ai　A，　H　Z　7．．Z2　C　」　K　Pi　9　R　S　Ti　Ui　U2　X

馬　　　　　十　　 ・　　十　　 ・　　十　　十

一　　　　　十　　 。　　。　　・　　十　　 ・　　一←

馬　　　　　十　　。　　・　　。　　十　　十

・　　十　　・　　十　　十

．　　十　　一　　十　　．

・　　十　　・　　十　　÷

　　三者間で種雄馬および仔馬が保有し，雌馬の保有していない血液型はCおよびTlで

あった。

　　抗体の同定一実竹馬赤血球と雌馬」血．清酒の溶血反応を行ない下記の結果：を得た。

No．　E 3　5　7　9　11　13　！4　15　16　17　21　22　23　24　25　26　27　28　29　30　32　33　34　35　37　38

溶血反∫芯　　　朴→＋升　・　什升昔督→＋　・　＋　・升升ff号　・　什料一朴　・　→＋イ＋朴什升葺
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　　陽性の赤血球が共通に保有していたJfli液型はCであった。　i血液型T、に対しては陰性で

あった。

　　No．　H：一40：　サラブレット種　7歳　2眠目

　　稟告一初産から雌馬1組清中の非定型抗体の存在により36時間の断乳を指示された。2産

自も36時間断乳の指示を受けた。

　　雌馬の産歴一初産および2産次の種雄馬は異なっている。

　　雌馬，iin清の抗体価一分娩7日前の雌馬血清中の種雄馬赤」血球に対する抗体価は溶血程度廿

で溶血素価は8倍および非定型抗体価は32倍であった。凝集素は陰性であった。

　　種雄馬，雌馬および仔馬の」権腋型一三者の」鱈夜型を分類して下記の結果を得た。

　J血液型　AIA／HZZZ2CJKP1ΩRSTIUIU2X
　種　雄　馬　　　　十　　・　十　　・　十　　十　　…　　　　　　　十　　・　十　　十　　…

　雌　　　馬　　　　　十　　…　　　　　　　十　　・　　・　　十　　・　　十　　・　　十　　・　　…

　イ子　　　　　　　　　、癖書　　　　　　　　　　　　　＋　　　　　　…　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＋　　　　　　＋　　　　　　。　　　　　　一ト　　　　　　・　　　　　　＋　　　　　　曹　　　　　　＋　　　　　＋　　　　　　●　　　　　　　。　　　　　　　・

　　三者聞で種雄馬および仔馬が保有し，雌馬の保有していない／ffL液型はCおよびT、で

あった。

　　抗体の同定一実二三赤thL球と雌馬1血清問の溶血反応を行ない下記の結果を得た。

　　No．　E　3　5　7　911131415161721222324252627282930323334353738

　ミ容血反応　　　升升＋ト　・　甘甘eff卦　・升骨昔昔ff　・　什軸昔　・骨晋昔昔ff昔

　　陽性の赤血球が共通に保有していた赤血球はCであった。血液型丁ユに対しては陰性で

あった。

　　No．　H－41：サラブレット種　14歳　産次不明

　　稟告一移入馬なので藤歴は不明である。以前に出生数日後に仔馬が初生仔黄疸症に罹患し

ているらしい。

　　雌馬血清の抗体価一分娩38日前の雌馬血清の種雄馬赤1血球に対する抗体価は溶血素価

2倍，凝集素価！倍および非定型抗体価は16倍であった。

　　種雄馬，雌馬および仔馬の血液型一三者の血液型を分類して下記の結果を得た。

　Jts　ta　JgIj　Ai　At　H　Z　ZZ2　c　J　K　P1　Q　R　S　Ti　Ui　U2　X

　種　雄　馬　　　　十　　…　　　　　　　十　　十　　十　　・　十　　・　　・　十　　十　　…

　雌　　　馬　　　　　十　　・　　十　　・　　十　　・　　十　　・　　・　　十　　・　　十　　・　　…

仔　　　　　馬　　　　　　十　　　・　　十　　　・　　÷　　　十　　　十　　　・　　　・　　十　　　・　　十　　　十　　　…
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　　三者聞で種雄馬および仔馬が保膚し，雌馬の保有していない，iiL液型はCおよびTlで

あった。

　　抗体の同定一一実験馬赤日江球と雌馬！血L清間の溶血反応と凝集反応を行ない下記の結果を

得た。

No．　E 3　5　7　9　11　13　14　15　16　17　21　22　23　24　25　26　27　28　29　30　32　33　34　35　37　38

溶血反応

凝集反応

冊　冊　柵　　　冊　帯　柵　冊　惜　　　掛　世　惜　帯　帯　　　帯　冊　惜　　　什　紐　世　掛　惜　帯

十十十　　十十十十十　　十十十十十　　十十十　　十十十十十十

　　陽性の赤、［1｛L球が共通に保有していた」CTL液型はCであった。血液型丁1に対しては陰性で

あった。

　　2．　小　　　括

　　初生仔黄疸症例は17例，初生仔黄疸症産血例は6例および非発症例は18例で，合計41例

の雌馬血清中の種雄馬又は仔馬赤1血球に対する溶血素，凝集素および非定型抗体の有無と抗体

価を観察した。あわせて種雄馬，雌馬および仔馬のlfiL液型を分類して三者間の」血液型の差異を

明らかにし，　ついで血液型の判っている赤ユ血L球と41例の雌馬！f［L清間の血清反応を行なって雌

馬」血清中の抗体を同定した。その結果を小括すると下記の如くである。

　　1．全例に溶lffL素の存在を認めた。その酒倉［素は雌馬が保有せず，種雄馬および仔馬，ま

たは過去の特定の種雄馬およびその産仔の保有する特定の血液型に対する抗体であった。1iL清

採取時期が種々のため，溶1血素価には2倍から256倍と大きな差異があった。血液型Cに対す

る抗体は溶lfil程度＋＋で8倍稀釈まで反応するものが多かった。

　　2．凝集素は41例中20例に認められ，凝集素価は2倍から！6倍であった。

　　3．非定型抗体は全例に認められ，その抗体価は4倍から！，024倍であった。

　　4．雌馬1左購1・Pの抗体は．1（R液型A1，　C，　Pl，ΩおよびE2に対する．単一抗体ならびにA，　C，

A1ΩおよびP1Ωに対する複合抗体のいずれかを39例に認めた。他の2例は用いた」．rm液型分類

法では不明であった。

　　5．抗E2を保有していた例を除き，抗体が明らかにされた38例では当該血液型を雌馬は

保有せず，種雄馬および仔馬または過去の種雄馬およびその産仔は保有していた。

　　6．28例には種雄馬，雌馬および仔馬三老問で1血液型H，J，　K，　S，　T1，　U1およびZZ2らの

差異をも認めたが，これらの血液型に対する抗体は認めなかった。

　　7．産次と抗体産生の間には関連性が認められた。　抗Alは1産目から認め，5産目以降

には認めなかった。抗Ωは3産目から認め，複合抗体ではあるが13課目にも認められた。抗

P1は6産目から認められ，産次は不明であるが23歳の老齢になってから発症した例にもあっ
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た。抗Cは初生仔黄疸：症発症例において！例認められたのみで，その産次は8産目であった。

しかし乍ら溶1血程度は＋＋で，初産から抗Cを認めた例もあった。

　　8．抗Alおよび抗Qで，抗体産生時期が10カ月前ならびに前園の妊娠時の例があった。

　　9．複合抗体AユCおよびPIQでは，各々抗Alは抗Cより，また抗Ωは抗P1より抗体価

は高かった。

第VI章　総括および考察

　馬の血液型に関する研究はKLEIN（1902）が1妻1然同種凝集素について報告して以来多数の研

究者によって行なわれたが，いずれも自然同種凝集素についての域を脱せず，PODLIACHOUK

（エ965），SToRMoNTら（！964　a）およびDABczEwsKI（1965）は！950年代以前の馬の1血t液型に関

する研究は歴史的意義があるのみと述べている。現在のヨーVッパにおける馬の血液型研究の

発展はPoDLIAcHouK（1957）カ9馬属の1fi1液型（馬血液型一A，　F，　J，，　C，　D，　EおよびH，麗馬血

液型B，MおよびN）11種を報告し，次いで同氏（1962）はHEssELHoLTとの共同研究により

馬1玉液型G，1およびK，またScHMID（1964）が分離した」2を加え，現在は18種，即ちA1，　C，

Dl，　D2，　E，　F，　G，　H，　H2，1，　J1，」2，　K，　O，　F。1，　F。3，　F，4およびF。5の1血液型を分類し，これらの

1．fg．液型は8座位に存在するとしている。一方アメリカにおいて，　SToRMoNT＆SuzuKI（1964　b）

は同種および異種免疫抗体を用いて」血液型Al，　A2，　Aノ，　H，　C，　D，　J，　K，　P，，　P2，　P’，Ω，　R，　S，　T

およびUの16種を分類し，これらの血液型は8座位に存在することを明らかにした。次いで

SToRMoNT＆SuzuKI（1968）は．lfiL液塾1輩TをT1およびT2に，　UをU，およびU2の2種に分け

ると共に新しい！虹鱒型Z，Z2およびXを加えて合計21種の．［lgL液型を分類した。　SToRMoNT

らの分類と命名による馬の1in液型に関する研究は日本においても行なわれ，渡辺ら（1969＞，

WATANABE＆NoDA（1970）および野田と渡辺（！97！，1972）により報告されている。我国にお

ける馬の崖血液型に関する研究，特に同種免疫」血清による分類は野村（1942）をもって鳴矢とし，

煎腋型をA，B，　ABおよびO型の4種に分類した。松本と渡辺（1953）は7頭の馬」k液を用い

て交叉免疫を行ない9種の同種凝集素を分類した。異種免疫」血清による馬血液型の分類は山口

（194！），松本（1942）および細田（1942）らによって行なわれ，山口および細田の分類法は現在

も継承されてpf1，　pf2，　pf3，　UzおよびU3の命名で用いられている。細田ら（1958　a，　b）は初生

仔黄疸症雌馬雷L清中の，同氏のクームス試験変法，によって検出した非定型抗体をHl，　H2お

よびH3の3型に分類して血液型分類に応用している。

　　以上現在各国で用いられている馬の血液型の分類の概要を述べたが，その報告は育種遺伝

学的領域に関するものが主で，初生仔黄疸症と関連した報告はBRUNER＆DOLL（1953），

FRANI〈s（！962），　SToRMoNTら（！964　a）および細田ら（！958　a，　b）らの報告のみである。その中

で，STORMONTらが2例について1〔ほ液型との関係を明確にしたことは緒論において述べた。
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また初生仔黄疸症と関連が深いと考えられる同種免疫による抗体価の推移ならびに抗体の種類

に関する報告はPoDLIAcHQuK（1965）が短期免疫で凝集素が産生され，長期免疫では凝集素お

よび溶血素が産生されたと述べているのみで，初生仔黄疸症に関与した血液型と抗体の種類お

よび抗体価の推移にふれた報告は見ない。1鱒夜型出現頻度を調査した報告は多数あるが，種雄

馬と雌馬の区：別はなく，初生仔黄疸症と関連された報告は見ない。筆者は以上の点を考慮して

STORMON’rらの分類と命名による馬の血液型分類法を用いて本研究を行ない，前述の結果を

得たので，その結果を総括すると共に考察を行なう。

　　1．　血液型の抗体産生：カ

　　1．fi：t液型の抗体の産生力についてはSCI－IMID（1965）が蓬丘L液型Aに強い抗原性を認めたと述

べているのみである。筆者の行なった免疫法，注射量および圓数はSCHMエDのそれとは異にす

るが，免疫経過中の抗体価の推移は図一！7および図48に示す如くである。　抗Ωを産生した

以外の免疫は各々1例で，正確な抗体産生力の比較は不能であるが，一応の比較を行なうと下

記の如くである。

　　単一」磁液型に対する抗体の推移は血液型RおよびU1は！00m11回注射1週後から，前者

は32倍，後者は16倍の溶血素価を示した。血液型A1およびCは100m11回注射1週後に

2借の溶Jf匡素価を示し，　Z，　QおよびAノは2回注射！週後に各々4倍および2倍の溶血素価で

あり，P1は4回注射1週後に1倍，　Sは5回注射！押後に2倍，　E2は9回注射！週後に4倍

抗体価

　512

　256

　128

64

32

16

8

4

2

1

o

←一抗ZZ2U互U2

抗u，

抗UiU2X

抗UIU2

前　　1　　2　　3 4　　5　　6　　　7　8　　9

図一17　溶jfil素の推移

10　11　12回
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の溶」飢素価を示した。

の抗体価は前述の免疫初期の反応と異なり，］fR液型C，　RおよびU1に対する湘血素価は数回の

注射で上限に達し，免疫終了後の溶⊥血素価は抗A、，抗Z，抗Q，抗U1，抗R，抗A〆，抗s，

抗P1，抗Cおよび抗E2の順で高かった。六合で溶と倉t索の産生を認めた抗ZZ2UU2，　UiU2Xお

よびU2Xの免疫終了時の溶墨血素価はそれぞれ512倍，32倍および256倍であり，抗ZZ2UIU2

ならびに抗U2Xの分離溶血素価，即ち抗ZZ2は！28倍，抗qU2は工6倍，抗U2は32倍およ

び抗Xは64倍であった。一方凝集素の産生は注射前にltrL液型Hに対する凝集素を認めた例を

除き，免疫により抗Ab抗Aノおよび抗Qは1回注射！最後から2倍および1倍の凝集素価を

認め，抗E2，抗P、および抗T、は2回注射！週後に1倍，抗U、は4倍の凝集素価を認め，抗J

は3回注射1週後に2倍，抗Sは5回注射！週後に！倍および抗Cは6回注射後に1倍の凝集

素価を認めた，しかし乍ら凝集素価の推移と免疫終了時の抗体価は免疫初期とは異なり，抗A／

および抗Ωは軍期に凝集素価は上限に達し，抗Aノは10週目，抗Ωは6週目には下降の傾向

を示した。抗Sは4回洗射1週後に1倍の凝集素価を示したが，以後の注射により上昇しな

かった。免疫終了後の凝集素価は抗E2，抗A1，抗P1，抗J，抗K，抗T、，抗U、，抗C，抗Ω，

抗Aノおよび抗Sの順で高かった。抗ZZ2UiU2の凝集素価は5回沿三射！週後には2倍で，免疫

終了時凝集素価も2倍と低かったので，抗ZZ2UiU2の分離凝集素価は求めなかった。以上の如

34　567　89101112回
　　　　図一18　凝集素の推移

しかし乍ら12回の注射による免疫経過中の抗体価の推移と免疫終了後
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く同種免疫時の溶血素価と凝集素価の推移を観察した結果，」血液型A1に強い抗原力を認め，

これはSCHMIDの報告に一致した。また血液型Ωは給1血．馬および受血馬の異なる2回の注射

での溶1血素価の推移はほぼ同じであり，Kつ最終溶」血素価も同じで256倍という高い溶／血素価

を得たことからも血液型A1に次いで抗原力は強いと言える。1醸夜型UI，　RならびにCは免疫

早期から抗体を認めたことから，これらの型は並江液型9に次いで抗原性が強いものと考えら

れた。抗E2と抗P，は溶】血L素および凝集素としての両作用を有したが，この二者のみが凝集素

価より溶」血1素価が低く，溶11［i素の産生時期は凝集素のそれより遅かった。特に抗E2の凝集素

産生力は強いと思われるが，抗E2および抗P，の溶1航素価を上昇させる為には長期ならびに頻

回の注射が必要であろうと推察された。

　　抗Cは免疫県期から産生され，最終抗体価は溶血素価32倍ならびに凝集素価は16倍で

あった。しかし乍ら産生された溶」鮭素は赤⊥rTil求を柵の完全溶血することなく，廿程度の溶」〔皿

で溶血素価を求めたが，以後の溶1血L程度は他の溶」函ほ素の如く，十，±および陰性と型の如くで

あった。抗Cの溶∫自門反応に対する同様所見は初生仔黄疸症の非発症例にも認められ，雌馬」血晴

中の抗体は抗Cと同定されたNo．　H－30，3！，33，34，35，36，37，39および40の雌馬」血清中の

溶⊥flt素も赤血球を完全に溶血しなかったので，廿の溶血程度で溶血素価を求めた。しかし乍

ら初生仔黄疸症発症例のNo，　H－12は32倍，非発症例のNo・H－32，　No・　H－41は2倍および

No．　H－38は16倍まで完全溶1血王した。　この現象は抗Cの溶血反応において，完全’ts．lfi1させる

為には高い抗体価が必要であると共に，反応条件，補体の種類ならびに力価などに関し，各エ血

液型抗体別の研究が必要であろうと考えられた。

　　免疫時に複合抗体の産生が予想されたNo．1－！，3，4，8および11において，それぞれ抗

A1，抗H，抗Z，抗KΩならびに抗Rのみが産生され，1血液型の組合わせにより抗体の産生

される場合と産生されない場合があることを認めた。　自然岡引免疫と考えられる41例の初生

仔黄疸症例，初生仔黄急症産歴例および非発症例の中で24例に同様の所見を認めた。種雄馬，

雌馬および仔馬三者間の1．GL液型の差異は2～4種存在するにもかかわらず，　雌馬」血L清中の抗体

は特定の1種または2種の血液型に対するものであり，表一14に示す如くである。すなわち，

NQ．　H－1，2，3，！8，20，24，25，26および27は」血液型の差異がA1と共にH，　U1，　T1，　ZZ，らが

存在したが，雌馬血清中の抗体は抗A1のみであった。　No．　H－！9とNo．　H－8はJfn液型の差異

がA1，　ZZ2およびC，　A1，　ZZ2およびΩで，雌馬血清中の抗体は抗A，Cならびに抗A，Ωであっ

た。NQ．　H－32は血液型の差異がA1，　ZZ，，　CならびにU1で，雌馬血清中の抗体は抗Cのみで

あった。No，　H－4，6および7は三者間の．lftL液型の差異がΩとS，　QとT1で，雌馬」血清中の抗

体は抗9のみであった。No．　H－33，39，40および41は三者間の血液型の差異がCとT1で雌

馬1血清中の抗体は抗Cであった。No．　H：一29は三者間の⊥血飢疑型の差異がC，　Jおよび9で雌馬

」〔皿清中の抗体は抗Ωであった。No．　H－34は三老間の⊥CII液型の差異がCとΩで，雌馬血清中
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の抗体は抗Cであった。No．　H－！3は三者間の」血腋型の差異がP1とHで，雌馬1血清中の抗体

は抗P，であった。No．　H－！0は三者間のユ昏t液型の差異がP1，　Q，　SおよびTlで雌馬lflL清中の抗

体は抗P，Qであった。前述の如く血液型の抗体産生力には差があり，複数の血液型が抗原とし

て作用した場合には抗原性の強いlftL液型に対する抗体のみか，あるいは複数で抗体が産生され

ても，その抗体価には高低が認められる場合が多い。しかし乍ら非発症例においても，1血王液型

A1およびΩのそれぞれと1in　vr｛型Cが複合抗原として作川した場合に抗Cのみの抗体産生が

先行する場合を認め，またNo．　H－30～No．　H－41の溶1血素価は低く，且つその溶疽L程度はT↑

が多いが，それらの産次は，不明のNo．　H－37ならびにNo．　H－41を除き，9例の中で8例は

5産次前であって，初三次から抗。を認めた例のあったことV＊lftL液型Cの抗体価をi二昇させる

態度は他の血液型と異にするが，抗原性が鋭敏であると言える。

　　以上の点から雌馬と胎仔問の自然同種免疫により産生された胎仔赤Jk球に対する抗体を吸

収することにより発症すると考えられている初生仔黄疸症は抗原力の強い，または抗原として

鋭敏な∫血液型が，三者間の血液型の差異として存在した場合に発症するものと考えられた。

　　2．初生仔黄疸症例，初生仔黄疸症産品例および温品症例雌馬．i（｛1清中のJfi／液型セこ対する抗体

　　41例の初生仔黄疸症例，初生仔黄門症産歴例および非発症例の雌馬lfrL清中の種雄馬およ

び仔馬に対する抗体を同定し，その結果を表一13に示した。

　　　　　　　　　二一13　初生仔黄疸症，初生仔黄黄疸症産歴および

　　　　　　　　　　　　　非発症例雌馬撫清中抗体の種類

　　　　　　　　　　　　　　　　　　抗　　体　　の　　種　　類
症工区：分　 一一一．．．一一一一一一．．一．．…・…一一一．一・…一一・…一一一…・…一一一一一一一．…・一一．一・一一．一一…

　　　　　　　抗A正抗AIC抗A1Ω　抗C　抗Pl抗PIC　抗Ω　抗E2

初生仔黄疸症例　　　　5　　　1　　　1　　1　　　2　　　2　　8　　　1

初生仔黄痘症産例　　　4　　　・　　　・　　13　　　。　　　・　　1　　　・

？　　　計

2　．9．3

　　　18

．P．　4！

　　これら41例の中で本研究に用いた」fEL液型で解決し得なかったNo．猛一15，　No．　H－16なら

びにNQ．　H－！7の3例を除き，38例92．6％については三者間のi飢液型の差異が1種～4種で

あったが，雌i馬」血清中の抗体は画液型A1，　C，　P、およびΩに対する単一一または複合の抗体であ

ることが分かり，なおNo，　H－15の雌馬．｛fn清中の抗体はScoTTの用いている」倉1液型E2に対す

るものであり，No．　H－16およびNo．　H－17は不明であった。⊥記38例に存在した三者間の血

液型の差異と雌馬1血清中の抗体を三一！4に示した。

　　三一14に示した如く薫者間の．lfz液型の差異の中でA1と共に存在したK，　Ti，　Uiおよび

ZZ2，Ωと共に存在したJ，　SおよびTユ，　Cと共に存在したT1，ならびtl：　P，と共に存在したHに

対する抗体は，それぞれ雌鳳1［L清中1こ認められなかった。この所見は，STOMRMONTら（1964　a）
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表一14　血液型の差異と雌馬血清中抗体

雌　馬
．［血1清中

抗　．体

113

　　　　種雄馬，仔馬が保有し雌馬No．　H
　　　　の保有していない血液型

初

生

仔

黄

疸

症

例

！

2
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7

8

9
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Al
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9
9
Q
g
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Q
Q
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Al

　Q

　Q

　Q

　24
　25
　26
　27非
　28
　29
　30
発　3！

　32
　33
症　34

　35
　36
　37例
　38
　39
　40
　41

Al

Al

Al

Al

Q
g
c
c
Al

c
c
c
c
c
c
c
c
c

ZZ2

ZZ2

H　　ZZ2　　王く：

ZZ2
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Al
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Al
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c

が「墜者間の血液型の差異はΩならびにT

であったが，雌馬」血清中の抗体はΩに対する

もののみであった」と言う報告に一致した。

筆者はこの研究を行なった結果，血液型によ．

り抗原力に差があり，また」血液型によってそ

の抗原性の鋭敏なものも認めた。複数の1fit液

型が抗原として働いた場合，その組合わせに

よっては抗体の産生される時と鷹生されない

時があり，複数で抗体が産生されても，その

抗体価に高低の存在することなどが判明し

た。これらの点を考慮した場合，抗体が同定

された39例の初生牛黄疽症例，初生仔黄疸

症産調例および非発症例の雌馬血清中の抗体

産生に関与した並L液型がA1，　C，　P，，9および

E2であることが理解出来た。

　　上述の如く，初生仔黄疸症例，初生仔黄

疸小産歴例および非発症例の41例の中で39

例95ユ％の雌馬1血清中の抗体を明らかにし，

且つ38例92．6％については三者間の誼L液型

の差異も明らかにした結果，交配前に種雄馬

および雌馬の」n四型を分類することにより初

生仔黄疸症の原困となる交配を避けることが

出来，またその発症を予知することが可能と

なった。しかし乍ら41例の中で2例は筆者の

用いた」血液型分類法では不明であり，今後の

研究が必要である。

　　3．　初生仔黄疸症の初発症産次の血液型

　　初生仔黄痕症雌馬の年齢と産次にふれた

報告はあるが，初発症産次と」血液型について

の報告は見ない。初生仔黄疸症雌馬の年齢な

らびに産次に関して，DOLL（1952）は32例の

初生仔黄疸症雌馬について調査し，初めて発

症した年齢は6～22歳で，産次は2～18産次
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に及び，その大半が2～6産次の聞であったと述べている。FRANKS（1962）は初生仔黄疸症雌

馬58例について調査した結乗，初めての発症毎次は1産次～21産次であり，その78％は4灘

次～7減退であって，1，2および10産次以降は！例ずつで稀であったと述べている。またその

多発産次は3および4産次と7産次の例が多く，2峰を形成したと報告している。本研究に用

いた初生仔黄疸症ならびに初生仔黄疸症産旧例の中で年齢および船酔が分かっている2！例に

ついてみると，初発症時の年齢は7歳～22歳，産次は！産次～！3産次で，DoLLおよびFRANKs

の報告と同じく年齢，産血ともに広い幅を認
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表一一15　初生仔黄疸初発症1晦産次と．血液型
め，7産諜報の発症が76％であり，FRANKS　一．t：・・一t＿一・・＿皿一一＿一一…．＿一・．．一＝一＝＝t＝／＿一、＿．＿＿＿劉．．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　産次　　　初生仔黄疸：症酢こ関与した［飢液型　　　i汁
とほぼ同じ結果を得た。

　　初生仔雨痕症の初発症産次とlliL液型の関

係は表一！5に示した。」k液型A1の関与した

例は1産次～5産次の間で，2／3は3産油～5

三次の聞に発症している。血液型Qの関与

した例は3産次～13産次と広い幅を認めた。

itil液型Qの関与した本症の初発症時麗次に

大きな幅を認めたことは，表一20に示した如

くサラブレット種ならびにアラブ種の種雄馬

の1戸前型出現頻度が各々80％および62．9％

で，雌馬によってはlflL液型Ωを持たない胎仔

！

2

3

4

5

6

7

8

9

13

　Al

AIC

　Al

　Al

　Al

　Pl

　Q
　c
　Q
P，Q

　Al

AiQ

　9

　9
P，Q

　E2

Q　　9

Q　　9　　？

計

1

1

4

2

5

1

2

2

．p．

1

21

を妊娠する機会が，1ts液型A1の如く種雄馬のほぼ100％が持っている場合に比べ，多いこと

に由来すると推定された。血液型C，P1およびE2の関与した本症の初発症時産次は6産次以

降である。前述の如く，1組液型Cの抗原性は鋭敏であるが，溶⊥血素価は充分上昇しない。また

．lfi［液型P1およびE2の溶血素価は凝集素価の上昇より遅いなどのことからも，」血液型C，　P，お

よびE2の関与した初生仔黄疸症の初発症時産次の遅いことが判明した。

　　4．　初生仔黄疸症の血清所晃と診断法

　　初生仔黄疸症雌馬の．lfrL清所見と診断法に関する先人の報告は緒論で述べた如く，　CoOMBS

ら（1948），DoLL（！953），細田ら（1958　a，　b），姫野と茂木（197！）はクームス試験で検出された

非定型抗体を診断および分娩前予知の目安とし，中でも細田は非定型抗体の存在のみが初生仔

黄疸症の原因と断定している。

　　PARRYら（1949），　DoLL＆HuLL（1951）ならびFARRELLY＆MILLER（1954）にらも雌，ee　th／

清中の凝集素および非定型抗体の検出をiflL清学的診断法としているが，凝集素よりも非定型抗

体を重要視している。CRONIN（1955）は22例の初生仔黄疸症雌馬1（tL清中の凝集素は陰性が

2例，2倍は3例，4倍は2例，8倍は6例，16倍は1例および64倍以一Lは8例であったこと
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から非定型抗体の検出をJfR．清学的診断法とした。

　　DOLL＆HULLは20例の初生仔黄疸症雌馬」血清中にモルモット血清を補体として溶ifg素

価！0～1，000倍の溶i飢素の存荘を認めたが，凝集素を4～5！2倍の凝集素価で認め，低い凝集素

価の場合の抗r一グmプリン⊥k清の凝集能増強力を期待してクームス試験の有効性を挙げた。

　　BRuNERら（！948　a）は6頭の初生仔黄疸症雌馬血清中の凝集素が80頭の馬赤．lrR球の75％

を凝集したことから，初生仔黄疸症のJfi！清学的研究には凝集素を除いてから行なうべきとし，

溶！症L素の重要性を指摘した。

　　SToRMoNTら（1964　a）は三者間の」f匹液型の差異がA’およびΩならびにTで，雌馬血清

中の溶［血圭素がJin液型A！とQに対するものであった2例を報告し，次いで253頭の雌馬1血清を

スクリーニングして1血液型A1およびCに対する溶⊥1隆素が存在したと述べている。

　　本研究において，筆者の観察した初生仔黄疸：症例，初生仔黄疸：症産歴例および非発症例の

血清所見は表一16に示した如く，全例に溶血素および非定型抗体を認めた。凝集素は22例に

認めたが，！9例では陰性であった。溶⊥llL　＄の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表一16　初生仔黄疸症，初生仔黄疸症産山

存在はSTORMONTらの報告に，非定型抗体　　　　　　　および非発症例雌馬血清中の抗体

は多くの先人の成績に一致した。　　　　　　　　　　　　　　抗体　の　種類　　t．．．．一一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　症例数　　　溶ifgi素　　凝集素　　非定型抗体

　　対照とした前轍76例の妊娠末1田1備一．……；「一二7二r’：＿

中の抗体は面一17に示した如く・46例に種雄　　41　　　41　0　22　19　4！　0

馬または仔馬赤1血球に対する抗体を保有し，　一．一＿＿一＿＿＿＿。＿＿＿＿＿　．一＝．．　＿一＿：＝

その抗体の種類は凝集素の存在した43例に　　　　　　表＿17正常馬i血請中抗体

おいて，非定型抗体も陽性であり，非定型抗　…一漏　｛』　…　　…．　一…tt’…諜………皿艸…t’t
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　頭　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　抗体の種類
体のみ存在したのは3例のみであった。溶1紅　　　　　…　　…一…一　　・一　　…　一一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　凝　　集　　素　　　　　　　43
素は金壷陰性であった。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　非定型抗体　　　　　　　　　一一

　　初生温温殖：症例，初生仔黄疸温品面面お　　　　　非定型抗体　　　　　　　3

よび非発症例雌馬血清中の抗体に対する」食蔽　　一’t　　’谷tt’t　計　　　　　　　46

型A1，　C，　P1，ΩおよびE2は同種免疫により　誹…　二㍊酌…　．＝一一漏備二：tt………………『＝一一…『……”“二肋

ri　Jfu素と凝集素を産生し，抗A1，抗Cおよび抗Ωは灘血／素価が凝集素価より，また抗P1およ

び抗E2は凝集素価が溶血素価よりそれぞれ高かった。　しかし乍ら初生仔黄疸症例の」血液型P、

およびE2が単独で関与したNo．　H－13，　No．　H－！4およびNo．　H－15において，雌馬血清中の

種雄馬赤血球に対する抗体はNo．　H－13およびNo・H－14では溶」血素のみで，凝集素は陰性，

No．　H－15では溶通L素価は32倍および凝集素価は1倍であり，溶血素が本症において重要な意

i義をもつものと考える。

　　PoDLIAcHouK（1965）は馬赤1血球による同種免疫を行ない，3～4週間の短期免疫では凝集

素が産生され，その沈降係数は19Sであり，8週間の長期免疫では溶」血素と凝集素が産生さ
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れ，その沈降係数は各々7Sおよび19　Sであったと述べている。　ScHMID（1965）は同種免疫に

より得た抗A1，抗C，抗F，抗G，抗H，抗1は溶1垂／素および凝集素を有し，凝集素は免疫早期

に認められ，溶血素は凝集素より遅れて発現すると述べている。また同氏は馬においては正常

同種凝集素は存在するが，正常同種溶血素は存在しないと述べている。

　　初生仔黄疸症は長期にわたる胎仔赤血球による母馬免疫の所産と考えられているので，筆

老の得た成績および文献考察からも，馬の初生仔黄疸症雌馬血清1・・lliの溶」血素の存在が，本症発

生にとって重要な因子となることはBRUNERらの示唆した如くであり，家兎」瞬吉を補体とした

出血反応で，全例の雌馬lrR清中に種雄島島」紅球に対する溶1紅素を検出できたことから，家兎lflL

清を補体とした溶血反応が初生仔黄疸症の」血．清学1杓診断法として適当であると考える。

　　種雄馬または仔馬赤血球に戯する凝集素を正常馬，初生仔黄痘症例，初生仔黄痕症産歴例

および非発症例の雌馬i肛清中に認めた例もあった。正常馬76例の中で43例に凝集素を認め，

その凝集素価は！培が24例，2倍が15例，4倍が2例および16倍が2例であった。また後述

の非定型抗体のみを保有した3例を除き30例

は種雄馬および仔馬赤lkL球に馴する抗体を保

有していなかった。これら正常馬における三

者間の血液型の差異は単一18に示した如く，

抗体を保有した46例の中で35例に三者間の

ま血液型の差異を認めたが，11例では認めなか

った。また抗体陰性の30例の中で，17例は

表一18　正常馬の血L清所見とt（ll？＆“型の差異

［飢

ｱ異　合計
　十　　　　一

抗犀　i1 11　46
！3　30

合　　計 52
24　76

三者間に血液型の差異を認め，！3例はそれを認めなかった。抗体が存在した35例ならびに抗

体が存在しなかった17例の三者間の⊥血液型の差異は表一！9に示す如く，特定の血液型に対す

る抗体であることを示唆するものではなかった。

　　　　　　　　　　　　　　表一19　正常馬の血液型の差異

痴　　液　　型　　　Al　A〆　H　　Z　ZZ2　C　　J　　K　　P1　Ω　　R　　S　　TI　UI　U2　X

抗体｛t 9　　1　　6

2　　・　　4

　　上述の点から工E常馬」血清中に認めた抗体はKELエN（1902），松本と渡辺（1953），　ADAMs

（1958）およびScHMID（！965）らの言う自然同種凝集素と考える。一方初生川井痕：症例，初生仔

黄疸症産歴例および非発症例の中で22例53．5％に凝集素を認め，その凝集素価は！倍～16倍

と低く，前記正常馬と類似の所見が認められた。以上の如く筆老が得た成績および文献考察の

結果から凝集素の検臨は初生仔黄疽症の診断には不適当であることが判明した。

　　初生仔黄疸症の1血清学的診断法として多くの先人が挙げているクームス試験を本研究で筆
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者も細田らの変法に従って行なった。　先人の多くは初生仔黄平症11儀馬1白し清に関する報告のみ

で，妊娠末期の正常馬については行なっておらず，継1｛Elら（1，958　c）が種雄馬および未経産馬．lfl／

清中に非定型抗創⊆を有する個体が存在したと述べ，この非定型抗体の由来を先芙姓：，胎仔免疫，

ワクチンならびに異型輪i舘こよるものであろうと推定しているのみである。

　　筆者は妊娠末期の正常馬76例のうち43例に凝集素と非定型抗体を認め，3例では非定型

撫・みを認めた・嫉鶏認めた例での非三門榊・と凝麟価眺購嘱糠捨liui

は40回目は2～4倍，2例では8倍および！例はユ6倍であった。また非定型抗体のみを認めた

例の抗体価は2倍ならびに4倍であった。

　　凝集素が存在した例でのクームス試験結果はDOLL＆HULLの述べている「低い凝集素の

存在する場合のクームス試験は凝集力を増加する」と言う意見に一致した。また非定型抗体の

みを検出した3例は人の場合のRh　．lfEL液型と同一視することは出来ず，松橋（1972）の欝う「抗

γ一グ1・プリンlrlL清は抗原粒子の界面電位を下げ，生理食塩液や」価青中で凝集せず，一価と呼ば

♪1／ているIgG抗D抗体を凝集させる。従ってIgG抗D抗体は2価である」，また「抗原につ

く抗体が少ない時は生理食塩液「1，一rで凝集能が無いかの如くに観察されるが，抗γ一グロブリンJfl／

清を加えると凝集能が増強され，生理食塩液中よ08～16倍高い抗体価が得られる」と述べて

いることから，妊娠末期の正常，ll謡［清中のクームス試験陽性抗体は所謂拶1三定型抗体ではなく，

凝集素であると筆者は考えた。

　　初生仔黄痘症イ列，　初生仔黄疸三三旧例二欝よび非発症例の4！例金例が表一！6に示す如く，

クームス試験陽性で，その非定型抗体価OM　4倍～／，024倍であり，これらの結果はクームス試験

を重祝したCoOMBSら，　DOLL，　CRONIN，細田，姫野と茂木ならびにクームス試験と凝集反応を

・挙げたDom、＆HuLL，　PARRYらならびにFARRELLY＆MILLERの報告と岡一であった。しか

し乍らクームス試験を∫巨要回した全ての先人は凝集反応陽性であったJin清をもそのまま稀釈し

て，クームス試験を行ない非定型抗体価としている。筆者の得た成績では同種免疫1fll清の多く

は溶ll【L素と凝集素を産生し，また初生仔黄疵症例，：初生仔黄痘症産／1溜列および非発症例の1雌jl馬

【llL清i，1．1の抗体に対応する【19t液型A1，　C，　P1，　QおよびE2は免疫により溶．lm．素と凝集素を産生し

た：こと，またFIT．＞gTTONら（1964）およびPoDLIAC｝IOuK（1965）1よ長期免疫で産生される抗体lk

7Sグiコブリンで溶．1白［素と凝集素として作下すると述べ，さらにDOLL＆HULLおよび松橋が

言う抗γ一グロブリン泊L清の凝集力増弱1能を考慮した場合，41例の初生仔黄痘症伊11，初生仔黄疸

症産典例および非発症例雌馬【liL清中のクームス試験陽性抗｛49は凝集素であって，非定型抗体と

言う呼称は不適嶺と考えられる。

　　以王の如く本試験においても先人に従ってクームス試験の変法を行ない，41例の初生皆野

痕症例，初生仔黄疽症産歴例：および非発症例の全例がクームス試験陽性で，クームス試験を重

要視した先人の報告と一致したが，妊娠末期の正常馬76tlillの中で46例60．5％にもクームス
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試験陽性例を認めた、，この点から正常凝集素と母仔間免疫による抗体と混同する可能性がある

ので，　クームス試験を初生仔黄痘症の診断，特に分娩前診断に用いる時には注意が必要と考

える。

　　5．　血液型出現頻度からみた初生仔黄疸症の可能性

　　．iflL液型出現頻度1’こついてはFRANKs（19　62），　SToRMoNT＆SuzuKI（！964　b，！965），　HEssEL－

HOLT（！966）およびOsTERHOFFら（1968）が各々サラブレット種ならびに他1「1’Vl種の馬をこついて

報告しているが，いずれも初生仔黄痘症と1揃連させた考察は行なっていない。前述の如く，筆

者は41例の初生仔黄憂‘‘症例，初生仔黄痩症産／1盛例および非発症例のうち39例95ユ％の雌馬廠

清中の抗体を同定して，関与した1in液型を明らかにし，初生仔黄痘症のノ1甚本となる母仔隅免疫

の可能性を予知することを可能とした。この結晶を基に1flt液型出現頻度からみた母一間免疫の

三二性を考察する。

　　CRoNIN（！955）e・＃　194g　iis．～1952年の4年闇にイギリスのNEwMARKET地ノ∫で初生仔黄疽

症に罹患した25例を基に，発生数はこの地方で生産された仔馬の！％にあたると述べ，FRANKs

（！962）はCRoN眠と同じ地区：のサラブレッi・種について調査し，　CRoNINの！％は低くすぎ，

診断されずに死亡した仔馬および軽症でlllL清学的諺参断をされないで全快した仔馬を加えれば，

もっと多数であるとしている。　細田（1968）は北海1近目高地方のサラブレット種およびアラブ

種の初生仔三二症の．発イ仁率について調査し，生産された仔馬の5％が初生仔黄痘1【1｛に罹患して

いるものと述べている。これら3人の推定はいずれも発症した仔馬を基をこ推定したもので，初

生仔三二症に関・13・したif］L液晶は明らかでない為，　i頗夜型出現頻度と関連づけられていない。

　　筆者は初生仔：黄ザrξ症の原因となる母仔間免疫の所産と考える種雄馬または仔馬赤lf［L球に対

する雌馬1瞬｝？rilの抗体を同定して，　供試材料の95．／％については抗Al，抗C，抗P1，抗Qお

よび抗E2であることを明らかとした。これらlflt液型の出現頻度はノき201こ示す如くである。

表．．一20

［fi［　液

・・ブ・・ 闌d

・・ブ種｛山

険

雄　馬

　馬

雄　馬

　馬

初生朝駆拍：llllに関．ii・したlflL液型の｝h現率

　A　　　　　　C　Pi

98．1　78．1　LO．0
96，0　80，6　8．5

100　85．7　72．8
85．7　79“．8　18．5

　（2

8．0

82．9．

18．5

72．8

Il．2

97．2

83．5

67．8

67．8

　　我國においてはサラブレット種とアラブ種の交雑は騒々行なわれるのが普通であり，これ

ら職種を合わせて考えると，i瞬夜型A1は種雄馬では殆んど学頭が保有し，雌馬ではサラブ

レット種およびアラブ種の各々4％，および14．3％oが保有していなかった。従ってこれらの仔

馬は血液型A1を保右する可能性は非常に1留いと言える。，lflt液型C，　QならびにE2ではサラブ



、擁し液型からみた馬の．初生仔黄亨｛i：の発／丙要因ならび1こ1擁し清学的診断泓、にISJする研究 1．19

レット種雌馬の80　％o～84％がアラブ種雌馬の約68％～73％がこれらの」flL液型を保有せず，種

雄馬ではアラブ種の血液型Qの｝＝U現．1：が約63％で他に比i殴してやや低いほか，他は78％～

97％の馬がこれを保有している。、1血1液型E2については，種雄馬の約97％がこれを保有し，一

方雌馬では約83％の保有ξくであるため，E2の関与した初生仔黄痘症が多数多邑症するはずであ

るが，供試した初生仔爽痘症例，初生芦別痘1【U樹“ミ例および非発症例の中で1例を1認めたのみ

である。　これはi段1液型E2の凝集素産生力は早いが，溶」血1素の産生が遅いことに起因するので

はないかと考える。i瞬夜型出現頻度からみると，三老目の．lftL液型の叢異を生ずる機会は1αL液肥

A1に次いでE2，Ω，　Cの順に大であろうと考えられるが，前述の理山から．lfTL液型E2が図与す

る初生仔黄疸症はイ氏率であると考える。　［llL液型Plの出現頻度は摂雄馬および雌馬とも低率で

あり，㎝：者伺の【llL液型の．「：芸を生ずる機会は，　P1を有する特定の種雄馬のみが多数の雌馬に壁

隣麓ねて交配されないかぎり低いと考えられる。初生仔黄疸症例および初！1仔黄翻i［1産1盃碍例の

中で抗体が同定された21例に関し，　’v．　一一または割合で1血液型A1およびQの関与した例は，

A1が6例，　Qが！0例，　A，とΩが複合で1例あり，合。1・17例で約81％を占めていた。　1瞬夜

型P1の関与した例は書i隻一が2例，　P、とQが野合で2例であり，血液型CとE2の囲与した例

は・各々！例ずつであった。このように各1血［液遡間に番ま，初生仔平帯殉｛のYE　！，1三率とtffL液遡1｛理頻

度の間に差を認めた。

　　初生仔黄ザ劇llの発lilξには‘A・srit液遡1＝11現乎：と母仔洞の．gfit液型のffl蕉を生ずる機会，胎仔によ

る母体の免疫，関与したlr匡液型の抗体産ノi力の差，抗体の種類，発症に充分な抗体価などの要

囚が複雑に閃ワすると考えられるが，本研究に用いた初生仔責疸症例，初穿仔lll蹄鋤産摺ミ例お

よび非発症例に関ケした1f11液J「i！の出現頻度から，北海逼lh，ll地方の初生捻子度1〔症の発ノi∵は臨

床的に軽微なものを含めるとかなりの丁数におよぶものと推走される。

　　以しの如く笠ぞの得た実験成績を考9，（した結果，本研究の1［1的とした初生仔り遡■症とlf］L液

型との関係ならびにlr匡清学的1診法を明らかにできた。

　　即ち4！例の初生1．f一町妥ill例，初生仔貢一口産歴1列および非発症例の雌馬の中で39例

95．1％0）雌馬gffL“tJi“Eiのゼ〔体は泊L液塑Aユ，　C，　P1，　QおよびE2の単一または複合のヲ喰こ対する抗

体であることが明らかとなった。従って交配面に種雄馬と雌馬の．ICIL液型を検討することにより

本症の発症をf’評することができ，また発症の可能性を予知することが可能となった。

　　irlL清学的診断法として，凝集反応で41例の初生fl㌧1弍疸症例，初生仔黄痘症1♪筐歴例ならび

に非発症例の中で，22例は雌馬1脅しl【∫巾に凝集素を認め，19例では凝集素を認めなかった。ま

た76例の妊娠末期の正常馬の43例に凝集素を認めた。以【＝1の所見から凝集反応は本症の」血L清

｝的診断法として不適当であることが明らかとなった。多くの研究者の挙げているクームス試

験で，筆者は妊娠末期の正常馬の60．5％に陽性例を認め，白然同種凝集との区別が困難である

ことを明らかとし，家死前L清を補体とした溶lffL反応が本症のi帽青学的診［19i〒法として最適である
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ことを明確にした。

　　　　　　　　　　　　　　　　第V章　要　　　約

　　馬の初生仔黄疸症と泊Ll夜塑の関係を明らかにするH的でS’！’ORMON’1’ゾよらびにSCOTTのiflL

液型分類法を尊いて，16組の同種免疫によって1flt液型分類川抗lflL清を製負三すると共に，免疫経

過中の抗体価の推移を観察した。次いで41例の初生仔黄痘症例，初生仔黄痘症産t｛？｛例および

非発症例の雌馬】合し清中の抗体の有無と抗体の同定ならびに種雄馬，雌馬，仔馬粧者間の拍L液型

の差異を観察した。　震わせて76例の妊娠末期の正常馬1自Ll寿中の抗体の有無と看呑類および三者

間のlfi［液の差異をも観察した。また製作した［fiL液塵分類川抗凶L清を∫ijいて527頭のサラブレッ

ト種およびアラブ繹の誼L三組出現頻度を調査した。これらの実験結果をもとに考察を加え下記

の結果を得た。

　　1．　馬のlflL液型分類川抗【麺L清抗A1，　At，　H，　Z，　ZZ2，　C，　J，　K，　P1，　Q，　R，　S，　T1，　U】，　U2，　X

およびE2を得た。

　　2．lflL液塑の抗原力に強弱を認めた。また複数の憎し液型が抗原として作期した場合，その

組合わせにより差はあるが，抗体Mliに高低があり，また抗体の産生されない顧夜型もあった。

　　3．妊娠末期の正常馬血清ll・輩の種雄馬または仔馬赤11【L球に対する溶lliL素は全例陰性，凝集

素は76例の中で42例が陽性であり，またクームス試験では前者とクームス試験のみ陽性の

3例を加え46例が陽性であった。これら46例のクームス試験陽性抗体1よ自然同種凝集素であ

t）　，非定塑抗体と11亨う呼称は不適当とした。

　　4　初生仔黄疸症例，初生仔黄疸症1～｝窒歴例および非発症例の雌馬の全例に溶iliL素とクーム

ス試験陽性抗体を孟忍めた。凝集素は41．例中22例にll忍めた。

　　5．初生仔黄疸症例，初生仔黄痘症12｝受壷例および非発症例の雌馬11【1清中のクームス試験陽

性抗体は，関領したlf［L液型が免疫により溶血素と凝集素の両抗外を産生した1茂績から弱い凝集

素の凝集力が増強されたものと理解した。

　　6．馬の初生仔黄痘症の．函L清学的診断泓ミとして従来重：要視されてきたクームス試験は，1場

挫例が1：i三常、「1葛にも認められ，自然同種凝集素と母仔間免疫による免疫抗体との区瑚が不可能で

あることを明らかにし，家兎補体を葺いた溶lr匡反応が初生仔黄痘症の1診断に適当であることを

明確にした。

　　7．4！例の初生仔黄痘症イ’yll，初生仔黄痘症ノ｝窒歴例および非発症例の雌馬のiliで39例の【llL

清ド「rの抗体は1白し液型A1，　C，　Pl，　Q，　E2の単一また：は複合の型に対する抗体と同定された。2例

については不明であった，，

　　8．初生仔黄痘症の発症産次は関与したitgL液型により差を認め，　1fTt液梨A1は稀には初産

から，多くは3産次～5産次に発症し，lrl［液環Ωは3産次から発症するものがあり，1fri液型C，
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P1およびE2による発症は6詳記以降であった。

　　9．初生仔黄疸症の原因となる母仔聞免疫の所産と考える雌馬！魚清中の抗体が同定出来た

ので交配前に種雄馬および雌馬の1血液型を検討することにより本症を予防することができ，ま

た発症の可能性を予知することが可能となった。

　　10．初生仔黄疸症の発生率は，初生仔黄疸症例，初生仔黄疸症回歴例および非発症例に関

与した1紅液型の出現頻度から考え，臨床学的に軽微な症状の例も含めるとかなりの率におよぶ

ものと推定された。

　　1！．初生仔黄痕：症例の中で2例の抗体は用いた血液型では同定出来ず，初生仔黄疸症に関

与する別の血液型のあることが推定された。また馬魚液型が抗原力に差のあることを示すと共

に溶血素および凝集素の両抗体を産生する1津液型と，いずれか一方のみを産生する血液型を認

め，また産生された抗体が抗原抗体反応において不規則な反応を示したことから，今後これら

の解明が期待される。
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Studies　on

　　　　　　　of

the　Relationship　Between　Hemolytic　lcterus

Newborn　Foals　and　Blood　Groups，

　and　the　Serological　Diagnosis

　　　　　Hiroshi　NoDA＊　and　Yutaka　WATANABE“’

＊Facuity　of　Veterinary，　Medicine　＊＊Faculty　of　Agriculture

　　　　　　　　Hokkaido　University，　Sapporo，　Japan

　ノ　　　　　　　　　　ノ

RESUME

　　　　There　are　few　papers　concerning　the　relationship　between　the　hemolytic　icterus

of　foa｝s　and　certain　blood　groups，　This　relationship　resembles　that　found　in　humans

although　the　exact　nature　of　the　relationship　is　not　yet　unknown．　This　study　was

done　to　predict　and　prevent　the　transmission　of　the　icterus　from　parent　to　offspring，

from　a　serological　standpoint．

　　　　Classification　and　notations　of　bloocl　group　factors　are　in　accordance　with　SToRMoT

and　ScoTT．　The　blood　typing　reagents　were　prepared　by　immunization　of　！6　pairs　out

of　24　horses　Hokkaldo　University．　lmmunization　was　performed　by　administering　12

intravenous　injections　of　100　ml　and　4　intravenous　injections　of　1，000　ml　of　blood　at

one　week　intervals．　Out　of　！6　immunization　samples，　the　production　of　antibody　was

observed　to　change　at　one　weel〈　intervals．　Out　of　41　mares　used　in　this　experiment，

6　had　in　the　past　foaled　icteric　offspring，　17　foaled　icteric　offspring　recently，　and　beeause

of　the　presence　of　hemolysin　a’nd　atypical　antibodies，　18　mares　are　expected　to　foal

・icteric　offspring　in　the　future．　As　control　cases，　76　pregnant　mares　were　investigated

at　the　end　of　pregnancy．　The　existence　of　the　antibodies　in　these　mares’　sera　and　the

difference　of　blood　group　factors　among　the　stallions，　the　marse　and　their　foals　were

observed．　The　blood　groups　in　527　horses　（336　Thoroughbreds　and　191　Arabs）　were

examined．

　　　　Seventeen　blood　typing　reagents（anti－Ai，　Aノ，　H，　Z，　ZZ2，　C，　J，　K，　P1，Ω，　R，　S，　T，，　U1，

U2，　X　and　E2）were　prepared　by　isoi皿munizations．　The　strength　in　antigenecity　in　the

blood　factors　may　differ　according　to　various　combinations　of　donors　and　recipients．

An　antibody　was　not　always　produced　in　a　recipient　which　lac1〈ed　a　blood　factor　found

in　the　donor．　ln　76　mares’　hemolysin　could　not　be　found　in　any　of　mares’　sera，　but

hemagglutinin　and　atypical　antibodies　were　found　in　46皿ares’sera．　Although　differences

in　the　blood　group　factors　of　some　mother　and　their　foals　in　52　cases　were　found，　the

speci且。　relationship　between　blood　factors　and　mares’antibodies　could　not　be　deter面ned．

In　41　mares，　both　hemolysin　and　atypical　antibodies　in　ali　cases，　and　hemagglutinin

in　22　cases　were　found．　Antibodies　（hemolysin　and　hemagglutinin）　for　blood　group

factors　Ai，　C，　Pb　Q　and　E2　in　simple　or　complex　form　are　present　in　the　39　mares’

sera　as　indicated　frQrn　the　reactions　with　vayious　known　blood　cells．　With　the　exception

of　a　few　cases，　the　differences　in　the　blood　group　factors　of　the　stallions，　the　mares　and

their　foals　were　recognized．　The　frequency　of　occurrence　of．the　blood　factors，　Ai，　C，
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C2　and　E2　occur　most　frequently　vKrith　the　exception　ef　Pi．　’1”hese　blood　group　factors

are　thought　to　be　the　causes　of　hemolytic　icterus　in　foals．　Thus，　it　is　probab｝e　that

mares　not　having　these　blood　group　factors　can　be　immunized　by　their　offspring．　The

possible　relationship　between　blood　factors　and　birth　order　in　21　cases　in　which　mares

foaled　icteric　offspring　was　examined．　ln　blood　factor　Ai，　which　is　apt　to　produce

antibodies，　the　disease　appeared　in　cases　from　the　first　birth　to　the　fifth．　ln　9　it

appeared　in　the　third　birth　and　those　following，　and　in　C，　Pi，　and　E2，　in　the　six　birth

and　those　following．

　　　　It　is　concluded　that　the　sticcessful　prediction　of　hemolytic　icterus　depends　on

whether　or　not　the　mare　has　hemolysin　against　her　offSpring．


